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[第
１
巻
]

資
料
番
号
―

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

一
―

懐

妊

避

妊

自

在

法

全
(智
慧
の
庫
第
四
十
五
号
附
録
)
●
松
原
健
吉

編
＝
平
野
助
三
●
由
已
社
●
一
八
八
〇
・
二

ニ
―

子
宝

自

在

ニ
造

ル
伝

全
(官
許
)
●
太
田
嘉
三
治
●
一
八
八
二
・四

三
―

人

工

妊

娠

新

術

●
著
・訳
＝
大
野
勝
馬

題
辞
＝
台
陰
居
士

序
＝
村
山
愛
民
●
警
醒
書
院
●

一
八
九

一
・七

四
―

社

会

改

良

実

論

全
●
小
栗
貞
雄
・賀
来
寛

一
郎
●
人
民
新
聞
社
出
版
部
●
一
九
〇
三
・
―
〇

五
―

子

の
有

る

法
無

い
法

●
田
村
化
三
郎
●
読
売
新
聞
社
●
一
九
〇
八
・七

六
―

妊
娠

制

限

又

ハ
避
妊

玉

「
ア
ト

シ

ア
」
ト

称

シ
販

売

ス
ル
モ

ノ

、
義

ニ
付

回
答

ノ
件

●
衛
生
局
長
・警
保
局
長
●
―
九
〇
九
・八

七
―

産

児

制

限
論

一
名
避
妊
の
研
究
●
鴨
田
脩
治

序
＝
荘
田
要
二
郎
・佐
々
木
金
次
郎
・西
川
文
子

跋
＝
鈴
木
薫

述
＝
ヅ
リ
ス
デ
ル
・浮
田
和
民
・安
部
磯
雄
・丘
浅
次
郎
・井
上
友

一
・中
島
徳
蔵
●
日
本
薬
学
協
会
●
一
九

一
四
・
一
一

八
―

懐

妊

及

避
妊

の
秘

訣

●
長
谷
川
月
嶺

序
＝
早
川
益
甫
●
中
央
図
書
出
版
社
●
一
九

一
五
・
一
〇

九
―

尊
属

ニ
対

ス

ル
殺

傷

罪

其

ノ
他

ノ
件

依

命
通

牒

(内
務
省
秘
第
一
八
七
七
号
)●
内
務
省
警
保
局
長
●
一
九

一
六
・九

一
〇
―

妊

娠
及

避

妊

の
新

研
究

●
沢
田
順
次
郎
●
金
子
出
版
部
●
一
九
二
一
・四

一
一
―

日
本
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
『第

一
号
・新

マ

ル
サ

ス
主

義

●
石
本
静
枝

発
行
に
際
し
て
＝
大
島
義
晴
●
日
本
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
発
行
所
●

一
九
二
一
・八

―
二
―

産

児

調

節

論

●

マ
ー
ガ

レ

ッ
ト

・
サ

ン
ガ

ー

訳
＝
奥

俊

貞

序
＝

ハ
ヴ

ロ
ツ
ク

・
エ
リ

ス

●
精

華
書

院

●

一
九

二

一
・
一
二

[第
２
巻
]

資
料
番
号
―

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

一
三
―

家

族

制

限

法

●
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・サ
ン
ガ
ー
●
東
京
生
活
研
究
会

●

一
九
二
二

一
四
―

産

児

制

限

と

優

生

学

(世
界
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
通
信
号
外
)
●
ハ
ヴ
ァ
ロ
ッ
ク
.
エ
リ
ス

訳
＝
弓
家
七
郎
●
世
界
思
潮
研
究
会
●

―
九
二
二
・四

―
五
―

産

児

制

限

と

避

妊

●
羽
太
鋭
治
●
文
化
出
版
社
●

―
九
二
二
・
七

―
六
―

産

児

制

限

論

を

諸

方

面

よ

り

観

察

し

て

(日
本
産
児
調
節
研
究
会
叢
書
第
一
編
)
●
石
本
静
枝
●
日
本
産
児
調
節
研
究
会
●
―
九
二
二
・
一
〇

一
七
―

実

際

に

於

け

る

避

妊

及

び

産

児

制

限

の

新

研

究

附
新
夫
婦
の
文
化
生
活
(沢
田
性
の
研
究
叢
書
第
六
巻
)
●
沢
田
順
次
郎
・
正
文
社
書
房
●
一
九
二
二
・
一
一



一
八
―

我

が

人

口
問

題

と

産

児

調

節

論

(日
本
産
児
調
節
研
究
会
叢
華

二
編
)●
石
本
恵
吉
●
日
本
産
児
調
節
研
究
会

●
―
九
二
二
・
一
二

一
九
―

〔
「実

行

方

法

」
を

知

り

た

い
人

へ
の

文

書

〕
●
京
都
産
児
制
限
研
究
会
●
一
九
二
三
●
京
都

二
〇
―

今

日

の

日

本

で

実

行

可

能

で

割

に

確

か

な

法

●
産
児
制
限
研
究
会
●
一
九
二
三
●
大
阪

ニ
一
―

〔案

内

〕
●
産
児
制
限
研
究
会
●
一
九
二
三
・
一
●
大
阪

二
二
―

生

物

学

上

よ

り

観

た

る
産

児

調

節

論

(日
本
産
児
調
節
研
究
会
叢
菩
第
三
編
)●
松
村
松
年

は
し
が
き
＝
石
本
静
枝
●
日
本
産
児
調
節
研
究
会
●
一
九
二
三
・
三

二
三
―

生

物

学

上

よ

り

観

た

る

産

児

調

節

論

(下
)(日
本
産
児
調
節
研
究
会
叢
書
第
三
編
)
●
松
村
松
年
●
日
本
産
児
調
節
研
究
会
●

―
九
二
三
・
三

二
四
―

産

児

制

限

研

究

(パ
ン
フ
レ
ッ
ト
箜

編
)●
野
田
君
子
●
産
児
制
限
研
究
会
●
一
九
二
三
・
五
●
大
阪

二
五
―

趣

意

書

●
産
児
制
限
研
究
会
●

一
九
二
三
・五
●
兵
庫

ニ
六
―

産

児

制

限

論

(文
化
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
第
二
十
輯
)●
編
＝
織
田
淑
子
●
文
化
研
究
会
●

一
九
二
三
・六

二
七
―

文

明

の

中

枢

●
マ
ー
ガ
レ
ツ
ト
・サ
ン
ガ
ー

訳
＝
石
本
静
枝

序
＝
エ
イ
チ
・ジ
ー
・ウ
ヱ
ル
ス
●
実
業
之
日
本
社
●

一
九
二
三
・八

[第
３
巻
]

資
料
番
号
―

資
料
名
●
著
者
.編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

二
八
―

妊

娠

調

節

の

実

知

識

全
●
編
述
＝
小
川
隆
四
郎

序
＝
加
治
時
次
郎
●
日
本
妊
娠
調
節
相
談
所
●

一
九
二
四
・八

二
九
―

産

児

制

限

問

題

大

講

演

会

●
一
九
二
四
・
一
一
●
兵
庫

三
〇
―

よ

き

子

を

産

む

為

め

に

懐
妊
の
調
節
に
就
て
●
小
池
四
郎

装
画
＝
中
川
紀
元
●
ク
ラ
ラ
社
●

「
九
二
五
・
一

三

一―

産

児

調

節

大

講

演

会

●
日
本
フ
エ
ビ
ア
ン
協
会
●

一
九
二
五
・
ニ

三
二
―

産

児

調

節

の

理

論

と

実

際

●
小
池
四
郎
●
ク
ラ
ラ
社
●

一
九
二
五
・三

三
三
―

産

児

制

限

大

講

演

会

●
松
阪
社
会
思
想
研
究
会
●

一
九
二
五
・四
●
三
重

三
四
―

〔入

会

案

内

〕
●
産
児
制
限
研
究
会
●

一
九
二
五
・
五
●
大
阪

三
五
―

産

児

制

限

の

理

論

と

実

際

(社
会
問
題
叢
書
Ⅴ
)
●
安
部
磯
雄
・馬
島
ゆ
た
か共
編
＝
安
部
磯
雄
・山
川
均
・堺
利
彦

●
文
化
学
会
出
版
部
●
一
九
二
五
・
五

三
六
―

性

慾

と

産

児

制

限

学

術

大

講

演

会

●
産
児
制
限
研
究
会
●
一
九
二
五
・
一
一
●
発
行
地
不
詳

三
七
―

夫

婦

読

本

第
二
巻
バ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
(産
児
制
限
)の
正
し
き
知
識
●
越
智
真
逸
●
文
化
生
活
研
究
会
●

一
九
二
六
・
三



三
八
―

食

糧

問

題

の
解

決

と

し

て

産

児

制

限

の

価

値

●
述
＝
杉
山
重
義

参
考
資
料
＝
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
・ボ

ル
グ
ス
ト
ロ
ー
エ
ム
●
文
明
協
会
●

一
九
二
六
.四

三
九
―

中
央

産

児

調
節

相

談

所
第

壱
回

統

計
報

告

●
小
池
四
郎
●
一
九
二
六
・五

四
〇
―

中

央

産

児
調

節

相
談

所

収

支
決

算
表

●
一
九
二
六
・五

四
一
―
応

用

優

生
学

と

妊
娠

調

節

●
池
田
林
儀
●
春
陽
堂
●
一
九
二
六
・九

四
二
―

日
本

産

児
調

節

調
査

会

設
立

主
旨

●
一
九
二
六
・
一
〇

四
三
―

多

産

地

獄
附
方
法
論
(産
児
調
節
叢
書
)
●
真
船
伝
六
●
産
児
調
節
普
及
協
会
●
一
九
二
六
・
一
〇

[第
４
巻
]

資
料
番
号
―

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

四
四
―

我

国

の

産

児

制

限

運

動

の
批

判

と

予

の
提

唱

(学
芸
講
演
通
信
社
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
N
o
.
38
)
●
暉
峻
義
等
●
学
芸
講
演
通
信
社
●

一
九
二
七
・
一

四
五
―

人

口
問

題

と

産

児

制

限

(農
村
問
題
叢
書
)●
安
部
磯
雄
●
農
村
問
題
蕃

刊
行
会
●

一
九
二
七
・二

四
六
―

妊

娠

調

節

の
実

際

知

識

●
根
岸
情
治
●
資
文
堂
書
店
●

一
九
二
七
・三

四
七
―

産

児

調

節

の
学

理

と

実

際

●
赤
津
誠
内
●
統
覚
書
院
●
一
九

二
七
・七

四
八
―

欧

米

避

妊

方

法

批

判

●
滝
本
二
郎
●
滝
本
研
究
所
●

一
九
二
七
・九

四
九
―

妊

娠

・分

娩

・
産

児

調

節

(家
庭
科
学
体
系
60
)●
山
崎
清
・越
智
真
逸

装
幀
＝
平
福
百
穂

扉
画
＝
織
田

一
磨

●
文
化
生
活
研
究
会
●
―
九
二
七
・
一
〇

五
〇
―

妊

娠

調

節

と

性

の

科

学

●
野
尻
与
顕
・布
施
亮
●
愛
国
産
児
制
限
相
談
所
●
一
九
二
七
・
一
二

[第

５
巻

]

資
料
番
号
―

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

五

一―

愛

国

産

児

制

限

相

談

所

の
道

案

内

●
愛
国
産
児
制
限
相
談
所
●
一
九
二
八

五
二
―

産

児

制

限

の

可

否

(朝
日
民
衆
講
座
第
２
輯
)●
討
論
＝
紀
平
正
美

・安
部
磯
雄
●
朝
日
新
聞
社
●
一
九
二
八
・
一

五
三
―

妊

娠

調

節

の

理

論

と

実

際

生
活
難
の
解
決
●
小
曾
戸
菊
水
●
コ
ン
モ
ン
社
●

一
九
二
八
・
一
〇

五
四
―

避

妊

の
実

行

方

法

●
Ｍ
・サ
ン
ガ
ー

訳
＝
山
中
静
也
●
東
西
社

●
―
九
二
八
・
一
〇



五
五
―

男
女

児
自

由

に
懐
妊

す

る
法

●
久
永
蓮
江
●
中
央
矯
風
会
●
一
九
二
九
・
三
●
大
阪

五
六
―

避

妊

乃

研

究

●
マ
リ
ー
・
ス
ト
ー
プ
ス

訳
＝
馬
島
個
●
平
野
書
房

●
一
九
二
九
・
一
〇

五
七
―

〔回

答

〕
●
愛
児
女
性
協
会
●
一
九
三
〇

五
八
―

産

児

調

節

論

(春
秋
文
庫
31
)●
暉
峻
義
等
●
春
秋
社
●
一
九
三
〇
・
一

五
九
―

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

優

生

児

調

節

妊
娠
衛
生
●
優
生
学
研
究
会
●
金
星
社
書
店
●

―
九
三
〇
・五
●
大
阪

六
〇
―

妊

娠

調

節

優

生

児

家

庭

相

談

●
勝
丸
弘
明

検
閲
＝
市
岡
冬
太
郎
●
文
英
堂
書
店
●

一
九
三
〇
・六
●
大
阪

六
一
―

産

児

調

節

と

避

妊

●
馬
島
個
●
誠
文
堂

●
一
九
三
〇
・八

六
二
―

妊

娠

調

節

の
医

学

的

知

識

●
堤
辰
郎

序
＝
川
添
正
道
●
実
業
之
日
本
社
●

一
九
三
〇
・
一
一

[第
６
巻

]

資
料
番
号

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

六
三
―

〔賛

同

の
呼
び

か
け

〕
●
日
本
産
児
調
節
聯
盟
●
一
九
一三

六
四
―

優

生
相

談

所
案

内

日
本

産

児
制

限
協

会
賛

助

会

員

の
す

ゝ
め

●
日
本
産
児
制
限
協
会
●
―
九
三
一
・三
●
大
阪

六
五
―
産

児
調
節

の
理
論

と

実
際

性
生
活
の
合
理
化
(性
科
学
全
集
第
九
編
)●
馬
島
個
●
武
侠
社
●
一
九
三
一
・三

六
六
―

多

産

亡

国

論

●
名
古
屋
長
蔵

跋
文
＝
梅
沢
彦
太
郎
・宮
崎

一
・岩

田
三
史
・渡
辺
武
・下
光
太
郎
・岡
田
徳
輔
・名
古
屋
三
吉
・福
田
好
輔
●
万
里
閣
●

一
九
三

一
・四

六
七
―

指

示
事
項
(昭
和
六
年
四
月
二
十
八
日
於
地
方
長
官
会
議
)
〔抄
〕有

害

避

妊

用

器

具

取

締

ニ
関

ス

ル
件

●
一
九
三

一
・四

六
八
―

謹
告

／
産

児

調
節

展

覧

会
開

催

の
趣

意

●
産
児
調
節
評
論
社
●
一
九
三
―

六
九
―
産

児

調
節

婦

人
聯

盟

趣
意

書

●
一
九
一三

七
〇
―
産

児
調

節

婦

人
聯

盟
規

約

(創
案
)
●
一
九
一三

七
一
―
産

児
調

節

婦
人

聯

盟
組

織

協

議
会

順
序

●
一
九
二三

七
二
―

産

児

調

節
婦

人

聯

盟
組

織

協

議
会

〔呼
び
か
け
〕
●
産
児
調
節
婦
人
聯
盟
組
織
準
備
会
●
―
九
三
一
・五

七
三
―

指
示
事
項
(昭
和
六
年
五
月
十
八
日
於
警
察
部
長
会
議
)
〔抄
〕有

害

避

妊
用

器

具

取
締

ニ
関

ス

ル
件

●
一
九
三
一
・
五

七
四
―

産

児

制

限

無
産

者

同
盟

組

織

方
針

書

／
産

児

制

限
無

産

者

同
盟

規

約

(草
案
)●
産
児
制
限
無
産
者
同
盟
組
織
準
備
会
●
一
九
三
一
・五



七
五
―

〔産

児
調

節

展
覧

会

へ
の
出

品

の
依

頼

〕
●
産
児
調
節
評
論
社
・上
野
松
坂
屋
●
一
九
三
一
・六

七
六
―

日

本
産

児

調
節

聯

盟
宣

言

及
規

約

●
日
本
産
児
調
節
聯
盟
●
一
九
三
一
・六

七
七
―
産

児

調

節

は

な
ぜ
大

切

か

●
日
本
産
児
調
節
聯
盟
●
一
九
一三

七
八
―

第

四
回

理
事

会
報

告

●
日
本
産
児
調
節
聯
盟
●
一
九
三
一
・六

七
九
―

産
児

制

限
無

産
者

同

盟
創

立

大
会

参
加

に
就

い
て

の
お
願

ひ
！

●
産
児
制
限
無
産
者
同
盟
組
織
準
備
会
●
一
九
三
一
・六

八
〇
―
産

児

制

限
無

産
者

同

盟
創

立

大
会

●
産
児
制
限
無
産
者
同
盟
組
織
準
備
会
●
一
九
三
一
・六

八
一
―

無
産

者
産

児

制

限
同

盟
規

約

●
一
九
三
一
・六

八
二
―

堕
胎

法

改
正

期
成

会

趣
旨

書

●
堕
胎
法
改
正
期
成
会
●
一
九
三
一
・七

八
三
―

無

産
者

産
児

制

限
展

覧
会

労
働

者
券

●
一
九
三
一
・七

八
四
―

産

児
制

限
相

談

所
取

締

ニ
関

ス
ル
概

要

●
内
務
省
●
一
九
三
一
・八

八
五
―

声

明
書

〔警
視
総
監
宛
〕
●
日
本
産
児
調
節
聯
盟
●
一
九
三
一
・九

八
六
―

堕

胎

法

改

正

期

成

聯

盟

趣

旨

書

●
産
児
制
限
普
及
会
●

一
九
三
二

八
七
―

実
地
応
用
妊

娠

調

節

図

解

避
妊
法
・人
工
流
産
●
竹
田
津
六
二

序
＝
北
井
啓
之

読
者
の
為
に
.附
録
＝
竹
田
津
あ
さ
●
白
揚
社
●
一
九
三
二
・
―

八
八
―
産

児

制
限

反
対

論

・無

量
寿

経
要

論

●
椎
尾
ひ
と
し
●
正
文
館
書
店
●
―
九
三
二
・
二
●
愛
知

八
九
―

日
本
産

児

調
節

聯
盟

解
消

ニ
関

ス

ル
最
後

の
理
事
会

記
事

録
其

他

●
日
本
産
児
調
節
聯
盟
●
一
九
三
二
・
三

九
〇
―

解

消

声
明
書

●
日
本
産
児
調
節
聯
盟
理
事
会
●
一
九
三
二
・三

九
一―

日
本
産

児
調

節
婦

人

同
盟

趣
意
書

及
規

約

●
日
本
産
児
調
節
婦
人
同
盟
●
一
九
三
二
・五

九
二
―

避

妊
及

人

工
流
産

ニ
関

ス

ル
請
願

●
産
児
制
限
普
及
会
●
一
九
三
二
・五

九
三
―
産

児
制

限

の
話
避
妊
の
話
●
述
＝
西
村
辰
男
●
西
村
医
院
●
一
九
三
二
・五
●
兵
庫

九
四
―

無
産

者
産

児
制

限

と

は
何

か

(プ
ロ
Ｂ
Ｃ
・リ
フ
レ
ツ
ト
第
一
輯
)●
無
産
者
産
児
制
限
同
盟
●
一
九
三
二
・六

九
五
―

妊

娠

と
避

妊

の
知
識

子
宝
を
得
た
い
人
子
供
が
出
来
て
は
困
る
人
必
読
書
●
編
＝
山
田
秀
次
郎
●
ア
ウ
ト
商
会
●
一
九
三
二
・七

九
六
―

妊

娠

と
制

限

●
高
橋
寥
●
朝
日
書
房
●
一
九
三
二
・七



九
七
―

器

具

薬

品

を

要

ぜ

ぬ
合

法

的

避

妊

法

(近
代
生
活
叢
書
第

一篇
)
●
野
瀬
市
郎
●
木
人
社
●

一
九
三
二
・
一
一

[第
７
巻
]

資
料
番
号

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

九
八
―

プ

ロ
Ｂ

Ｃ
供
給

品
定

価
表

●
無
産
者
産
児
制
限
同
盟
●
一
九
三
三

九
九
―

加
盟

申
込

書

●
無
産
者
産
児
制
限
同
盟
●
一
九
三
三

一
〇
〇
―
最

も
新

ら
し

い
大

衆
的

避
妊

法

●
野
尻
与
顕
●
産
児
制
限
評
論
社
●
―
九
三
三
・
四

一
〇

一産

児

調

節

は

出

来

る

か

●
太
田
武
夫

編
＝
日
本
産
児
調
節
婦
人
同
盟

装
幀
＝
小
栗
美
二
●
日
本
通
俗
医
学
社
●

一
九
三
三
・五

一
〇
二
―
産

児

制

限

と

避

妊

法

●
中
尾
音
吉
●

一
心
社
●

一
九
三
三
・九

一
〇
三
―
相

談

御

案

内

●
日
本
産
児
調
節
婦
人
同
盟
相
談
所
●

一
九
三
四

一
〇
四
―
家

庭

の

栞

妊
娠
調
節
の
指
針
●
野
口
与

一
●
家
庭
之
栞
社
●

―
九
三
四
・
一
●
佐
賀

―
〇
五
―
せ

ち

辛

い
世

の
中

に

●
日
本
産
児
調
節
婦
人
同
盟
●

一
九
三
四
・
二

一
〇
六
―
本

市

に

於

け

る

優

生

相

談

所

に
関

す

る

資

料

(社
会
部
報
告
第

一
八
四
号
)
●
大
阪
市
社
会
部
労
働
課
●

一
九
三
四
・三
●
大
阪

―
〇
七
―
国

策

産

児

調

節

と

性

常

識

●
横
井
春
野
●
日
東
書
院
●

一
九
三
四
・三

一
〇
八
―
婦

人

ノ

受

胎

期

(木
下
産
科
婦
人
科
叢
書
第
９
巻
)
●
荻
野
久
作

序
＝
木

下
正
中
●
南
山
堂
書
店
●

一
九
三
四
・六

一
〇
九
＝
不

妊

症

の
治

し

方

(治
し
方
叢
書
第

一
篇
)●
保
坂
孝
雄
●
治
し
方
研
究
社
●
一
九
三
六
・二

一
一
Ｏ
―
産

児

調

節

の

心

得

●
石
本
静
枝
●
日
本
産
児
調
節
婦
人
同
盟
●

一
九

三
六
・九

一
一
一
―
確

実

な

る

避

妊

の
方

法

附
断
種
法
(治
し
方
叢
書
第
二
篇
Ⅴ●
保
坂
孝
雄
●
治
し
方
研
究
社
●
一
九
三
七
・
四

一
一
二
―
毎

日

開

く

相

談

所

新

設

の

御

挨

拶

●
日
本
産
児
調
節
婦
人
同
盟
●

一
九
三
七
・八

一
一
三
―
母

性

膜

ペ

ツ

サ

リ

の

使

ひ

方

●
編
＝
日
本
産
児
調
節
婦
人
同
盟
東
京
女
性
相
談
所
●

一
九
三
七
・九

一
一
四
―
昭
和
十
五
任度

ホ

ー

ム
商

会

取

扱

品

目

録

●
ホ
ー
ム
商
会
●

一
九

四
〇
●
大
阪

一
一
五
―
特

種

品

目

録

●

一
九
四
〇

一
一
六
―
豪
華
版
産

制

コ

ン
ド

ー

ム

カ

タ

ロ
グ

●
オ
カ
ダ
器
械
店
内
国
部

●

一
九
四
〇
●
神
奈
川



一
一
七
―
取

扱

品

値

段

表

●
永
正
堂
薬
局
本
店
●

一
九
四
〇
●
大
阪

[第
８
巻
]

資
料
番
号
―

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

一
一
八
―
小

川

隆

四
郎

●
村

上
雄

策

弔

詞
そ

の
他
＝

小
川
誠

・鶴

島
孝

・安

部

磯
雄

・志

立
鉄

次

郎

・
田
川

大
吉

郎

・
飯
塚
康

正

・飯

田
政

良

・
馬
島
ゆ
た
か・石
本

静
枝

・
垂
水

角
蔵

・道

旗

泰
誠

・

竹

田
津

六

二

・
小
川
秀

次

郎

・矢

島

敬

二

・
桜
井

満
洲

雄

・
小

川
健

三

・
白
石

麒
麟
志

・畑

中
蓼

坡

・小

林
琴

・
平
岡
保

三

・白

石
道

雄

・
代

田
要

・
小
林

美
代

・青

柳

善

一
郎

・

宮
本

欽

司

・
栗

原
精

・遠
藤

久

三
郎

・本

島
善

作

・樋

口
武

志

・
中
根

孝
之

助

・
野

尻
与

顕

・
小
川
寿

々
香

・
小

川
隆

男
小

川
襄

・北

野
高

弥

・
小
川

隆

四
郎

●
小

川
誠

●

一
九

四

二

・
二

一
一
九
―
産

児

制

限

と

婦

人

付
サ
ン
ガ
ー
夫
人
小
伝
(よ
み
う
り
叢
書
３
)●
加
藤
静
枝
●
読
売
新
聞
社
●

一
九
四
六
・五

一
二
〇
―
産

児

制

限

の

知

識

(国
民
医
学
新
書
)
●
太
田
典
礼
●
大
洋
出
版
社
●

一
九
四
六
・五
●
京
都

一
二
一―
食

糧

危

機

と

産

児

制

限

(人
口
問
題
研
究
所
研
究
資
料
第
二
号
）●
岡
崎
文
規
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●
―
九
四
六
・七

一
二
二
―
産

児

制

限

ニ
関

ス

ル
世

論

ノ
動

向

(人
口
政
策
委
員
会
参
考
資
料
)
●
編
＝
人
口
問
題
研
究
会
●
一
九
四
六
・八

一
二
三
―
産

児

制

限

問

題

の
与

論

調

査

(読
売
新
聞
社
実
施
紙
上
討
論
会
資
料
)●
編
＝
人
口
問
題
研
究
会
●

一
九
四
六
・九

一
二
四
―
産

児

制

限

と

社

会

主

義

(人
口
問
題
研
究
所
研
究
資
料
第
四
号
)●
本
多
竜
雄
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●
一
九

四
六
・九

一
二
五
―
産

児

制

限

に

就

い

て

●
加
藤
静
枝
・山
本
杉
子
・馬
島
ゆ
た
か
・田
中
耕
太
郎

編
＝
人
ロ
問
題
研
究
会
●
一
九
四
六
・
一
〇

一
二
六
―
妊

娠

調

節

相

談

(婦
人
衛
生
読
本
)●
編
＝
平
井
政
良
(妊
娠
調
節
研
究
所
)
●
良
文
堂
書
店
●
―
九
四
六
・
一
〇

一
二
七
―
医

学

上

よ

り

見

た

る

産

児

制

限

と

其

方

法

●
久
慈
直
太
郎
●
診
断
と
治
療
社
●
一
九
四
六
・
一
一

一
二
八
―
産

児

制

限

の

研

究

●
安
藤
画

一
・館
稔
・横
田
年
・瀬
木
三
雄
・山
崎
佐
・松
本
寛

編
＝
安
藤
画

一
●
日
本
臨
床
社

●

一
九
四
七
・二
●
大
阪

一
二
九
―
産

児

制

限

実

態

調

査

ニ
関

ス

ル
概

況

人
口
問
題
研
究
所
研
究
報
告
概
要
●
篠
崎
信
男
・小
林
和
正
●
一
九
四
七
・
三

[第
９
巻
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資
料

番

号
―

資

料

名

●
著

者

・
編
者

名

●
発

行
所

・
発
行

者
名

●
発

行
年

月

●
発
行

地

(東

京

以
外

の
み

記
載

)

一
三
〇
―
サ

ン
ガ

ー
夫

人

伝

と

産

児

調

節

展

望

●
式
場
隆
三
郎

表
紙
・扉
絵
＝
ビ
ア
ズ
レ
ー
●
大
元
社
●

―
九
四
七
・四

一
三

一―
産

児

制

限

の

基

礎

的

理

論

新
マ
ル
サ
ス
主
義
の
概
観
(人
口
問
題
研
究
所
研
究
資
料
第
十
七
号
)●
島
村
俊
彦
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●

一
九
四
七
・六

一
三
二
―
産

児

調

節

運

動

に
対

す

る

吾

等

の

態

度

(案
）
●
日
本
産
児
調
節
連
盟
●

―
九
四
七
・七



一
三
三
―
産

児

制

限

の
解

説

●
大
島
正
雄
●
三
星
社
●
一
九
四
七
・七
●
京
都

―
三
四
―
請

願

●
日
本
産
児
調
節
連
盟
●

一
九
四
七
・九

一
三
五
―
産

児

制

限

問

題

概

観

(人
口
問
題
研
究
所
研
究
資
料
第
十
六
号
）●
本
多
竜
雄
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●

一
九
四
七
・
一
〇

一
三
六
―
産

児

制

限

実

態

調

査

結

果

の

概

報

(人
口
問
題
研
究
所
研
究
資
料
第
二
一号
)●
篠
崎
信
男
・金
子
章
・小
林
和
正
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●

一
九
四
七
・
一
〇

一
三
七
―
人

口
過

剰

と

そ

の

対

策

産
児
制
限
の
理
論
と
実
際
●
北
岡
寿
逸
●
日
本
経
済
新
聞
社
●

一
九
四
七
・
一
〇

一
三
八
―
最
新
各
種
避

妊

実

行

法

詳

説

●
岡
田
廉
三
・青
柿
善

一
郎

校
閲
＝
中
野
理
●
優
生
科
学
協
会
●

一
九
四
七
・
一
一
●
兵
庫

一
三
九
―
報

告

書

●
日
本
産
児
調
節
連
盟
本
部
●
一
九
四
七
・
一
二

一
四
〇
―
安
全
確
実
妊

娠

調

節

の
手

引

図
説
●
竹
田
津
六
二
●
菊
書
房
●
一
九
四
七
・
一
二

一
四
一
―
産

院

事

件

に

対

す

る

声

明

●
日
本
産
児
制
限
研
究
会
●

一
九
四
八

一
四
一―

第

３

回

役

員

会

御

知

ら

せ

／

役

員

会

延

期

御

通

知

●
日
本
産
児
調
節
連
盟
総
務
部
●

一
九
四
八
・
二

一
四
三
―
産

児

制

限

の
自

由

と

人

口
問

題

調

査

会

設

置

に

関

す

る

請

願

●
産
児
制
限
普
及
会
●

一
九
四
八
・七

一
四
四
―

〔会

の

よ

び

か

け

〕
●
馬
島
ゆ
た
か
●
一
九
四
八
・七

一
四
五
―
西

多

摩

郡

(青
梅
町
・霞
村
)
の
産

児

制

限

実

態

調

査

に

関

す

る

集

計

結

果

表

(人
口
問
題
研
究
所
研
究
報
告
会
報
告
資
料
）
●
篠
崎
信
男
●

―
九
四
八
・七

一
四
六
―
産

児

調

節

法

(改
訂
再
版
)
●
中
井
博
松
・那
須
耐
成
●
日
本
産
児
調
節
会
出
版
部

●
一
九
四
八
・八
●
大
阪

一
四
七
―
誰

に

も

出

来

る
産

児

調

節

の
方

法

●
述
＝
馬
島
ゆ
た
か編
＝
浜
田
格
●
新
女
性
文
化
協
会
●

一
九
四
八
・
一
〇

―
四
八
―
正

し

い
受

胎

調

節

法

(愛
育
の
栞
１
)
●
森
山
豊
●
恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会
●
一
九
四
八
・
一
〇

一
四
九
―
設

立

趣

意

書

●
日
本
優
生
保
護
協
会
●

一
九
四
八
・
一
一

一
五
〇
―
産

児

制

限

普

及

会

の

建

議

●
産
児
制
限
普
及
会
●
一
九
四
八
・
一
二

一
五

一―
図

解

ペ

ツ
サ

リ

ー

式

妊

娠

予

防

法

教

本

●
天
野
景
康
・天
野
文
子

序
＝

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・サ
ン
ガ
ー
●
日
本
妊
娠
調
節
研
究
所
●

一
九
四
八
・
一
二

[第
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資
料
番
号
―

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

一
五
二
―

〔註

文

ハ
ガ

キ

〕
●
Ｂ
Ｃ
Ｌ
西
日
本
本
部
●

一
九
四
九
●
福
岡



一
五
三
―
Ｂ

．
Ｃ

．
Ｌ

優
生
結
婚
と
産
児
調
節
を
糟
導
す
る
会
(Ｂ
Ｃ
Ｌ
資
料
第
１
号
)●
Ｂ
Ｃ
Ｌ
西
日
本
本
部
●
一
九
四
九
●
福
岡

一
五
四
―
北

多

摩

郡

全

市

町

村

の

産

児

制

限

実

態

調

査

に

関

す

る

集

計

結

果

表

●
篠
崎
信
男
●
厚
生
省
人

口
問
題
研
究
所
●

一
九
四
九
・三

一
五
五
―
避

妊

調

査

票

●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●

一
九
四
九

一
五
六
―
東

京

都

を

中

心

と

す

る
産

児

制

限

の
実

態

に

関

す

る

資

料

(増
補
)●
篠
崎
信
男
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●
一
九
四
九
・三

一
五
七
―
厚

生

省

・人

口
問

題

研

究

所

「
産

児

制

限

」
実

態

調

査

結

果

速

報

(第
二
次
)に

つ

い

て

●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●

一
九
四
九
・
三

一
五
八
―
産

制

及

び

移

民

問

題

を

中

心

と

す

る

タ

ム

ソ

ン
博

士

の

発

言

と

そ

の

反

響

(人
口
問
題
研
究
所
研
究
資
料
第
三
十
八
号
)●
厚
生
省
人
ロ
問
題
研
究
所
●

一
九
四
九
・三

一
五
九
―
報

告

書

自
昭
和
23
年
４
月
１
日
至
昭
和
24
年
３
月
31
日
●
産
児
制
限
同
盟
九
州
支
部
・日
本
産
児
調
節
連
盟
九
州
支
部
●

一
九
四
九
・三
●
福
岡

一
六
〇
―
世
論
調
査
産

児

調

節

に

つ

い

て

新
世
連
第
３
回
調
査
●
新
聞
世
論
調
査
連
盟
●

一
九
四
九
.四

一
六
一
―
産

児

調

節

に

つ

い

て

の
世

論

調

査

結

果

表

新
世
連
第
三
回
調
査
●
一
九
四
九
・四

一
六
二
―
正

し

い
妊

娠

調

節

教

本

(婦
女
界
四
月
号
別
冊
附
録
）●
加
藤
シ
ヅ
エ
・奥
む
め
お
・天
野
景
康
・保
坂
孝
雄
・松
本
寛

・市
川
篤
二
●
婦
女
界
社
●

一
九
四
九
・四

一
六
三
―
社
団
法
人
日

本

防

貧

協

会

運

動

方

針

書

●

一
九
四
九
・
四

一
六
四
―
〔
母

性

文

化

協

会

(仮
称
)設

立

総

会

案

内

〕
／

母

性

文

化

協

会

(仮
称
Ⅴ設

立

趣

意

書

/

母

性

文

化

協

会

(仮
称
)定

款

案

●
一
九
四
九
・四

―
六
五
―
家

庭

産

児

制

限

の

実

際

●
藤
井
久
四
郎

装
幀
＝
渡
辺
伸

―
●
有
楽
出
版
社
●
―
九
四
九
・五

一
六
六
―
諸

外

国

に

お

け

る
産

児

制

限

の

普

及

状

況

(研
究
資
料
第
三
十
九
号
）
●
篠
崎
信
男
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●
一
九
四
九
・六

―
六
七
―
計

画

産

児

の

知

識

と

実

際

(別
冊
政
界
ジ
ー
プ
N
o
.
１
・受
胎
調
霧

集
)
●
林

譲

治

・
戸
田

正

三

・古

屋
芳

雄

・
三
国

一
義

・
田
中

耕

太
郎

・馬

島

澗

・
天
野

文

子

・
野

坂
竜

・本

多
竜

雄

・

大
石

武

一
・
深

川
タ

マ
ヱ

・福

田
昌

子

・林
俊

一
・河

野
金

昇

・韮

沢
慶

子

・吉

田
秀

夫

・浅

田

一
・
安
藤

画

一
・

春
日

み

つ
・
慶

松

一
郎

・加

藤

シ
ヅ

エ
・
高
橋

梵

仙

・
式
場

隆

三
郎

・安

倍

雄
吉

・
二
木

秀
雄

・
谷

口
弥

三
郎

・

賀

川
豊
彦

・
山
本

杉

・
河

原
崎

長
十

郎

・
渡
辺

紳

一
郎

・新

妻

イ
ト

●
東

京

ト

リ
ビ

ユ
ー

ン
社

●

一
九

四
九

・
六

一
六
八
―
受

胎

調

節

及

び

堕

胎

に
関

す

る
各

国

の

態

度

並

に
施

設

の

概

要

(人
口
問
題
研
究
所
研
究
資
料
第
四
〇
号
）●
島
村
俊
彦
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●

一
九
四
九
・七

一
六
九
―
妊

娠

中

絶

(堕
胎
、死
流
産
)の
割

合

に

関

す

る

資

料

(人
口
問
題
研
究
所
研
究
資
料
第
四
四
号
）●
篠
崎
信
男
●
厚
生
省
人
ロ
問
題
研
究
所
●

一
九
四
九
・七

一
七
〇
―
避

妊

の

知

識

(「
ル
ツ
ク
・エ
ン
ド
・ヒ
ヤ
ー
・第
一
巻
第
四
号
附
録
）●
安
倍
雄
吉
・池
上
政
人
・秦
清
三
郎
・松
本
寛
・谷
ロ
弥
三
郎
・牛
丸
義
留
●
診
察
協
力
会
出
版
部
●

―
九
四
九
・七

―
七
一
―
避

妊

と

妊

娠

中

絶

の
実

際

知

識

●
松
山
亥
三
雄
・松
山
み
ど
り

●
京
北
書
房
●
一
九
四
九
・七

一
七
二
―
産

児

制

限

と

性

生

活

の

実

態

的

研

究

下
町
に
於
け
る
資
料
●
篠
崎
信
男
●
人
口
問
題
研
究
所
●

一
九
四
九
・七

一
七
三
―
図
解

避
妊
読

本
幸
福
な
家
族
設
計
●
三
木

行

治

・館

稔

.
牛
丸

義
留

・安
藤

画

一
・森

山
豊

・
瀬
木

三
雄

・
石
垣
純

二

・
―
丁

田
健

一
・
長
谷

川

敏
雄

・安

倍

雄
吉

・
大

野
博

・佐

伯
誠

一

序

文
＝
林

譲
治

表

紙

・
図
版
＝

滝

川
清

監

修
＝

厚
生
省

●
婦
人

画
報

社

●

一
九

四
九

・七



一
七
四
―
産

児

制

限

問

題

の

人

口
政

策

的

考

察

(人
口
問
題
研
究
所
研
究
資
料
第
四
三
号
)
●
本
多
竜
雄
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●
一
九
四
九
・七

一
七

五
―

パ

ー
ボ

ス
ィ
ヴ

・サ

ン
プ

リ

ン
グ

・
メ

ソ

ッ
ド

に
よ

る

産
児
制

限

に
関

す

る
輿

論
調

査
そ
の
一
(人
口
と
産
業
問
題
振
興
会
研
究
資
料
第
一号
）
●
渡
辺
万
里
江
●
人
口
と
産
業
問
題
振
興
会
●

―
九
四
九
・八

一
七
六
―
産

児

制

限

の
正

し

い

知

識

●
帆
足
計
・太
田
典
礼

編
＝
日
産
協
人
口
調
節
問
題
懇
談
会
●
日
本
産
業
協
議
会

●
一
九
四
九
・
―
〇

一
七
七
―
産

児

調

節

と

夫

婦

性

生

活

の
実

態

附
優
生
保
護
法
●
篠
崎
信
男

推
薦
の
辞
＝
岡
崎
文
規
●
村
松
書
店
●

―
九
四
九
・
一
一

一
七
八
―
御

知

ら

せ

と

お

願

い
ま

で

●
篠
崎
信
男
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●

一
九
四
九
・
一
一

一
七
九
―
現

代

避

妊

法

早

わ

か

り

附
受
胎
可
能
期
早
わ
か
り
暦
●
館
稔
・牛
丸
義
留
・安
倍
雄
吉

監
修
＝
厚
生
省
●
日
本
防
貧
協
会
●

一
九
四
九
・
一
一

一
八
〇
―
受

胎

調

節

便

覧

●
編
＝
厚
生
省
公
衆
衛
生
局
●
極
東
通
信
社
●
一
九
四
九
・
一
二

[第
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資
料
番
号

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

一
八
一―
社
団
法
人
日
本

家
族

設
計

協
会

定
款

●
一
九
五
〇

―
八
二
―
農

村

人

口
収

容

力

調

査

岩
手
県
紫
波
郡
飯
岡
村
香
川
県
木
田
郡
井
戸
村
・香
川
県
香
川
郡

一宮
村
(人
口
問
題
研
究
所
研
究
報
告
資
料
)
●
中
島
竜
太
郎
・南
雲
雪
夫

●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●
一
九
五
〇
・三

一
八
三
―
農
村

人

口
収
容

力

に
関
す

る
調

査

(人
口
問
題
研
究
所
研
究
報
告
資
料
)●
中
島
竜
太
郎
・南
雲
雪
夫
●
一
九
五
〇
・三

一
八
四
―
人

工
妊
娠

中
絶

の
諸

問
題

改
正
優
生
保
護
法
詳
解
●
高
橋
勝
好
・牛
丸
義
留
●
日
本
医
事
新
報
出
版
部
●
一
九
五
〇
・
三

一
八
五
―
報

告
書

自
昭
和
24
年
４
月
１
日
至
昭
和
25
年
３
月
31
日
●
産
児
制
限
普
及
同
盟
西
日
本
本
部
●
一
九
五
〇
・
三
●
福
岡

一
八
六
―
〔日
本

産

児
制

限
普

及
会

ア

ン
ケ

ー
ト

〕
●
熊
本
県
御
船
保
健
所
●
―
九
五
〇
・
四
●
熊
本

一
八
七
―
〔
日
本
産

児

制

限
普

及
会

ア

ン
ケ

ー
ト

〕
●
日
本
製
鉄
八
幡
健
康
保
険
組
合
製
鉄
健
康
保
険
館
●
一
九
五
〇
・
四
●
福
岡

一
八
八
―
主

旨

●
日
本
母
性
科
学
研
究
所
●
一
九
五
〇
・
一
〇

一
八
九
―
受
精
防
止
の
避
妊
用
具
石

崎
式

妊
娠

調

節
弁

の
解

説

●
石
崎
科
学
研
究
所
●
一
九
五
〇
・
一
〇
●
大
阪

一
九
〇
―
優
生

保

護
法

施

行
後

の
人

工
妊
娠

中
絶

の
状

況

に
関
す

る
研
究

(第
一
報
)(人
口
問
題
研
究
所
研
究
資
料
第
六
七
号
)
●
良
田
圭
子
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●
一
九
五
〇
・
一
一

一
九
一
―
産

児
制

限
普

及

会
協

議

会
御

案

内
／

産
児

制

限
普

及

会
今

後

の
活

動
方

針

(案
)
●
加
藤
シ
ズ
ヱ
・北
岡
寿
逸
●
一
九
五
〇
・
一
一

一
九
二
―
産

児
制

限

の
促

進

と
人

口
問
題

解
決

に
関
す

る

新
機

関
設

置

に
関

す

る
請

願

(案
)●
産
児
制
限
普
及
会
●
一
九
五
〇
・
一
二



一
九
三
―
産

児

制

限

普

及

会

趣

意

書

／

産

児

制

限

普

及

会

規

約

●
一
九
五
〇
・
一
二

一
九
四
―
日

本

の
家

庭

に
適

し

た

新

し

い
避

妊

法

●
計
画
産
児
連
盟
神
戸
診
療
所
●

一
九
五
〇
●
兵
庫

一
九
五
―
幸

福

の
し

る

べ

●
計
画
産
児
連
盟
相
談
部
●

一
九
五
〇
●
兵
庫

一
九
六
―
社
団
法
人
計

画

産

児

連

盟

神

戸

診

療

所

患

者

病

歴

●

―
九
五
〇
●
兵
庫

一
九
七
―

ご
あ

い

さ

つ
／

お

知

ら

せ

●
計
画
産
児
連
盟
●
一
九
五
〇
●
兵
庫

一
九
八
―
借

用

書

●
計
画
産
児
連
盟
母
の
金
庫
●

一
九
五
〇
●
兵
庫

一
九
九
―
子

供

を

産

み

た

く

な

い
方

／

夕

す

ゞ

み

幻

灯

の
会

●
平
野
産
院
／
計
画
産
児
連
盟
●
一
九
五
〇
●
兵
庫

二
〇
〇
―
相

談

券

●
優
生
科
学
協
会
母
の
相
談
所
●
一
九
五
〇
●
兵
庫

二
〇

一
―
妊

娠

調

節

の

一
切

の

御

相

談

は

母

の
相

談

所

へ
●
優
生
科
学
協
会
●
一
九
五
〇
●
兵
庫

二
〇
二
―
家

族

計

画

相

談

カ

ー

ド

●
一
九
五
〇
●
兵
庫

二
〇
三
―
実

行

す

る

こ

と

だ

け

が

今

日

の
産

児

調

節

運

動

で

あ

る

●
馬
島
個
●
一
九
五

一

二
〇
四
―
最

も

新

し

い
最

も

確

実

な
通

経

法

に

依

る

産

児

調

節

●
解
説
＝
大
滝
正
義
●
産
調
優
生
相
談
所
●

一
九
五

―

二
〇
五
―
母

性

科

学

協

会

設

立

趣

意

書

●
母
性
科
学
協
会
準
備
委
員
会
●

一
九
五

一
・
―

二
〇
六
―
産

児

制

限

の

促

進

と

人

口
問

題

解

決

に
関

す

る

新

機

関

設

置

に
関

す

る

請

願

●
産
児
制
限
普
及
会

●
一
九
五

一
・
二

二
〇
七
―
報

告

書

自
昭
和
25
年
４
月
１
日
至
昭
和
26
年
３
月
31
日
●
産
児
制
限
普
及
同
盟
西
日
本
本
部
●
一
九
五

一
・
三
●
福
岡

二
〇
八
―
日

本

に

お

け

る

産

児

制

限

の
概

観

(人
口
問
題
研
究
所
研
究
資
料
第
七
〇
号
)●
Ｐ
．
Ｋ
．ウ
エ
ル
プ
ト
ン
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●

一
九
五

一
・四

二
〇
九
―
請

願

書

〔
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
宛
〕
●
産
児
制
限
普
及
会
●

一
九
五

一
・五

二
一
〇
―
Ａ

．
Ｙ

．
式

新

産

児

調

節

法

●
矢
野
中
●
日
本
人
口
問
題
研
究
所
●

一
九
五

一
・五

二
一
一
―
〔入

会

の

案

内

〕
●
日
本
母
性
科
学
研
究
所
●

一
九
五

一
・六

二
一
二
―
〔
「パ

イ

プ

式

妊

娠

調

節

弁

」
の
有

償

見

本

頒

布

の
案

内

〕
●
石
崎
科
学
研
究
所
●

一
九
五

一
・七
●
大
阪

二
一
三
―
我

国

人

口
問

題

に
関

し

て

朝

野

の
識

者

に

訴

へ
る

●
産
児
制
限
普
及
会
●
―
九
五

―
・七

二
一
四
―
産

児

制

限

批

判

●
西
野
入
徳
●
中
央
出
版
社
●

一
九
五

一
・八

二
一
五
―
人

口
問

題

に

関

す

る
意

見

書

●
産
児
制
限
に
関
す
る
諸
団
体
●

一
九
五

一
・九



二
一
六
―
〔相
談

所

へ
の
支
援

要
請

〕
●
丹
下
坂
宇
良
●
―
九
五
一
・九

二
一
七
―
平

和

な
家
庭
生

活

を
望

ま
れ

る
主
婦

に
御

知

ら

ぜ

●
日
本
受
胎
調
節
指
導
所
●
一
九
五
一
・九

二
一
八
―
産

児
調
節

実
践

普
及

国

民
大
会

開
催

に

つ
き
御

案
内

●
日
本
産
児
調
節
連
盟
●
一
九
五
一
・
一
一

二

一
九

東
北
三
県

に
お
け
る
産
児
調
節
実
態
調
査
票
未
提
出
者

の
未
提
出
理
由
及
び

調
査

に
対
す
る
意
見

の
実
情
に
つ
い
て
(人
口
問
題
研
究
所
研
究
資
料
第
七
三
号
)

●
篠

崎

信

男

●
厚

生
省

人

口
問

題

研
究

所

●

一
九

五

一
・
一
二

二
二
〇
―
和

歌

山

県

下

に

お

け

る

産

児

制

限

実

態

調

査

結

果

の

概

要

(人
口
問
題
研
究
所
研
究
資
料
第
74
号
)
●
篠
崎
信
男
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●

一
九
五

一
・
一
二

二

二

一

避
妊
の
実
行
不
実
行
者
別
に
み
た
死
流
産
率
に
関
す
る

一
資
料

群
馬
、
和
歌
山
、
岡
山
、
香
川
、
鹿
児
島
五
県
下

に
お
け
る
出
産
歴
調
査
か
ら
の
特
殊
集
計
(
人
口
問
題
研
究
所
研
究
資
料
第
七
五
号
)
●
篠
崎

信

男

●
厚

生

省
人

口
問
題

研
究

所

●

一
九

五

一
・
一
ニ

二
二
二
―
日
本
産

児
調

節
連

盟

の
沿
革

と

そ

の
業

績

●
一
九
五
一

一一二
三
―
フ
ォ
ー
ド
財

団

に
寄
附

金
申

請
書

(案
）
●
一
九
五

一

二
二
四
―
日
本

の
過

剰
人

口
解

決

に
関

し

フ
ォ

ー
ド
財

団

へ
寄
附

申

請
参

加

勧
誘

先

●
一
九
五

一

二
二
五

〔書
状
〕
／
フ
ォ
ー
ド
財
団

に
寄
附
金
申
請
書

(訳
文
)／
日
本

の
過
剰
人

口
解
決
に
関
し

フ
ォ
ー
ド
財
団

へ
寄
附
申
請
参
加
署
名
者
／
日
本

の
過
剰
人

口
解
決
の
為

の
教
育
計
画
●
北
岡

寿

逸

●

―
九

五

一
・
一
二

二
二
六
―
県
別
及
び
都
市
町
村
別
産

児

調

節

実

態

調

査

集

計

結

果

表

昭
和
24
・25
年
度
全
国
17
県
に
於
る
調
査
(人
口
問
題
研
究
所
研
究
資
料
第
76
号
)●
篠
崎
信
男
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●

一
九
五
二
・二

二
二
七
―
受

胎

調

節

に
関

す

る

世

論

調

査

(世
論
調
査
報
告
書
調
査
番
号
48
)
●
総
理
府
国
立
世
論
調
査
所
●
一
九
五
二
・
三

二
二
八
―
講

演

と

映

画

の

集

い

"家

族

計

画

普

及

の
た

め

に

"
●
千
代
田
区
教
育
委
員
会
・日
赤
第
二
地
区
連
合
分
団
●

一
九
五
二
・
三

二
二
九
―
パ

イ

プ

式

妊

娠

調

節

弁

Ｂ

ｅ

ｎ
の

批

判

●
藤
森
速
水
●

一
九

五
二
・四

二
三
〇
―
フ
ォ

ー

ド

財

団

寄

附

申

請

に

関

す

る

八

人

委

員

会

申

合

せ
事

項

●

一
九
五
二
・五

二
三
一―

フ

ォ

ー

ド

財

団

宛

寄

附

申

請

書

(案
)
●
永
井
亨
●

一
九
五
二

[第
12
巻
]

資
料
番
号

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

二
三
二
―
出

産

歴

調

査

に

つ

い

て

●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
・総
理
府
統
計
局
●

一
九
五
二

二
三
三
―
出

産

歴

調

査

票

●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
・総
理
府
統
計
局
●

一
九
五
二
・七

二
三
四
―
出

産

歴

調

査

の

要

領

及

び

記

入

の
仕

方

附
産
児
調
節
調
査
の
要
領
●
厚
生
省
人
ロ
問
題
研
究
所
・総
理
府
統
計
局
●

一
九
五
二
・七



二
三
五
―
産

児

調

節

調

査

票

／

「
産

児

調

節

」
の
調

査

に

つ

い

て

お

願

い
／

〔封

筒

〕
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●

一
九
五
二
・七

二
三
六
―
幸

福

な

家

族

計

画

受
胎
調
節
と
妊
娠
の
正
し
い
知
識
●
瀬
木
三
雄
●
二
宮
書
店
●

一
九
五
二
・七

二
三
七
―
産

児

調

節

に

対

す

る

国

内

の

関

心

と

普

及

状

態

〔第
二
回
〕
●
本
多
竜
雄
●
毎
日
新
聞
社
人
口
問
題
調
査
会
●

―
九
五
二
・
一
〇

二
三
八
―
ア

メ

リ

カ

産

児

制

限

運

動

の

母

サ

ン
ガ

ー

夫

人

を

迎

え

て

日

本

の
人

口
問

題

に

つ

い

て

考

え

ま

し

ょ

う

●
産
児
制
限
普
及
会
●
一
九
五
二
・
一
〇

二
三
九
―
出

生

率

高

低

の
社

会

的

要

因

に

関

す

る

一
考

察

岡
山
県
下
に
お
け
る
調
査
(人
口
問
題
研
究
所
研
究
資
料
第
八
〇
号
)●
林
茂
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●
一
九
五
二
・
一
〇

二
四
〇
―
サ

ン
ガ

ー

女

史

一
行

日

程

表

●
毎
日
新
聞
社
人
口
問
題
調
査
会
●

一
九
五
二
・
一
〇

二
四
一―
決

議

●
東
京
母
性
保
護
会
下
谷
地
区
委
員
●

一
九
五
二
・
一
一

二
四
二
―
受

胎

調

節

の
衛

生

教

育

テ

キ

ス
ト

(N
U
R
S
E
'S
 L
IB
R
A
R
Y
 N
o
.10
8）
●
原
清

推
薦
の
こ
と
ば
＝
石
垣
純
二
・滋
賀
秀
俊
・斎
藤
鐐

一
●
医
学
書
院
●

一
九
五
二
・
一
二

二
四
三
―
第

２

次

(昭
和
27
年
)出

産

力

調

査

の
速

報

(人
口
問
題
研
究
所
研
究
資
料
第
87
号
)
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所

●
一
九
五
三
・
三

二
四
四
―
受

胎

調

節

法

の
実

際

受
胎
調
節
講
習
会
・質
疑
解
説
集
●
中
井
博
松

●
志
摩
書
房
●

一
九
五
三
・四

二
四
五
―
第

２

次

(1
9
5
2
年
）出

産

力

調

査

●
岡
崎
文
規
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●
一
九
五
三
・六

二
四
六
―
産

児

調

節

の

普

及

状

況

に

関

す

る
調

査

●
本
多
竜
雄

序
言
＝
岡
崎
文
規
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●

一
九
五
三
・六

二
四
七
―
わ

が

家

の
人

口
計

画

受
胎
調
節
と
不
妊
治
療
●
安
藤
画

一
●
慶
応
通
信
●

一
九
五
三
・七

二
四
八
―
優

生

保

護

相

談

所

の
実

情

と

受

胎

調

節

指

導

の
基

本

問

題

●
高
口
保
明
●
関
東
地
区
優
生
保
護
研
究
会
●

一
九
五
三
・八
●
神
奈
川

二
四
九
―
長

野

県

農

村

に

お

け

る

受

胎

調

節

指

導

に

つ

い

て
第
１
報
(優
生
保
護
研
究
会
資
料
第
１
号
）
●
長
野
県
優
生
保
護
研
究
会
(青
木
太
郎
・小
島
温
・篠
原
美
代
子
)
●
一
九
五
三
・
一
二
●
長
野

二
五
〇
―
丈

夫

な

子

供

明

る

い
家

庭

●
長
野
県
優
生
保
護
研
究
会
●
一
九
五
三
●
長
野

[第
13
巻
]

資
料
番
号
―

雑
誌
名

巻
号
数
●
編
者
名
(発
行
者
名
)
●
発
行
所
●
発
行
年
月

●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

二
五
一―
産

児
制

限

第

壱
巻

第
壱

号

●
大
滝
正
義
●
産
児
制
限
運
動
聯
盟
●
―
九
二
八
・六

二
五
二
―
産

児
制

限

第
壱

巻

第
弐

号

●
大
滝
正
義
●
産
児
制
限
運
動
聯
盟
●
一
九
二
八
・七

二
五
三
―
産

児

制

限

第
壱

巻
第

四

号

●
大
滝
正
義
●
産
児
制
限
運
動
聯
盟
●
一
九
二
八
・九



二
五
四
―
産

児
制

限

第

壱
巻

第

五
号

●
大
滝
正
義
●
産
児
制
限
運
動
聯
盟
●
一
九
二
八
・
一
〇

二
五
五
―
産

児
制

限

第

壱
巻

第

六
号

●
大
滝
正
義
●
産
児
制
限
運
動
聯
盟
●
一
九
二
八
・
一
一

二
五
六
―
産

児
制

限

第

壱
巻

第

七
号

●
大
滝
正
義
●
産
児
制
限
運
動
聯
盟
●
一
九
二
八
・
一
二

二
五
七
―
産

児
制

限

第

弐
巻

第
壱

号

●
大
滝
正
義
●
産
児
制
限
運
動
聯
盟
●
一
九
二
九
・
一

二
五
八
―
産

児
制

限

第

二
巻

第

二
号

●
大
滝
正
義
●
産
児
制
限
運
動
聯
盟
●
一
九
二
九
・二

二
五
九
―
産

児
制

限

第

二
巻

第

四
号

●
大
滝
正
義
●
産
児
制
限
運
動
聯
盟
●
一
九
二
九
・四

二
六
〇
―
産

児
制

限

第

二
巻

第

五
号

●
大
滝
正
義
●
産
児
制
限
運
動
聯
盟
●
一
九
二
九
・五

二
六
一
―
産

児
制

限

第

二
巻

第

六
号

●
大
滝
正
義
●
産
児
制
限
運
動
聯
盟
●
一
九
二
九
・六

二
六
二
―
産

児

制

限
評
論

第

二
巻

第
十

号

●
青
野
即
本
●
産
児
制
限
普
及
会
●
一
九
二
九
・
一
〇

二
六
三
―
産

児

制
限

評
論

第

二
巻

第
十

一
号

●
青
野
即
本
●
産
児
制
限
普
及
会
●
一
九
二
九
・
―
二

二
六
四
―
産

児
制

限

評
論

第

三
巻
第

二
号

●
青
野
即
本
●
産
児
制
限
普
及
会
●
一
九
三
〇
・二

二
六
五
―
産

児

制

限
評

論

第

三

巻
第

三

号

●
倉
持
善
三
郎
●
産
児
制
限
評
論
社
●
一
九
三
〇
・
三

二
六
六
―
産

児

制

限
評

論

第

三
巻

第

四

号

●
倉
持
善
三
郎
●
産
児
制
限
評
論
社
●
一
九
三
〇
・
四

二
六
七
―
産

児
制

限
評
論

第

三
巻

第

五
号

●
倉
持
善
三
郎
●
産
児
制
限
評
論
社
●
―
九
三
〇
・
五

二
六
八
―
産

児
制

限

評
論

第

三
巻

第

六
号

●
倉
持
善
三
郎
●
産
児
制
限
評
論
社
●
一
九
三
〇
・六

二
六
八
―二
―
産

児

制

限
評

論

第
三

巻

第

七
号

●
倉
持
善
三
郎
●
産
児
制
限
評
論
社
●
―
九
三
〇
・七

二
六
九
―
産

児

制

限
評

論

第

三

巻

第

八
号

●
倉
持
善
三
郎
●
産
児
制
限
評
論
社
●
一
九
三
〇
・
八

二
七
〇
―
産

児

制

限

評
論

第

三

巻

第

九
号

●
倉
持
善
三
郎
●
産
児
制
限
評
論
社
●
一
九
三
〇
・九

二
七
一
―
産

児

制

限

評
論

第

三

巻
第

十

号

●
倉
持
善
三
郎
●
産
児
制
限
評
論
社
●
一
九
三
〇
・
一
〇

二
七
二
―
産

児

制

限

評
論

第

三
巻

第

十

二
号

●
倉
持
善
三
郎
●
産
児
制
限
評
論
社
●
一
九
三
〇
・
一
二

二
七
三
―
産

児

調

節

第

四

巻

第

五

号

●
平
野
馨
●
産
児
制
限
評
論
社
●
一
九
三
一
・六

二
七
四
―
産

児

調

節

第

四
巻

第

六

号

●
平
野
馨
●
産
児
制
限
評
論
社
●
一
九
三
一
・七

二
七
五
―
産

児

調

節

第

五
巻

三

月

号

●
平
野
馨
●
産
児
調
節
評
論
社
●
一
九
三
二
・三



二
七
六
―
産

児
調

節

第

五
巻

九

月
号

●
平
野
馨
●
産
児
調
節
評
論
社
●
一
九
三
二
・九

二
七
七
―
産

児

調
節

第

六
巻
第

二
号

●
足
達
三
郎
●
産
児
制
限
評
論
社
●
一
九
三
三
・
二

二
七
八
―
産

児

調
節

第

六
巻
第

四

号

●
足
達
三
郎
●
産
児
制
限
評
論
社
●
一
九
三
三
・五

二
七
九
―
産

児

調
節

第

六
巻
第

六

号

●
足
達
三
郎
●
産
児
制
限
評
論
社
●
一
九
三
三
・七

二
八
〇
―
産

児

調
節

第

六
巻
第

七

号

●
足
達
三
郎
●
産
児
制
限
評
論
社
●
一
九
三
三
・八

二
八
一
―
産

児

調
節

第

六
巻

第

八
号

●
足
達
三
郎
●
産
児
制
限
評
論
社
●
一
九
三
三
・
一
〇

[第
l4
巻

]

資
料
番
号
―

雑
誌
名

巻
号
数
●
編
者
名
(発
行
者
名
)
●
発
行
所
●
発
行
年
月

●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

二
八
二
―
小

家

族

第

一
号

●
石
本
恵
吉
●
日
本
産
児
調
節
研
究
会
●
一
九
二
二
・五

二
八
三
―
プ

ロ
Ｂ

・
Ｃ

ニ

ュ
ー

ス

２

号

●
無
産
者
産
児
制
限
同
盟
●

一
九
三
一
・六

二
八
四
―
プ

ロ
Ｂ

Ｃ

・
ニ

ュ
ー

ス

号

外

い

●
無
産
者
産
児
制
限
同
盟

●

―
九
三

一
・六

二
八
五
―
プ

ロ
Ｂ

Ｃ

ニ

ュ
ー

ス

五

号

●
プ

囗
Ｂ
Ｃ
同
盟
●

―
九
三

一

二
八
六
―
プ

ロ
Ｂ

Ｃ

ニ

ュ
ー

ス

６

号

Ｂ
Ｃ
展
覧
会
号
●
無
産
者
産
児
制
限
同
盟
●
一
九
三

一
・
一
〇

二
八
七
―
プ

ロ
Ｂ

Ｃ

ニ

ュ
ー

ス

N0
.7

●
無
産
者
産
児
制
限
同
盟
●
一
九
三

一
・
一
〇

二
八
八
―
プ

ロ
Ｂ

Ｃ

ニ

ュ
ー

ス

N0
.11

●
無
産
者
産
児
制
限
同
盟
●
一
九
三
二
・四

二
八
九
―
産

児

制

限

運

動

第

一
号

●
中
根
孝
之
助
●
無
産
者
産
児
制
限
同
盟
●

一
九
三

一
・九

二
九
〇
―
プ

ロ

レ
タ

リ

ア

産

児

制

限

運

動

第

２

号

●
中
根
孝
之
助
●
無
産
者
産
児
制
限
同
盟
●
一
九
三

一
・
一
二

二
九

一―
プ

ロ
Ｂ

Ｃ

ニ

ユ
ー

ス
大

衆

版

第

四

号

大
衆
産
児
制
限
●
無
産
者
産
児
制
限
同
盟
●
一
九
三
三
・七

二
九
二
―
産

児

調

節

ニ

ユ
ー

ス

第

一
号

●
石
本
静
枝
●
日
本
産
児
調
節
婦
人
同
盟
本
部
●

一
九
三
四
・五

二
九
三
―
産

調

ニ

ユ
ー

ス

第

一
報

●
日
本
産
児
調
節
連
盟
総
務
部

●

一
九
四
七
・
一
〇

二
九
四
―
産

児

制

限

第

一
巻

第

一
号

●
千
徳
満
津
●
健
康
世
界
社
●

一
九
四
七
・
一
〇

二
九
五
―
産

児

制

限

第

二
巻

第

二

号

●
千
徳
満
津
●
健
康
世
界
社
●

一
九
四
八
・
四



二
九
六
―
産

調

時

報

第

一
号

●
馬
島
ゆ
た
か
●
日
本
産
児
調
節
連
盟
総
務
部

●
一
九
四
八
・
一
一

二
九
七
―
産

調

時

報

第

二

号

●
馬
島
ゆ
た
か
●
日
本
産
児
調
節
連
盟
総
務
部

●
一
九
四
九
・
一

二
九
八
―
日

本

産

児

計

画

情

報

第

１

巻

第

１

号

●
天
野
景
康
●
日
本
妊
娠
調
節
研
究
所
●
一
九
五
〇
・三

二
九
九
―
日

本

産

児

計

画

情

報

第

２

巻

第

１

－
２

号

●
天
野
景
康

●
日
本
妊
娠
調
節
研
究
所
●
一
九
五

一
・六

三
〇
〇
―
日

本

産

児

計

画

情

報

第

２

巻

第

３

－
４

号

●
天
野
景
康

●
日
本
妊
娠
調
節
研
究
所
●
一
九
五

一
・
一
二

三
〇

一
―
日

本

産

児

計

画

情

報

第

３

巻

第

ｌ
－
3

号

●
天
野
景
康

●
日
本
妊
娠
調
節
研
究
所
●

一
九
五
二
・九

三
〇
二
―
日

本

産

児

計

画

情

報

第

４

巻

第

１

号

●
天
野
景
康
●
日
本
妊
娠
調
節
研
究
所
●

一
九
五
三
・
三

三
〇
一一T

日

本

産

児

計

画

情

報

第

４

巻

第

２

号

●
天
野
景
康

●
日
本
妊
娠
調
節
研
究
所
●
一
九
五
三
・六

三
〇
四
―
日

本

産

児

計

画

情

報

第

４

巻

第

３
－
４

号

●
天
野
景
康

●
日
本
妊
娠
調
節
研
究
所
●
一
九
五
三
・
一
二

三
〇
五
―
日

本

産

児

計

画

情

報

第

５

巻

第

１

号

●
天
野
景
康
●
日
本
妊
娠
調
節
研
究
所
●

一
九
五
四
・三

三
〇
六
―
日

本

産

児

計

画

情

報

第

６

巻

第

４

号

●
天
野
景
康
●
日
本
妊
娠
調
節
研
究
所
●

―
九
五
五
・
一
二

三
〇
七
―
研

究

ニ

ユ

ー

ス

N0
.3

●
高
田
重
義
●
避
妊
研
究
会
●
一
九
五

一
・四

三
〇
八
―
Ｂ

．
Ｃ

．
ニ

ユ
ー

ス

●
山
崎
初
三
郎
●
バ
ス
コ
ン
研
究
会
●

一
九
五
二
・
一
●
京
都

三
〇
九
―
避

妊

研

究

ニ

ユ
ー

ス

第

六

号

避
妊
法
批
判
●
高
田
哲
孝
●
日
本
計
画
出
生
協
会
●

一
九
五
二
・
三

三
一
〇
―
母

性

新

聞

第

１

号

●
大
川
竜
夫
●
関
西
優
生
協
会
●

一
九
五

二
・五
●
大
阪

三
一
一
―
母

性

新

聞

第

２

号

●
大
川
竜
夫
●
関
西
優
生
協
会
●

一
九
五
二
・
五
●
大
阪

三
一
二
―
母

性

新

聞

第

３

号

●
大
川
竜
夫
●
関
西
優
生
協
会
●

一
九
五
二
・六
●
大
阪

三

一
三
―
母

性

新

聞

第

４

号

●
大
川
竜
夫
●
関
西
優
生
協
会

●
一
九
五
二
・六
●
大
阪

三
一
四
―
母

性

新

聞

第

５

号

●
大
川
竜
夫
●
関
西
優
生
協
会
●
一
九
五
二
・七
●
大
阪

三
一
五
―
母

性

新

聞

第

６

号

●
大
川
竜
夫
●
関
西
優
生
協
会
●

―
九
五

二
・七
●
大
阪

三
一
六
―
母

性

新

聞

第

７

号

●
大
川
竜
夫
●
関
西
優
生
協
会
●

一
九
五
二
・八
●
大
阪

三
一
七
―
母

性

新

聞

第

11

号

●
篠
崎
耕
太
朗
●
母
性
新
聞
社
●

一
九
五
二
.
一
一

三

一
八
―
避

妊

の

研

究

N0
.1

●
川
上
容
徹

●
太
田
リ
ン
グ
研
究
所
●
一
九
五
二
・七



[第
15
巻
]

資
料
番
号
―

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

三
一
九
―
戦
後
経
営
人

口
政

策

完
●
呉
文
聡
●
丸
善
●

一
九
〇
五
・
一
一

三
二
〇
―
日

本

人

種

改

造

論

●
海
野
幸
徳
●
海
野
幸
徳
●

一
九

一
〇
・六

三
二
一
―
民

種

改

善

模

範

夫

婦

●
沢
田
順
次
郎

序
＝
片
山
国
嘉
・花
井
卓
蔵
●
啓
成
社
●

一
九

一
一
・九

[第

l6
巻
]

資
料
番
号
―

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

三
二
二
―
妊

娠

及

産

ニ
因

ル
死

亡

統

計

自
明
治
三
十
二
年
至
同
四
十
一年

●
編
＝
内
閣
統
計
局

緒
言
＝
花
房
直
三
郎

●

一
九

一
四
・三

三
二
三
―
民

族

衛

生

学

●
氏
原
佐
蔵

校
閲
＝
北
島
多

一
●
南
江
堂
●

一
九

一
四
・
一
一

三
二
四
―
社

会

衛

生

学

●
福
原
義
柄
●
南
江
堂
●
一
九

一
五
・六

三
二
五
―
人

類

の

遺

伝

●
山
内
繁
雄
●
大
日
本
学
術
協
会
●

一
九

一
七
・二

三
二
六
―
保

健

衛

生

調

査

会

第

一
回

報

告

書

●
保
健
衛
生
調
査
会
●

一
九

一
七
・五

[第
l7
巻
]

資
料
番
号
―

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

三
二
七
―
優

生

学

と

人

生

●
田
中
香
涯
●
大
鐙
閣
●

一
九
二
三
・三

三
二
八
―
遺

伝

と

人

性

●
斎
藤
茂
三
郎
●
中
文
館
書
店
●

一
九
二
六
・
一

三
二
九
―
優

生

学

的

社

会

改

造

運

動

(学
芸
講
演
通
信
社
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
N0
.25
）●
講
演
＝
池
田
林
儀

編
・辞
＝
嘉
手
苅
信
也
●
学
芸
講
演
通
信
社
●

―
九
二
六
・九

三
三
〇
―

ユ
ウ

ゼ

ニ

ッ
ク

ス

(岩
波
講
座
生
物
学
)
●
小
泉
丹
●
岩
波
書
店
●

一
九
三
〇
・二

三
三
一
―
人

口
食

糧

問

題

調

査

会

人

口
部

答

申

説

明

●
人
口
食
糧
問
題
調
査
会
●
一
九
三
〇
・四

三
三
二
―
優

生

学

と

社

会

生

活

●
建
部
遯
吾
●
雄
山
閣
●
一
九
三
二
・
一



[第

18
巻
]

資
料
番
号
―

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

三
三
三
―
〔人

口
対

策

研

究

会

設

立

挨

拶

状

〕
●
人
ロ
対
策
研
究
会
●

一
九
三
三
・七

三
三
四
―
民

族

優

生

保

護

法

案

●
荒
川
五
郎
●
―
九
三
四

三
三
五
―
女

性

文

化

講

話

入
学
・青
春
期
・結
婚
・優
生
学
・母
の
再
教
育
●
市
川
源

三
●
明
治
図
書

●
―
九
三
五
・
三

三
三
六
―
優

生

学

概

論

●
永
井
潜
●
雄
山
閣
●
一
九
三
六
・
二

三
三
七
―
優

生

講

話

●
阿
部
文
夫
●
雄
山
閣
●

―
九
三
六
・六

三
三
八
―
人

口
問

題

の

見

地

よ

り

見

た

る

国

民

保

健

問

題

(人
口
問
題
資
料
第
二
十
一
輯
）
●
佐
佐
木
行
忠
・下
村
宏

・南
崎
雄
七
・徳
村
謙
吉
●
人
口
問
題
研
究
会
●
一
九
三
七
・二

三
三
九
―
断

種

問

題

小

論

●
述
＝
菊
地
甚

一
●
日
本
犯
罪
学
会
●

一
九
三
八
・五

三
四
〇
―
全

国

精

神

病

院

在

患

者

遺

伝

調

●
厚
生
省
予
防
局
●
―
九
三
九
・
一
〇

三
四

一―
民

族

優

生

制

度

案

要

綱

●
一
九
三
九
・
一
〇

三
四
二
―
出

産

力

調

査

案

要

綱

●
人
口
問
題
研
究
所
●
一
九
三
九
・
一
一

三
四
三
―
優

生

制

度

案

要

綱

国
民
体
力
審
議
会
ノ
答
申
●

―
九
三
九
・
一
二

[第

19
巻
]

資
料
番
号

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

三
四
四
―
国

防

国
家

の
建
設

と

結
婚

報

国

聯
盟

の
提
唱

●
宇
原
義
豊
●
一
九
四
〇

三
四
五
―
御
祝

●
熊
野
村
〔島
根
県
八
束
郡
〕
●
一
九
四
〇
●
島
根

三
四
六
―
優
生

法

案

●
一
九
四
〇
・
二

三
四
七
―
昭
和

十

四
年

人

口
動
態

推

計

(事
変
ガ
人
口
現
象
ニ
及
ボ
シ
タ
ル
影
響
ニ
関
ス
ル
資
料
一
)
●
人
口
問
題
研
究
所
●
一
九
四
〇
・二

三
四
八
―
各

国

優
生

関

係

法
令

●
厚
生
省
予
防
局
●
一
九
四
〇
・
二

三
四
九
―
国

民

優
生

ニ
関

ス

ル
法

律

案

ノ
帝

国

議
会

ニ
於

ケ

ル
審

議

ノ
経

過

●
厚
生
省
●
一
九
四
〇
・三

三
五
〇
―
赤

十

字

博
物

館

報
第
弐
拾
参
号

日
本
民
族
優
生
展
号
●
林
春
雄
・北
岡
寿
逸
・斎
藤
し
ょ
う
・渡
辺
定
・麓
保
孝
●
日
本
赤
十
字
社
●
一
九
四
〇
・
四



三
五

一―
支

那

事

変

に

よ

る

出

生

及

死

亡

の
変

化

(人
口
問
題
研
究
資
料
一
）●
岡
崎
文
規
●
人
口
問
題
研
究
所
●
一
九
四
〇
・八

三
五
二
―
昭
和

十

三
年

及
昭

和
十

四
年

各
年

男

子
出

生
数

ノ
減

ト
其

ノ
対

策
ト

シ
テ

ノ
死
亡
率

改

善

ニ
就

テ

(人
口
問
題
研
究
資
料
二
）●
中

川

友
長

●
人

口
問

題
研

究

所

●

一
九

四
〇

・
八

三
五
三
―
断

種

の
理

論
と

国

民
優

生
法

の
解

説

●
池
見
猛
●
巌
松
堂
書
店
●
一
九
四
〇
・八

[第

20
巻
]

資
料
番
号
―

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

三
五
四
―
出

産

力

調

査

結

果

速

報

●
人
ロ
問
題
研
究
所
●
一
九
四
〇
・九

三
五
五
―
人

口
問

題

講

演

集

第
十
三
輯
(人
口
問
題
資
料
第
四
十
一
輯
)●
北
岡
寿
逸
・高
野
六
郎
・古
屋
芳
雄

序
に
代

へ
て
＝
佐
佐
木
行
忠
●
人
口
問
題
研
究
会
●

―
九
四
〇
・九

三
五
六
―
優

生

学

の

理

論

と

実

際

特
に
精
神
医
学
と
の
関
係
に
於
て
●
吉
益
脩
夫

序
＝
三
宅
鉱

一
●
南
江
堂
●
一
九
四
〇
・九

三
五
七
―
優

生

制

度

資

料

(カ
ー
ド
)
●
厚
生
省
予
防
局
●
一
九
四
〇

三
五
八
―
血

族

結

婚

に

つ

い

て

●
厚
生
省
優
生
結
婚
相
談
所
●

一
九
四
〇

三
五
九
―
家

系

調

査

要

綱

●
厚
生
省
・厚
生
科
学
研
究
所
●
一
九
四

一
・
一

三
六
〇
―
人

口
政

策

確

立

要

綱

(閣
議
決
定
）(企
画
院
第
三
部
新
後
第
二
号
）●
企
画
院
●

一
九
四
―
・
一

三
六
一―
予

防

衛

生

ニ
関

ス

ル
法

規

及

例

規

附
参
考
資
料
●
厚
生
省
予
防
局
●

一
九
四

一
・三

三
六
二
―
結

婚

と

迷

信

●
編
＝
厚
生
省
優
生
結
婚
相
談
所
●
国
民
優
生
聯
盟
●

一
九
四

一
・
三

三
六
三
―
断

種

法

(京
城
帝
国
大
学
法
美

護

刊
５
）●
藤
本
直
●
岩
波
書
店
●
一
九

四
一
・三

[第
21
巻
]

資

料
番

号
―

資
料

名

●
著
者

・
編
者

名

●
発
行

所
・
発

行
者

名

●
発
行
年

月

●
発
行

地

(東

京

以
外

の

み
記
載

)

三
六
四
―
結

婚

の
す

す

め

●
編
＝
厚
生
省
優
生
結
婚
相
談
所
●
国
民
優
生
聯
盟
●
一
九
四

一
・
四

三
六
五
―
結

婚

と

癩

病

●
厚
生
省
優
生
結
婚
相
談
所
●
一
九
四

一
・五

三
六
六
―
母

性

指

針

●
白
木
正
博
●
厚
生
省
体
力
局
●
一
九
四
一
・五



三
六
七
―
国

民

優

生

図

解

●
編
＝
厚
生
省
予
防
局
●
国
民
優
生
聯
盟
●

一
九

四

一
・五

三
六
八
―
国

土

・人

口

・血

液

●
古
屋
芳
雄
●
朝
日
新
聞
社
●
一
九
四

一
・六

三
六
九
―
結
婚

新
体

制
●
石
田
博

英

・高

野
善

一
郎

序
＝

熊
谷

憲

一
・高

野

六
郎

附

録
＝

古

屋
芳

雄

・熊

谷
憲

一
・吉

岡
弥

生

・高

島

米
峰

・
竹
内

茂
代

・

大

森

正
吉

・
大
迫

倫

子

・山

田
弁

信

・
深
尾

須
磨

子

・田
中

孝

子

・
萩

野
憲

祐

●
青

磁
社

●

一
九

四

一
・
六

三
七
〇
―
結

婚

ニ
於

ケ

ル
健

康

問

題

ノ
指

導

指

針

●
厚
生
省
●
一
九

四

一
・八

三
七
一
―
ナ

チ

ス
民

族

人

口
政

策

摘

要

●
本
多
竜
雄
●
人
口
問
題
研
究
所

●

一
九
四

一
・八

三
七
二
―
保

健

婦

に
就

い

て

●
厚
生
省
人
口
局
●
―
九
四

一
・
一
〇

[第
22
巻
]

資
料
番
号
―

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

三
七
三
―
優

生

結

婚

と

優

生

断

種

●
青
木
延
春
●
竜
吟
社
●
一
九
四

一
・
一
一

三
七
四
―
国

民

優

生

法

●
土
井
十
二
●
教
育
図
書
●
―
九
四

一
・
一
一
●
京
都

三
七
五
―
保

健

所

運

営

の

実

際

●
渡
辺
義
雄
・角
田
重
信
・安
西
勇
●
厚
生
省
人
口
局
●
一
九
四

一
・
一
二

三
七
六
―
我

国

の
人

口
問

題

と

人

口
政

策

確

立

要

綱

(人
口
資
料
第

一
)
●
厚
生
省
人
口
局
●

一
九
四

一
・
一
二

三
七
七
―
人

口
問

題

(生
活
の
科
学
新
書
５
)●
美
濃
口
時
次
郎
●
羽
田
書
店
●

―
九
四

一
・
―
二

三
七
八
―
十

八

歳

未

満

の

子

女

の
分

布

(人
口
問
題
研
究
資
料

一
〇
)
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●
―
九
四

一

[第
23
巻
]

資
料
番
号
―

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

三
七
九
―
結

婚
行

事

改

善
指

針

(結
婚
問
題
資
料
第
一輯
)●
結
婚
報
国
懇
話
会
●
一
九
四
二

三
八
〇
―
事
業

場

に
於

け

る
結

婚

奨

励

(結
婚
問
題
資
料
第
二
輯
）●
結
婚
報
国
懇
話
会
●
一
九
四
二

三
八
一―
結

婚

報

国
懇

話

会

々
則

附
役
員
名
簿
●
一
九
四
二
・
一

三
八
二
―
保

健

所

ニ
関

ス

ル
法

規

及
例

規

●
厚
生
省
人
口
局
●
一
九
四
二
・
二



三
八
三
―
出

生

率

よ

り

見

た

る

現

下

の

人

口
問

題

(人
口
資
料
第
二
）●
厚
生
省
人
口
局
●
一
九
四
二
・
三

三
八
四
―
妻

の
婚

姻

年

齢

と

出

産

力

結
婚
促
進
に
関
す
る
資
料

一
(大
東
亜
建
設
民
族
人
口
資
料
二
二
）
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●
一
九
四
二
・
三

三
八
五
―
結

婚

年

齢

と

所

得

結
婚
促
進
に
関
す
る
資
料
二
(大
東
亜
建
設
民
族
人
口
資
料
二
三
)●
厚
生
省
人
ロ
問
題
研
究
所
●

一
九
四
二
・三

三
八
六
―
最

近

に

於

け

る

結

婚

の
傾

向

(暫
定
稿
)結
婚
促
進
に
関
す
る
資
料
三
(大
東
亜
建
設
民
族
人
口
資
料
二
五
)
●
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
●

一
九
四
二
・
三

三
八
七
―
母

子

保

護

の

重

要

性

に
就

て

附
参
考
資
料
(母
子
保
護
資
料
第

一輯
)
●
厚
生
省
人
口
局
●

一
九
四
二
・三

三
八
八
―
子

宝

報

国

の

栞

(母
子
保
護
資
料
第
二
輯
)
●
厚
生
省
人
口
局
●
一
九
四
二
・
三

三
八
九
―
流

早

死

産

の

防

止

(母
子
堡
禝
資
料
第
三
輯
）●
厚
生
省
人
口
局
●

一
九
四
二
・三

三
九
〇
―
健

民

運

動

(人
口
資
料
第
三
）●
厚
生
省
人
口
局
●
一
九
四
二
・
四

三
九

一
―
日

本

人

を

主

と

し

た

人

間

の

遺

伝

●
駒
井
卓
●
創
元
社
●

一
九
四
二
・八
●
大
阪

三
九
二
―
保

健

婦

読

本

続
篇
●
小
宮
山
新

一

閲
＝
暉
峻
義
等
●
協
同
公
社
●

一
九
四
二
・
二

三
九
三
―
増
補
優

生

結

婚

●
安
井
洋
●
広
文
堂
書
店
●

一
九
四
二
・
一
一

三
九
四
―
国

民

優

生

法

ニ
関

ス

ル
法

規

及

通

牒

集

附
国
民
優
生
法
解
説
●
厚
生
省
人
口
局
●
一
九
四
三
・
三

三
九
五
―
人

工
妊

娠

中

絶

並

に

避

妊

手

術

の
医

学

的

適

応

標

準

に

関

す

る

調

査

要

綱

●
日
本
婦
人
科
学
会
●

一
九
四
三
・三
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資
料
番

号
―

資
料
名

●
著

者

・
編
者

名

●
発

行
所

・
発

行
者
名

●
発

行
年

月

●
発
行

地

(東

京

以
外

の

み
記
載

)

三
九
六
―
全

国

助

産

婦

並

に

産

婦

人

科

取

扱

病

産

院

の
分

布

状

況

(産
院
設
置
計
画
基
礎
調
査
第

一報
)●
日
本
医
療
団
総
裁
室
調
査
部

●
一
九
四
三
・八

三
九
七
―
妊

産

婦

保

健

関

係

資

料

●
厚
生
省
人
口
局
母
子
課
●

一
九
四
三
・九

三
九
八
―
遺

伝

・
人

生

・随

想

●
田
中
義
麿
●
三
省
堂
●
一
九
四
三
・
一
〇

三
九
九
―
民

族

科

学

研

究

第
１
輯
(日
本
学
術
振
興
会
〈民
族
科
学
〉第
11
特
別
委
員
会
報
告
) ●
古
屋

芳
雄

・中

川
友

長

・
石
川
栄

耀

・
館

稔

・
上

田
正

夫

・
窪

田
嘉
彰

・
戸

田
貞

三

・
水
島

治
夫

・
熊
沢
清

志

・江

西
甚
良

・

天
岸

敏
介

・斎
藤

潔

・
根
岸
美

基

・佐

藤

正

・
谷
野

富
有

夫

・柿

下

正
道

・大

橋

政
雄

・内

野
稔

・杉

野
為

次

・
矢

ケ
崎
徳

蔵

・

南

崎

雄
七

・館

林
宣

夫

・
与
謝

野

光

・
内

田
勇

四
郎

・
土

田
哲

太
郎

・吉

田
章

信

・安

田
守

雄

・
野
津

謙

・
柳

沢
利
喜

雄

・

鈴

木
繁

・
二
村
良

臣

編

＝
林

春

雄

・
古

屋
芳

雄

●
朝
倉

書

店

●

一
九

四

三

・
―
二
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資
料
番

号
―

資

料
名

●
著

者

・
編
者
名

●
発
行
所

・
発

行
者
名

●
発
行
年

月

●
発

行
地

(
東
京

以

外

の
み
記

載

)

四
〇
〇
―
保
健
教
本
母

性

の

保

護

改
訂
版
●
編
＝
大
政
翼
賛
会
文
化
厚
生
部

推
薦
の
言
葉
＝
厚
生
省

推
薦
の
辞
＝
日
本
医
師
会
●
国
民
図
書
刊
行
会
●

一
九
四
四
・四

四
〇

一―
熊
本
県
医
師
会
調
熊

本

県

人

口
増

強

基

本

調

査

結

果

概

要

(人
口
問
題
資
料
第
４
輯
)●
厚
生
省
研
究
所
人
ロ
民
族
部
●
一
九
四
四
・五

四
〇
二
―
ド

イ

ツ

の

健

民

政

策

と

母

子

保

護

事

業

●
瀬
木
三
雄
●
北
光
書
房
●
一
九
四
四
・
一
二

四
〇
三
―
国

民

優

生

法

第

十

六

条

に

関

す

る

件

(厚
生
省
発
衛
第

一
二
四
号
)●
厚
生
省
衛
生
局
長
●
一
九
四
六
・七

四
〇
四
―
国

民

優

生

法

中

に

一
条

挿

入

に

関

す

る

建

議

案

●
田
中
た
つ
●
一
九
四
六
・八

四
〇
五
―
新

人

口
政

策

基

本

方

針

に
関

す

る

建

議

●
人
ロ
問
題
研
究
会
●
一
九
四
六
・
一
一

四
〇
六
―
日

本

人

口
の

将

来

●
館
稔
●
世
界
経
済
調
査
会
●
一
九
四
七
・八

四
〇
七
―
優

生

保

護

法

案

●

一
九
四
七
・
一
〇

四
〇
八
―
優

生

保

護

法

案

に
対

す

る

検

討

結

果

要

旨

●
人
口
問
題
研
究
所
●

一
九
四
七
・
一
〇

四
〇
九
―
民

族

の

運

命

日
本
国
民
に
愬
ふ
(民
族
衛
生
叢
書
１
)
●
永
井
潜

編
＝
日
本
民
族
衛
生
協
会

●
村
松
書
店

●
―
九
四
八
・三

四

一
〇
―
優

生

保

護

法

案

送
付
／
発
議
●
谷
口
弥
三
郎
・竹
中
七
郎
・中
山
寿
彦

・藤
森
真
治
●

一
九
四
八
・六

四
一
一
―
優

生

保

護

法

解

説

●
谷
口
弥
三
郎
・福
田
昌
子
●
研
進
社
●

一
九
四
八
・
一
〇

四
一
二
―
優

生

保

護

法

と

妊

娠

中

絶

●
安
倍
雄
吉

序
文
＝
三
木
行
治
●
時
事
通
信
社
●
一
九
四
八
・
一
二

四

一
三
―
人

口
問

題

資

料

Ⅱ
●
厚
生
省
予
防
局
衛
生
統
計
部
●

一
九
四
九
・
三

四
一
四
―
優

生

保

護

法

の

一
部

を

改

正

す

る

法

律

案

送
付
／
発
議
●
谷

口
弥
三
郎
・中
山
寿
彦
・竹
中
七
郎
・藤
森
真
治
●

一
九
四
九
・四

四
一
五
―
優

生

保

護

法

の

一
部

を

改

正

す

る

法

律

案

に

対

す

る

修

正

案

●
一
九
四
九
・五

四
一
六
―
優

生

保

護

法

の

一
部

を

改

正

す

る

法

律

案

●
一
九
四
九
・
五

四
一
七
―
優

生

保

護

法

の

一
部

を

改

正

す

る

法

律

案

(参
議
院
提
出
)
に

関

す

る

報

告

書

●
一
九
四
九
・五

四
一
八
―
優

生

結

婚

●
竹
内
茂
代

序
＝
永
井
潜
●
万
葉
出
版
社
●

一
九
四
九
・六

四
一
九
―
母

子

衛

生

の
主

な

る

統

計

●
厚
生
省
児
童
局
母
子
衛
生
課
●

一
九
四
九
・七
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資

料
番

号
―

資

料
名

●
著

者

・
編

者
名

●
発

行

所

・
発
行

者
名

●
発

行
年

月

●
発

行
地

(
東
京

以

外

の
み
記
載

)

四
二
〇
―
人

命

の

た

め

の

一
つ

の
抗

議

妊
娠
中
絶
に
関
す
る
道
徳
的
諸
問
題
●
カ
ト
リ
ッ
ク
文
化
協
会
●

―
九
四
九
・八

四
一二
―
優

生

保

護

法

実

施

情

況

調

査

資

料

●
厚
生
省
公
衆
衛
生
局
庶
務
課
●
一
九
四
九
・八

四
一三

―
優

生

保

護

法

実

施

情

況

統

計

資

料

自
昭
和
二
十
四
年
一
月
至
同
六
月
●
厚
生
省
公
衆
衛
生
局
庶
務
課
●
一
九
四
九
・九

四
一三
―
人

口
・産
業
問
題
懇
談
会
記
録
●
稲
葉

秀

三

・
二
宮
徳

馬

・岡

崎

勝
男

・
岡
崎

文

規

・
山
添

利
作

・
山
中

篤

太
郎

・
小

坂
寛

見

・
天
野

景
康

・

美

濃

口
時
次

郎

・
井

上

万
寿

蔵

・
西
倉
俊

一
・羽

田

・
小
船

・安

部

●
人

口
産

業
問

題

振

興
会

●

―
九

四
九

・
九

四
二
四
―
母

子

衛

生

の
主

な

る

統

計

●
厚
生
省
児
童
局
母
子
衛
生
課
●
―
九
五
〇
・
四

四
二
五
―
優

生

と

胎

教

(家
庭
の
科
学
）●
木
田
文
夫
●
実
業
之
日
本
社
●
一
九
五
〇
・
一
一

四
二
六
―
優

生

保

護

法

関

係

法

規

集

●
厚
生
省
公
衆
衛
生
局
庶
務
課
●
―
九
五

一
・
三

四
二
七
―
日

本

人

口
白

書

附
最
近
の
主
要
人
口
統
計
●
編
＝
人
口
問
題
研
究
会

は
し
が
き
＝
、永
井
亨
●
人
口
問
題
研
究
会
●

一
九
五

一
・八

四
二
八
―
母

子

衛

生

の

主

な

る

統

計

昭
和
27
年
度
版
●
厚
生
省
児
童
局
母
子
衛
生
課
●

一
九
五
二
・四

四
二
九
―
日

本

人

口
衛

生

協

会

設

立

趣

意

書

●

一
九
五
二

四
三
〇
―
日

本

人

口
衛

生

協

会

設

立

記

念

シ

ム
ポ

ジ

ウ

ム

へ
の

御

招

待

●
日
本
人
口
衛
生
協
会
幹
事
●
一
九
五
二
・六

四
三
一
―
財
団
法
人
人

口
問

題

研

究

会

会

員

募

集

●
人
口
問
題
研
究
会
●

一
九
五
二

四
三
二
―
財
団
法
人
人

口
問

題

研

究

会

募

金

趣

意

書

●
人
口
問
題
研
究
会
募
金
世
話
人
●
一
九
五
二
・七

四
三
三
―
詳
解
改

正

優

生

保

護

法

●
高
橋
勝
好
●
中
外
医
学
社
●

一
九
五
二
・九

四
三
四
―
優

生

保

護

法

詳

解

●
谷
口
弥
三
郎
●
日
本
母
性
保
護
医
協
会
●
一
九
五
二
・九
●
熊
本

四
三
五
―
財
団
法
人
人

口
問

題

研

究

会

寄

附

行

為

●
―
九
五
二
・
一
〇

四
三
六
―
日

本

人

口
学

会

に
於

け

る

Ｃ

・
Ｊ

・ギ

ヤ

ン
ブ

ル
博

士

の

講

演

●
Ｃ
・Ｊ
・ギ
ヤ
ン
ブ
ル
●

一
九
五
二
・
一
一

四
三
七
―
財
団
法
人
人

口
問

題

研

究

会

人

口
対

策

委

員

会

第

一
回

総

会

議

事

速

記

録

●
人
口
問
題
研
究
会

●
一
九
五
三
・七

四
三
八
―
財
団
法
人
人

口
問

題

研

究

会

人

口
対

策

委

員

会

第

二

回

総

会

議

事

速

記

録

●
人
口
問
題
研
究
会

●
一
九
五
三
・七

四
三
九
―
人

口
対

策

と

し

て

の

家

族

計

画

に

関

す

る

参

考

資

料

●
人
口
問
題
研
究
会
●
一
九
五
三
・
一
一



四
四
〇
―
人

口
対

策

と

し

て

の
家

族

計

画

に

関

す

る

参

考

資

料

(附
表
)
●
人
口
問
題
研
究
会
●

一
九
五
三
・
一
一

四
四
一―
昭
和
28
年
１
月
～
６
月
優

生

保

護

法

関

係

統

計

(速
報
）●
厚
生
省
公
衆
衛
生
局
庶
務
課
●
一
九
五
三
・
一
二

四
四
二
―
優

生

断

種

法

ト

ハ
何

カ

民
族
優
生
保
護
法
案
・遺
伝
病
子
孫
防
止
法
(民
族
衛
生
研
究
会
資
料
第

一号
）
●
編
＝
松
原
久
人
●
民
族
衛
生
研
究
会
●
一
九
三
八
・
一
一

四
四
三
―
精

神

薄

弱

に

関

す

る

遺

伝

の

研

究

(民
族
衛
生
研
究
会
資
料
第
二
号
)●
Ｈ
・
Ｋ
ｒ
ａ
ｎ
ｚ

訳
＝
田
波
幸
男

編
＝
松
原
久
人
●
民
族
衛
生
研
究
会
●
一
九
三
八
・
一
二

四
四
四
―
外

国

に

於

け

る

断

種

法

実

施

状

況

(民
族
衛
生
資
料
第
三
号
)●
民
族
衛
生
研
究
会
●

一
九
三
九
・
一

四
四
五
―
優

生

断

種

法

に

就

て

(民
族
衛
生
資
料
第
四
号
)
●
民
族
衛
生
研
究
会

●
―
九
三
九
・三

四
四
六
―
昭
和
十
三
年
十
二
月
十
七
日
開
催
民

族

衛

生

研

究

座

談

会

速

記

録

(民
族
衛
生
資
料
第
六
号
)
●
安

部
磯

雄

・
八
木
逸

郎

・高

野

六
郎

・松

原

久

人

・
勝
俣

稔

・林

春
雄

・
川
上

理

一
・

古

瀬
安

俊

・
三
宅

鉱

一
・
正
木
亮

・
米

沢
常

道

●
民
族

衛

生

研
究

会

●

一
九

三
九

・
三

四
四
七
―
非

常

時

局

下

に

於

け

る

民

族

衛

生

問

題

(民
族
衛
生
資
料
第
五
号
)●
林
春
雄
●
民
族
衛
生
研
究
会
●
一
九
三
九
・三

四
四
八
―
人

類

遺

伝

学

の
進

歩

(民
族
衛
生
資
料
第
七
号
)
●
川
上

理

一
・
三
宅

鉱

一
・小

野
清

一
郎

・
島
中

雄

三
・
朝

岡
稲

太

郎

・
竹
内

茂

代

・安

井
洋

・林

髞

・

田
中

孝

子

・
高

野

六
郎

・床

次
徳

二

・青

木

延
春

●
民
族

衛
生

研
究

会

●

一
九

三
九

・
五

四
四
九
―
民

族

優

生

と

は

何

か

(民
族
衛
生
資
料
第
九
号
)
●
民
族
衛
生
研
究
会

●
一
九
三
九
・八

四
五
〇
―
文

化

環

境

と

民

族

の

変

質

(民
族
衛
生
資
料
第
八
号
)●
古
屋
芳
雄

●
民
族
衛
生
研
究
会
●

一
九
三
九
・八

四
五

一―
染

色

体

と

遺

伝

の

関

係

(民
族
衛
生
資
料
第
一
○
号
）
●
武
部
啓
●
民
族
衛
生
研
究
会
●

一
九
三
九
・
一
〇

四
五
二
―
独

逸

に

於

け

る

人

類

遺

伝

の
研

究

及

び

民

族

衛

生

の

現

状

(民
族
衛
生
資
料
第
十

一
号
)
●
満
田
久
敏

●
民
族
衛
生
研
究
会
●

一
九
三
九
・
一
〇

四
五
三
―
民

族

優

生

制

度

案

要

綱

に

就

て

附
民
族
優
生
方
策
(民
族
衛
生
資
料
第
十
二
号
）
●
民
族
衛
生
研
究
会
●

一
九
三
九
・
一
一

四
五
四
―
人

類

の

染

色

体

(民
族
衛
生
資
料
第

一三
号
）
●
小
熊
捍

●
民
族
衛
生
研
究
会
●

一
九
四
〇
・
三

[第

27
巻

]

資
料
番
号
―

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

四
五
五
―
造

化

機

論

乾
・坤
●
ゼ
ー
ム
ス
・ア
ス
ト
ン

訳
＝
千
葉
繁
●
千
葉
繁
●

一
八
七
五
・
一
一

四
五
六
―
男

女

交

合

得

失

問

答

●
編
＝
武
部
滝
三
郎
・木
村
己
之
助
●

一
八
八
六
・
四

四
五
七
―
色

情

狂

編

完
●
ク
ラ
フ
ト
・ヱ
ビ
ン
グ

訳
＝
法
医
学
会
●
法
医
学
会

●

一
八
九
四
・五

四
五
八
―
社

会

的

色

慾

論

●
ヘ
ー
ガ
ル

訳
＝
緒
方
正
清

所
感
＝
般
若
居
士

書
状
＝
霜
山
生
・三
宅
秀
・谷
本
富
・佐
々
木
贖
・田
中
祐
吉
・渡
辺
霞
亭
●
丸
善
●

一
八
九
九
・
四
●
大
阪



四
五
九
―
男

女

之

研

究

完

附
録
性
愛
論
●
大
鳥
居
弃
三
・沢
田
順
次
郎

序
＝
坪
井
正
五
郎
・遠
藤
正
●
光
風
館
書
店
●

一
九
〇
四
・六

四
六
〇
―
色

情

と

其

衛

生

●
中
谷
驥

一

序
＝
金
島
苔
水
●
青
木
嵩
山
堂
●

一
九
〇
五
・
二

[第
28
巻
]

資
料
番
号
―

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

四
六
一
―
男

女

と

天

才

●
片
山
正
雄

原
著
＝
オ
ッ
ト
ー
・
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル

序
＝
谷
本
梨
庵
・東
郷
青
楓

は
し
が
き
＝
竹
風
酔
人
●
大
日
本
図
書

●
―
九
〇
六
・
一

四
六
二
―
色

情

と

青

年

●
原
真
男

序
＝
山
根
正
次

校
・序
＝
古
川
栄
●
丸
山
舎
書
籍
部
(衛
生
新
報
社
)
●

一
九
〇
六
・
一
〇

四
六
三
―
青

年

子

女

堕

落

の

理

由

附
其
矯
救
策
●
日
比
野
寛

序
＝
中
村
進
午
●
金
港
堂
書
籍
●
一
九
〇
七
・七

四
六
四
―
応
用
問
答
生

殖

器

健

全

法

●
平
井
成
●
脇
秀
文
館
●

―
九
〇
八
・
一
〇

四
六
五
―
性

欲

衛

生

論

●
駿
河
尚
庸

●
佳
趣
堂
●
一
九

一
〇
・七
●
石
川

四
六
六
―
男

女

の

性

慾

研

究

全
●
田
中
祐
吉
●
雅
俗
文
庫
●
一
九

一
二
・
一
一
●
大
阪

[第
29
巻
]

資
料
番

号
―

資

料
名

●
著

者

・
編
者
名

●
発

行
所

・
発

行
者

名

●
発
行
年

月

●
発

行
地

(
東
京

以

外

の
み
記
載

)

四
六
七
―
性

慾

哲

学

●
青
柳
有
美
●
東
亜
堂
書
房
●
一
九

一
三
・
二

四
六
八
―
婦

人

性

学

全
●
秋
元
洗
二
●
水
戸
婦
人
病
院
・甲
寅
出
版
社
●
一
九

一
四
・
一
〇

四
六
九
―
変

態

性

慾

論

同
性
愛
と
色
情
狂
●
羽
太
鋭
治
・沢
田
順
次
郎

序
＝
石
川
貞
吉

書
簡
＝
本
堂
平
四
郎

跋
＝
杉
江
董
●
春
陽
堂
●
一
九

一
五
・六

[第
30
巻
]

資
料

番
号
―

資
料
名

●
著

者

・
編
者

名

●
発
行

所
・
発

行
者

名

●
発

行
年

月

●
発

行
地

(東

京

以
外

の
み

記
載

)

四
七
〇
―
青

年

と

性

慾

●
藤
浪
鑑
●
大
学
評
論
社
●
一
九

一
七
・九

四
七
一
―
現

代

性

慾

生

活

問

題

●
米
田
庄
太
郎
●
中
外
新
論
社
●
一
九

一
八
・四

四
七
二
―
性

慾

研

究

と

精

神

分

析

学

●
榊
保
三
郎

序
文
＝
大
沢
謙
二
●
実
業
之
日
本
社
●

一
九

一
九
・二



四
七
三
―
生

命

と

性

慾

●
川
村
多
実
二
●
大
鐙
閣
●

一
九

一
九
・二

四
七
四
―
性

慾

の
調

節

●
三
宅
亀
次
郎
・内
田
魯
庵
・田
中
王
堂
・加
藤
時
次
郎
・宮
崎
虎
之
助
・暮
村
隠
士
・向
軍
治
・亭
翁
・松
村
介
石
・儿
々
子
●
国
民
書
院
●
一
九

一
九
・八
●
大
阪

[第

31
巻
]

資

料
番

号
―

資

料
名

●
著

者

・
編
者
名

●
発
行

所

・発

行
者

名

●
発

行
年
月

●
発
行

地

(東

京

以
外

の

み
記

載
)

四
七
五
―
性

の
原

理

●
下
田
次
郎
●
同
文
館
●

一
九
二

一
・五

四
七
六
―
変

態

性

慾

講

義

●
北
野
博
美
●
日
本
変
態
心
理
学
会
●
一
九
二
二
・
一

四
七
七
―
夫

婦

の
性

的

生

活

●
田
中
祐
吉
●
日
本
精
神
医
学
会
●

一
九
二
二
・九

四
七
八
―
性

慾

の
社

会

的

考

察

(新
生
協
会
叢
瓱錆

三
輯
）
●
石
原
修
●
刀
江
書
院
●
一
九
二
五
・
一
二

四
七
九
―
性

的

誘

惑

の
種

々
相

と

そ

の
対

策

●
前
田
誠
孝
●
南
海
書
院

●

―
九
二
七
・八

[第
32
巻
]

資
料
番
号
―

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

四
八
〇
―
闘

性

術

●
高
田
義

一
郎
●
博
文
館
●

一
九
二
八
・
一

四
八

一―
変

態

性

格

者

雑

考

全
(変
態
文
献
叢
書
第
参
巻
)●
中
村
古
峡
●
文
芸
資
料
研
究
会
●

―
九
二
八
・六

四
八
二
―
チ

ヤ

ー

ム

と

モ

ー

シ

ヨ

ン

●
羽
太
鋭
治

序
＝
名
村
春
操
・落
合
金
風
・遠
藤
門
三
・宮
橋
良
三
・沢
田
正
二
郎

・花
柳
章
太
郎
・石
河
薫
・梅
村
蓉
子
●
南
海
書
院
●

―
九
二
八
・八

四
八
三
―
性

篇

(健
康
増
進
叢
書
）
●
永
井
潜
・杉
田
直
樹
・松
浦
有
志
太
郎
・片
山
国
嘉

・土
肥
慶
蔵

●
大
阪
毎
日
新
聞
社
・東
京
日
日
新
聞
社
●

一
九
二
九
・九
●
大
阪

四
八
四
―
家

庭

と

性

教

育

●
ジ
・デ
ー
・オ
ー
ル
ズ

訳
＝
馬
場
嘉
市
・蜂
谷
貞
子

著
者
の
紹
介
＝
久
布
白
落
実
●
日
曜
世
界
社
●

一
九
三
二
・
四
●
大
阪

[第
33
巻
]

資
料
番
号
―

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

四
八
五
―
結

婚

読

本

●
永
井
潜
●
春
秋
社
●
―
九
三
四
・
一

四
八
六
―
変

態

性

医

学

講

話

●
沢
田
順
次
郎
●
通
俗
医
書
刊
行
会

●
一
九
三
四
・六



四
八
七
―
妻

の

た

め

の
性

知

識

●
阿
部
長
助

編
＝
性
知
識
普
及
会
●
高
千
穂
社
●

一
九
三
六
・九

[第
34
巻

]

資
料
番
号

資
料
名
●
著
者
・編
者
名
●
発
行
所
・発
行
者
名
●
発
行
年
月
●
発
行
地
(東
京
以
外
の
み
記
載
)

四
八
八
―
性

科

学

(唯
物
論
全
書
)
●
太
田
武
夫
●
三
笠
書
房
●

一
九
三
七
・四

四
八
九
―
性

教

育

ハ

ン
ド

ブ

ッ

ク

性
と
性
病
の
は
な
し
●
市
川
篤
二
●
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
社
●

一
九
四
八
・三

四
九
〇
―
性

教

育

要

綱

指
導
者
の
た
め
の
●
安
藤
画

一
●
今
日
社
●
一
九
四
八

・九

四
九

一
―
独

身

者

の

性

生

活

●
式
場
隆
三
郎
●
日
比
谷
出
版
社
●
一
九
四
九
・
四

四
九
二
―
純

潔

教

育

●
定
方
亀
代
・谷
村
春
子
・大
平
エ
ツ
●
明
治
図
書
出
版
社
●

一
九
四
九
・五

四
九
三
―
純

潔

教

育

基

本

要

項

附
性
教
育
の
あ
り
方
●
文
部
省
純
潔
教
育
委
員
会
・安
藤
画

一

編
＝
社
会
教
育
連
合
会

●
印
刷
局
●

一
九
四
九
・六

四
九
四
―
現

代

学

生

の
性

行

動

●
朝
山
新

一
●
臼
井
書
房
●
一
九
四
九
・
一
〇
●
京
都

四
九
五
―
性

科

学

の
基

礎

知

識

(新
ら
し
い
知
識
講
座
８
）●
安
田
徳
太
郎
●
世
界
評
論
社
●
一
九
五
〇
・
一

[第
劣
巻
]

資

料
番

号
―

資
料

名

●
著

者

・
編
者

名

●
発
行

所

・
発
行

者
名

●
発

行
年

月

●
発

行
地

(
東
京

以
外

の

み
記
載

)

四
九
六
―
日

本

人

の
性

生

活

●
篠
崎
信
男

装
幀
＝
白
石
豊
●
文
芸
出
版
社
●
一
九
五
三
・
一
〇

四
九
七
―
未

亡

人

生
理
・心
理
実
態
・社
会
問
題
●
林
髞
・堀
秀
彦
・篠
崎
信
男
・福
田
昌
子
●
要
書
房
●

一
九
五
三
・
一
〇

四
九
八
―
性

教

育

は

ど

の

よ

う

に
行

う

か

●
大
島
正
雄
・大
塚
二
郎
・木
村
武
子
・木
村
万
平
・小
見
山
栄

一
・富
沢
功

・福
岡
武
男
・堀
秀
彦

・望
月
衛
●
講
学
館
●

一
九
五
三
・
一
一

四
九
九
―
思

春

期

の

性

意

識

(日
本
に
お
け
る
性
の
調
査
報
告
大
集
第
３
巻
)●
岡
田
寅
次

装
幀
＝
白
石
豊
●
文
芸
出
版
社

●
一
九
五
三
・
一
二



Ⅲ

雑

誌

編

(第

13

・
14
巻
)
総

目

次



雑

誌
編

(
第

13

・
14
巻
)

総
目
次

・
凡
例

一
、
本

総

目
次

は
、

『
性

と
生
殖

の
人
権
問

題
資

料
集
成

』

の
う

ち
雑

誌
編

に
あ

た

る
第

13
巻

及
び
第

14
巻

に
収

録

さ
れ

た
諸
雑

誌

の
細

目
で
あ

る
。

一
、

原
則
と

し

て
仮
名

遣

い
は
原
文

の
ま
ま
と

し
、
旧
漢

字
、

異
体
字

は
そ
れ
ぞ

れ
新

漢
字

、
正

字

に
改

め
た
。

ま
た
、

明
ら

か
な
誤
植
、

脱
字

以
外

は
原
文

の
ま

ま
と

し
、
人
名

そ

の
他

も
あ

え

て
統

一
を

は
か
ら

な

か

っ
た
。

一
、
標

題

は
原
則
と

し

て
本
文

に
従

っ
た
。

副
題

及
び

小
題

は
基

本

的

に
―

(ダ

ッ
シ

ュ
)

の
後

に
示

し

た
。

一
、
括

弧
内

の
表

記

は
、

目
次
及
び

本
文

の
標
題

に
の

っ
と

っ
た
も

の
で
あ

る
。

一
、

＊
印

は
編
集

部

の
補
足

で
あ

る

こ
と

を
示
す

。

一
、
総

目
次

は
で
き

る
だ
け
詳

細

に
記
載

す

る
よ
う
努

め
た
が
、

目
次

、
奥

付
等

に
は
触

れ
な

か

っ
た
。
広
告

に

つ
い
て
は

一
部

、

ま

た

カ

ッ
ト
は
署

名

の
明
瞭

な
も

の
の
み
採

録

し

た
。

一
、

広
告

的
要
素

が
強

く
、

繰

り
返

し
掲

載

さ
れ

る
記
事

に

つ
い
て
は
、
初

出

の
み
採

録

し

た
。

一
、

投
稿

者
名

及
び

「
ニ

ュ
ー

ス
」
欄

の
細

目

は
採

録

し
な

か

っ
た
。

一
、

原
則

と

し
て
振

り
仮
名

は
付

さ

な

か

っ
た
。

一
、

原
本

に
ペ

ー
ジ
数

の
表

記

が
な

い
場
合

は
、

()

を
付

し

て
補

足

し
た
。

(編
集
部
)



第

13
巻

・
総

目
次

『
産
児
制
限
』

(産
児
制
限
運
動
聯
盟
発
行
)

第

一
巻
第

一
号

〈
創
刊
号
〉

一
九

二
八

(昭
和

三
)
年

六
月
三
日

写
真

(バ

ー
ス
コ
ン
ト

ロ
ー
ル

レ
ビ

ユ
ー
よ
り
)

産
調
運
動

の
重
要
性

大

滝

産

児
制
限
は
医
人
の
急
務

全
国

の
医
家
諸
君

に
檄
す
!
!

野
尻

与
顕

優
生
学
的
妊
娠
調
節

池

田

林
儀

産
児
制
限

は
人
道
な
り

小
川
隆

四
郎

吾
人
は
産
児
制
限
を
左

の
理
由

に
依

つ
て
其

の
必
要
を
知
る

(
マ
ー
ガ

レ
ツ
ト
、

サ

ン
ガ
ー
)
／
米
国
陸
軍
大
将
Ｔ
Ｆ
オ
ラ
イ

ア
ン
曰
く

フ
ラ

ン
ス
の
人

口
事
情

Ｇ

ハ
ー
デ

ー
、

(＊
小
川
隆
四
郎
訳
)

サ
ン
ガ
ー
夫
人
の
主
張

(
＊
サ
ン
ガ
ー
)

目
醒

め
た
母

の
叫
び
―

東
京
神
田
Ａ
子
よ
り

Ｂ
Ｃ
．

ニ
ユ
ー
ス

産
児
制
限
問
答

答

・
内
藤

初
代

産
調
実
話

彼
女

の
悩

み

福
永
久
寿
衛

編
輯
後
記

ま

さ

よ

し

第

一
巻
第

二
号

一
九

二
八

(昭
和

三
)
年
七
月
三
日

巻
頭
言

科
学
者
吉
岡
弥
生
に
教
ふ

大

滝

社
会
理
想

安
部

磯
雄

産
児
制
限

に
就
て

新
妻
伊
都
子

一
哀
話

社
会
政
策
と
し
て
の
産
児
制
限

秋
沢

定
吉

産
児
制
限
運
動

の
先
決
問
題

池

田

林
儀

サ

ン
ガ
ー
夫
人

の
主
張
(二)

(
＊
サ
ン
ガ
ー
)

フ
ラ
ン
ス
の
人

口
事
情
(２)

ヂ

ー

・
ハ
ー
デ

ー
、
小
川
隆
四
郎
訳

Ｂ
Ｃ
雑
考

金
子
し
げ
り

産
児
制
限
と
救
貧
法

布
施

亮

子
宮
異
状
位
置
矯
正
治
療
器
を
避
妊
器

に
代
用
せ
る
実
験
島
野

享

支
那
問
題

小
川
隆

四
郎

Ｂ
Ｃ
．

ニ
ユ
ー
ス

産
調
実
話

彼
女

の
悩
み
(二)

福
永
久
寿
衛

産
児
制
限
と
食
物
と

の
関
係
に
就

い
て

成

田

清

多
産
地
獄

(寄
稿
)

読
者
通
信

編
輯
後
記



第

一
巻
第
四
号

一
九
二
八

(昭
和
三
)
年
九
月
三
日

巻
頭
言

何
た
る
弥
縫
道
徳
ぞ

大

滝

産
調
運
動
よ
り
は
南
米

へ
と
熱
心
な
移
民
論
者
鐘
紡
重
役
福
原
八
郎
氏
の
渡
航

を
送
る
辞

馬
島
ゆ
た
か

グ
レ
シ
ヤ
ム
の
法
則
と
長
尾
半
平
先
生

大
滝

正
義

労
農
露
国
に
於
け
る
Ｂ
Ｃ
事
情

(上
)
―

バ
ー
ス
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

レ
ビ

ユ
ウ
よ
り

(＊
ポ
ー
ル

ル
ブ
リ
ン
ス
キ
ー
)
、
少
川
訳

産
調
は
各
人
の
絶
対
自
由
な
り

清
沢

洌

Ｂ
Ｃ
漫
談

小
学
教
師
の
妻

本

庄

生

地
方
産
調
運
動
の
特
志
家

へ

福
永
久
寿
衛

方
法
研
究

薬
物
は
何
故
に
効
か
ぬ
と
云
ふ
か

秋
沢

定
吉

新
聞
紙
の
案
内
広
告
欄
に
行
列
せ
る
通
経
剤
の
意
味
と
堕
胎
剤
の
区
別
を
誤
解

せ
る
読
者
に

一
言
併
て
独
逸
式
注
入
の
利
害
に
就

い
て
島
野

享

郵
便
配
達
夫
の
妻

Ｎ

Ｓ

生

百
年
前
の
人
口
と
百
年
後
の
人
口

本

誌

記

者

Ｂ
Ｃ
．
ニ
ユ
ー
ス

読
者
欄

多
産
地
獄

読
者
通
信

編
輯
後
記

第

一
巻
第
五
号

一
九
二
八

(昭
和
三
)
年

一
〇
月
五
日

巻
頭
言

資
本
主
義
経
済
組
織
は
我
等
を
も
亦
拘
束
す

大

滝

吾
国
人
口
の
倍
加
年
数
と
適
度
人
口
に
就
て
の

一
考
察

(上
)

大
滝

正
義

母
親
の
思
ふ
ら
ん
は

宮
川

静
枝

折
に
ふ
れ
て
満
洲
よ
り

天
野

信
郎

世
界
初
期
の
産
児
制
限
運
動
史

(上
)

石
渡

安
躬

高
島
米
峰
先
生
の
産
児
制
限
反
対
論
を
駁
す
(二)

小
川
隆
四
郎

労
農
露
国
に
於
け
る
Ｂ
Ｃ
事
情

(下
)

ポ
ー
ル

ル
ブ
リ
ン
ス
キ
ー
、
少
川
訳

Ｂ
Ｃ
漫
談

徳
川
三
百
年

本

庄

生

一
農
村
に
於
け
る
産
調
講
演
印
象
記

福
永
久
寿
衛

産
調
新
聞

女
流
講
師
を
交

へ
て
報
知
講
堂
で
の
講
演
会
―

本
聯
盟
が
主
催
と
な
り
／

新
ら
し
き
同
志
新
潟
に
相
談
所
開
く

Ｂ
Ｃ
．

ニ
ユ
ー
ス

読
者
質
問

月
や
く
薬
に
あ
ざ
む
か
れ
た
あ
る
夫
婦
者
の
手
記

矢

島

読
者
通
信

編
輯
後
記

ま

さ

よ

し



第

一
巻
第

六
号

一
九

二
八

(
昭
和

三
)
年

一
一
月

三
日

巻
頭
言

斯
界

の
先
輩
今
何
処
？

大

滝

よ
り
良
き
社
会
を
次
の
時
代
に
―

産
調
運
動
の
根
本
理
由竹
内

茂
代

野
尻
氏
に
問
ひ
―

其
の
教
を
乞
ふ

Ｋ

Ｏ

生

ギ

ル
少
年
殺
し

高
島
米
峰
先
生

の
産

児
制
限
反
対
論
を
駁
す

(
三
)

小
川
隆
四
郎

不
可
能

な
る
積
極
論

秋
沢

定
吉

病
弱
な
多
産

婦
人
に
与
ふ
る
の
書

本

庄

生

南
洋

の
排
日

Ｂ
Ｃ
．

ニ
ユ
ー
ス

性

の
科
学

不
妊
症

Ｋ

Ｓ

改
良

ペ
ツ
サ
リ
ウ
ム
と

セ
ツ
ト
の
作

り
―方

産
児
制
限
は
斯
く
し
て
我

々
の

手

に

井
上

富

産
調
新
聞

産
児
調
節
講
演
会
開
か
る
―

主
催
は
産
調
普
及
会

本
所
に
相
談
所
―

馬
島
氏
の
令
妹
が

斯
界
の

一
人
者
小
川
氏
の
飛
躍

新
潟
の
林
氏
活
躍
の
機
を
伺
ふ

生
活
苦
の
自
殺
―

我
子
を
道
づ
れ
に

読
者
質
問

編
輯
後
記

ま

さ

よ

し

第

一
巻
第
七
号

一
九
二
入

(昭
和
三
)
年

一
二
月
三
日

新
女
性
の
躍
進

大
滝

正
義

Ｋ
Ｏ
生
に
答
ふ

野
尻

与
顕

記
者
よ
り

衷
心
の
叫
び
を
世
人
に
訴
ふ

本
庄
道
太
郎

制
限
と
調
節

学
者
の
世
事
に
疎
き
事
よ

Ｏ

Ｍ

生

高
島
米
峰
先
生
の
産
児
制
限
反
対
論
を
駁
す

(四
)

小
川
隆
四
郎

支
那
事
情

産
児
制
限
賛
成
の
理
由
(１)

ゼ
ー
ム
ス
、
バ
ー

真
の
産
調
運
動
を
誤
る
勿
れ

秋
沢

定
吉

世
界
初
期
の
産
児
制
限
運
動
史
(二)

石
渡

安
躬

Ｂ
Ｃ
．

ニ
ユ
ー
ス

満
洲
を
見
て
内
地
の
青
年
に
寄
す

新
妻
伊
都
子

子
宮
内
洗
滌
器
に
就
い
て

Ｍ

Ｈ

生

産
調
新
聞

旭
川
新
聞
の
産
調
賛
否
紙
上
討
論

消
費
組
合
婦
人
部
産
調
の
講
演
会

奥
む
め
お
氏
を
迎

へ
て
高
知
の
産
調
熱
昇
る
―

福
永
氏
大
童
の
巻

産
調
の
宣
伝
劇

名
物
男
が
計
劃

連
続
的
講
演
会
―

小
川
氏
が
此
の
四
日
か
ら

読
者
通
信

編
輯
後
記

大

滝



第

二
巻
第

一
号

一
九

二
九

(昭
和

四
)
年

一
月

三
日

一
大
理
想

の
為

に

大
滝

正
義

唯
大
衆
の
幸
福
あ
る
の
み

安
部

磯
雄

産
児
制
限
と
現
行
法

の
改
正

野
尻

与
顕

高
島
米
峰
先
生

の
産
児
調
節
反
対
論
を
駁
す

(
五
)

小
川
隆
四
郎

編
輯
予
告

産
児
制
限
賛
成

の
理
由
(２)

ゼ
ー
ム
ス
、
バ

ー

誌
上
研
究

因
襲
的

に
過
信

せ
ら
る

ゝ
所
謂

「通
経
剤
」

本

庄

生

問
題

の
問
題

高
知

の
農
村
よ
り

奥

む

め
お

セ
ツ
ク

ス
秘
話

本

庄

Ｂ
Ｃ
．

ニ
ユ
ー
ス

産
調
新
聞

日
本
医
師
会
で
内
務
大
臣

へ
勧
説
―

人
間
の
濫
造
を
防
げ
と

答
申
案
と
其
の
内
容
／
答
申
案
作
成
者
瀬
川
医
学
博
士
談

(＊
瀬
川
)

小
島
山
泉
堂
薬
局
が
本
誌
の
無
代
配
附
―

本
所
で
毎
月
五
百
部
づ
つ

湖
国
界
隈
に
彗
星
の
如
く
現
は
れ
た
黄
金
ピ
ン
―

難
産

一
そ
う
上
人
気

ア
ル
ミ

ニ
ユ
ー
ム
子
宮
栓
の
試
み

本
議
会
に
於
け
る
産
調
問
題
の
建
議

全
国
同
志
大

い
に
捲
く

年
末
に
於
け
る
小
川
氏
講
演
会

物
た
ら
ざ
る
秋
沢
氏
起

つ

避
妊
ピ
ン
の
数

旧
を
送
り
て
新
年
を
迎

へ

大
滝

正
義

編
輯
後
記

ま

さ

よ

し

第
二
巻
第

二
号

一
九

二
九

(昭
和
四
)
年

二
月
三
日

産
調
の
根
本
理
由

大
滝

正
義

偽
瞞
道
徳
を
排
す

馬
島
ゆ
た
か

市
議
戦
に
馬
島
ド
ク
ト

ル
起

つ
―

産
調
運
動

の
プ

ラ
イ
ド

同
志
須
く
声
援

を
要
す

印
度

の
産
調
状
態

ブ

ラ
ツ
ブ
、

シ
ヤ

ス
ト
リ
、
小
川
訳

日
本

の
人

口
及
食
糧
問
題

新
渡
戸
稲
造

人
間
冒
涜

！！

堺

真
柄

堕
胎
罪
と
人

工
流
経

に
就

い
て

成

田

清

家
庭
性
学

セ
ツ
ク

ス
問
答

コ
ロ
ン
タ
イ
の
性
道
徳
論

(＊

コ
ロ
ン
タ
イ
)

本
聯
盟
の
北
海
道
支
部
が
出
来

ま
し
た

特

に
地
方
婦
人

に
寄
す

本

庄

生

産
調
新
聞

北
海
道
に
本
聯
盟
支
部
生
る
―

成
田
氏
の
努
力

な
ぜ
下
町
に
小
供
の
死
亡
が
多
い
か
―

下
町

へ
の
産
調
宣
伝
必
要

具
体
化
し
つ
ゝ
あ
る
産
児
調
節
運
動
―

今
議
会
に
於
け
る
画
策

産
児
調
節
を
命
令

人

口
統
制
諸
方
策
―

人

口
部
特
別
委
員
会
に
於
け
る
答
申
案

米
国
の
産
調
運
動
と

ス
ミ
ス
氏
失
敗
の
影
響

小
川
氏
建
策
書
頒
布



熱

心
な
る
飯
塚
秀
吉
氏

編
輯
後
記

第

二
巻
第

四
号

一
九

二
九

(
昭
和

四
)
年

四
月

三
日

巻
頭
言

親

の
為

め
か
児

の
為

め
か

大
滝

正
義

産
児
調
節

の
社
会
的
意
義

の
発
生

大
滝

正
義

堕
胎
と
新
刑
法

溝
江
亮

一
郎

日
本
の
人

口
問
題
(下)

ト
ー

マ
ス
、
ジ

エ
ー
、

ル
ブ

ラ
ン
ク

若
返
り
秘
薬

Ｂ

・
Ｃ
断
話

成

田

清

細
民

の
性
行
為

先
づ
母
性
を
多
産
よ
り
救

へ

小
牧

末
子

産
調
も
恋
も
自
由
に
恵
ま
る
ゝ
理
想
郷

本
庄
道
太
郎

Ｂ
Ｃ
小
言

き

の
ふ

・
け
ふ

通
信

成

田
生
／
本
庄
道
太
郎
／
石
渡
安
躬

な
や
め
る
女
性
達

か
ら
悲
痛
な
叫
び

編
輯
後
記

第

二
巻
第

五
号

一
九

二
九

(昭
和
四
)
年

五
月
三
日

満

一
年
を
迎

へ
る
聯
盟
の
事
業

産
児
制
限
運
動
聯
盟

巻
頭
言

職
を
得
ざ
る
群

大
滝

正
義

近
代
的
社
会
苦
国
民
保
健
の
問
題
―

統
制
な
き
社
会
生
活大
滝

正
義

Ｂ
Ｃ
小
言

き

の
ふ

・
け
ふ

婦
人
内
閣

廿

四
時
間

の
収
入

堕
胎
と
新
刑
法

下

溝
江
亮

一
郎

性
教
育
者
貝
原
益
軒
先
生

洗
滌
法
礼
讃
―

文
化
婦
人
た
ち
よ
！
お
洗

ひ
下
さ

い
！

魅
惑
の
指
環

避
妊
と
性
生
活

成
田

晴
彦

文
士
間
の
余
論
文
芸
春
秋
議
会
―

産
児
制
限
案
可
決
さ
る

(＊
『文
芸
春
秋
』

よ
り
)

人
間
の
不
足
す
る
時
と
余
る
時

沢
谷
伊
三
郎

通
信

福
永
／
伊
藤
／
行
政
長
蔵
／
山
田
／
黒
岩

編
輯
後
記

第
二
巻
第
六
号

一
九
二
九

(昭
和
四
)
年
六
月
三
日

巻
頭
言

不
義
の
女
の
後
始
末

大
滝

正
義

ド
イ
ッ
の
産
児
制
限
運
動
の
理
論
と
実
際
(一)

池
田

林
儀

貧
し
き
人

へ
の
産
児
調
節
―

山
田
わ
か
子
氏
に
与
ふ

小
池

四
郎

Ｂ
Ｃ
小
言

き

の
ふ

・
け
ふ

新

マ
ル
サ
ス
主
義
と
母
性

の
自
由

奥

む

め
お

性
の
不
満
―

文
化
婦
人
の
家
庭
問
題

日
記

の
中

よ
り

金
子
し
げ
り

布
施
夫
妻

の
再
渡
米

妊
調
に
必
要
な
解
剖
と
生
理
の
智
識
(上)

藪
井

竹
庵



南
米
移
民

(在
ブ
ラ
ジ

ル

一
移
民
寄
)

十
姉
妹

の
様

に
下
落

し
た
大
学
卒
業
生

(
＊
『東
京
朝
日
新
聞
』

よ
り
)

広
津

和
郎

落
ば
籠
(一)

成

田

晴
彦

滅
び
ゆ
く
小
商
人
―

文
化
生
活
に
縁
な
き
為
か
資
本
主
義
経
済
の
発
達
故
か

読
者
通
信

編
輯
後
記

記

者

改
題

『
産

児
制

限

評

論
』

(産
児
制
限
普
及
会

・
産
児
制
限
評
論
社
発
行
)

第

二
巻
第

一
〇
号

一
九
二
九

(昭
和
四
)
年

一
〇
月
三
日

(＊
画
)

と

し

ゑ

賀
詞

奉
祝

産
児
制
限
普
及
会

敬
愛
す
る
読
者
諸
君
！

敬
愛
す
る
同
志
諸
君
！

Ｙ
、
Ｎ

米
国
土
産

安
部

磯
雄

無
産
運
動
と
の
関
渉
に
於
け
る
産
児
制
限
の
必
要
に
就
い
て

(
一
)

小
池

四
郎

落
ば
籠
(三)

人
工
妊
娠
の
話

成
田

晴
彦

貧
民
窟
の
話

小
牧

末
子

竹
内
女
史
を
訪
ね
て

整
理
さ
れ
る
東
京
市
吏
員

二
千
人
の
海
外

へ
進
出
計
画

良

い
子
が
欲
し
け
れ
ば
三
十
歳
過
ぎ
て
結
婚
な
さ
い
―

山
内

シ
カ
ゴ
大
学
教

授
の
帰
朝
談

Ｘ
光
線
放
射
に
よ
る
避
妊
法
に
つ
い
て

向
井

又
吉

避
妊
ピ
ン
の
送
入
法
に
就
き
て

野
尻

与
顕

産
児
制
限
に
対
す
る
輿
論
(一)

防
貧

の

一
手
段
―

産
児
制
限

の
研
究

(＊
『
東
京
日
日
新
聞
』

よ
り
)

市
立
病
院
内

に
産
児
制
限

の
相
談
所

(
＊
『
時
事
新
報
』

よ
り
)

惨
め
な
細
民
の
生
活
苦
を
救
ふ
施
設
―

市
当
局
の
腹
案
を
白
上
助
役
語



る
／
合
理
的
な
相
談
所
を
―

白
蓮
燁
子
夫
人
語
る

(＊
柳
原
白
蓮
)
／

悲
惨
な
家
庭
に
は
現
実
に
必
要
な
事
―

然
し
慎
重
な
用
意
を
忘
れ
ね
様

に

(山
室
軍
平
)

産
児
制
限
に
就
い
て
の
感
想

山
内

房
吉

避
妊
は
我
々
の
自
由
で
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ

秋
沢

定
吉

本
年

一
月
よ
り
三
月
ま
で
人
口
増

三
十
六
万

前
年

に
比
す
れ
ば
死
亡
増
加

―

内
閣
統
計
局
の
発
表

現
代
人
の
性
生
活
と
産
児
調
節
―

併
せ
て
吉
岡
弥
生
女
史
に
質
す

津
村

秀
男

妊
調
実
話

喜
び
を
求
む
る
人

々

海

の
か
な
た
よ
り

フ
ラ

ン
ス
便

り

(
Ｍ
Ｔ
)
／

メ
キ
シ

コ
便
り

(布
施
亮

・
布
施
夫
人
)

Ｂ
Ｃ
．

ニ
ユ
ー

ス

法
律
問
答

答

・
森

岩
太
郎

本
会
記
事

編
輯
後
記

編

輯

子

産
児
制
限
相
談
所

一
覧

第

二
巻
第

一
一
号

〈
一
一
月

一
二
月
合
併
号
〉

一
九

二
九

(昭
和
四
)
年

一
二
月

三
日

(＊
画
)

と

し

ゑ

産
児
制
限
相
談
所

一
覧

産
児
制
限
普
及
会
会
長
安
部
磯
雄
先
生

(
＊
写
真
)

十
月
十

二
日
夜
本
誌
関
係
者
懇
談
会
席
上
の
撮
影

(
＊
写
真
)

Ｂ
Ｃ
春
秋

青
野

即
本

巻
頭
言

愛
国
者

に
警
告
す

編
輯
前
記

産
児
制
限
と
日
本

の
将
来

安
部

磯
雄

人

口
問
題

に
対
す

る
新
渡
戸
博
士

の
楽
観
説
を
駁
す

小
川
隆

四
郎

無
産
運
動
と

の
関
渉
に
於
け
る
産
児
制
限
の
必
要
に
就

い
て
(二)

小
池

四
郎

ソ
ヴ

エ
ー
ト

・
ロ
シ
ア
に
於
け
る
母
性
保
護
と
托
児
所

(
ヤ
ー

ス
リ
ー
)

秋

田

雨
雀

人

口
問
題
と
日
本

の
政
策

宮
崎

竜
介

産
児
制
限
法
の
合
理
化
に
就
き
て
―

東
京
市
の
産
児
制
限
方
法
を
評
す

大
宅

壮

一

妊
娠
予
防
法
批
判

馬
島

憫

か
ゝ
る
場
合
に
は
避
妊
せ
よ

北
井

幾
八

気
の
早
い
訴
訟
―

市
の
産
児
制
限
案
に
対
し
て

記

者

落
葉
籠

(
四
)

人
工
流
産
の
話

成

田

晴
彦

産
児
制
限
雑
感

黒

旋

風

信
用

の
出
来
る
産
調
業
者

沖
山

林
作

人
工
受
胎

の

一
方
法

(伯
林
大
学
泌
尿
科
発
表
)

産
児
制
限

に
対
す
る
輿
論
(二)

多
産
と
貧
困

(
＊
『
東
京
朝

日
新
聞
』
よ
り
)

防
貧
の

一
手
段
に
産
児
制
限
を
実
施
―

四
人
以
上
の
子
持
ち
婦
人
に
市
が

方
法
を
教
授
す
る

(
＊
『東
京
日

々
新
聞
』
よ
り
)

全
国
的
に
巻
き
起
し
た
多
産
制
限
の
大
反
響
―

わ
れ
も
く

と
教

へ
を
請

ふ
手
紙
、
社
会
局

へ
山
を
な
す

(
＊
『
東
京
朝
日
新
聞
』
よ
り
)



妊
調
実
話

喜
び
を
求
む
る
人

々
(二)

或
晩

の
問
答

Ｉ

・
Ｍ

生

Ｂ
Ｃ
．

ニ
ユ
ー

ス

独
乙
視
察

よ
り
の
通
信

古

瀬

生

附
録政
友
会
の
金
権
物
語
―

政
界
の
裏
の
ぞ
き

大
平

宇
公

多
産
地
獄

(創
作
)

緑

夢

三
宅
島
の
或
る
女
に
就
い
て

江

口

渙

悪
人
を
つ
く
る
な

堺

真
柄

私
は
斯
く
叫
ぶ

足
達

三
郎

十

一
月
、
十
二
月
合
併
号
に
就
い
て

Ｔ

Ｓ

生

法
律
問
答

答

・
森

岩
太
郎

本
会
記
事

愛
読
者
の
皆
様

へ

産
児
制
限
評
論
会
計
係

第
三
巻
第

二
号

一
九
三
〇

(昭
和
五
)
年
二
月
三
日

(＊
画
)

と

し

Ｂ
Ｃ

ニ
ユ
ー
ス

巻
頭
言

避
妊
公
認
政
策
に
加

へ
よ
!!!

青
野

即
本

編
輯
前
記

編

輯

係

社
会
問
題
と
し
て
の
産
児
制
限

安
部

磯
雄

英
国
の
失
業
者

警
告
論
文

全
国
の
薬
剤
師
、
政
治
家
に
与

へ
て
売
薬
法
の
改
正
を
促
す
(産

児
制
限
実
行
の
近
道
)

秋
沢

定
吉

同
志

に
檄
す

青
野

即
本

認
識

不
足
産
制
反
対
論
者

へ
の
抗
弁

大
井
蝶

五
郎

妻

に
は
替

へ
ら
れ
ぬ
と
涙
で
自
白
し
た
強
盗

(＊
『
東
京
朝
日
新
聞
』
よ
り
)

性
改
革
国
際
会
議

に
於
け
る
性
問
題
と
産
児
制
限

(対
議
録
抄
訳
)

マ
グ

ヌ
ス

・
ヒ
ル
シ
ウ

フ
エ
ト
ル
、
編
輯
部
編
訳

悪
魔

の
脅
威

(
＊
画
と
文
)

軽
燥
な
る
反
対
論
者

に
―

自
称

マ
ル
キ
ス
ト
批
難

に
答

へ
る
足
達

三
郎

実
行
期
に
入
つ
た
産
児
制
限
―

悲
惨
な
細
民
の
生
活
の
為
に
救
世
軍
研
究
に

着
手

(＊
『都
新
聞
』
よ
り
)

性
に
関
す
る
迷
信

駒
込

林
二

昨
年
山
口
県
下
を
騒
が
せ
た
か
う
り
詰
死
体
事
件

落
葉
籠
(七)

受
胎
の
秘
方
薬

成
田

晴
彦

赤
い
舌

産
児
制
限
運
動
雑
聞

地
方
の
反
響

(＊
各
紙
よ
り
転
載
)

金
沢
市
社
会
課
に
持
込
む
悩
ま
し
避
妊
相
談
／
地
方
の
産
児
制
限
案

石
巻

で
先
進
都
市
の
状
況
調
査
／
産
調
実
施
に
熱
心
な
無
産
市
議

月
経
閉
止
後
の
波
紋

本
草
薊
章
生

納
め
の
大
阪
市
会
で
滑
稽
と
厳
粛
の
問
答

(＊
『大
阪
朝
日
新
聞
』
よ
り
)

紹
介
批
評

Ｂ
Ｃ
の
教
典

「避
妊
の
研
究
」
を
読
む

成
田

晴
彦

卵
巣
放
射
後
の
欠
落
症
状
に
就
て

向
井

又
吉

産
児
制
限
で
博
士
に
―

愛
知
医
大
の
今
村
嘉
九
三
氏

(＊
『大
阪
毎
日
新
聞
』

よ
り
)

洗

滌

は
絶

対

的

の
避

妊
方

法

で

は
な

い

マ
ー

ガ

レ

ツ
ト

・
サ

ン
ガ

ー



新
避
妊
器
の
発
明
発
表
―

子
宮
矯
正
器
の
効
果
と
私
の
堕
胎
防
止
論

島
野

亨

妊
調
実
話

喜

び
を
求
む
る
人

々
(四)

農
村

に
於
け
る
産
児
調
節

の
急
要

倉
持
善

三
郎

産
児
調
節

の
実
際
論

マ
リ
ー

・
ス
ト
ー
プ

ス
、
編
輯
部
訳

汽
車

の
中
で
知
ら
ぬ
人

に
可
愛

い
我
児
を
遣

つ
た
話

(＊
『
東
京
朝
日
新
聞
』

よ
り
)

産
児
制
限

に
対
す

る
輿
論
(四)

精
神
病
者

に
対
す
る
断
種
手
術

の
実
施

(
＊
『救
治
会

々
報
』

よ
り
)

杉

田

直
樹

優
生
学
上
忘
れ
ら
れ
た
問
題
―

産
児
制
限
の

一
考
察
志
賀

潔

多
産
地
獄
―

恵
ま
れ
過
ぎ

た
子
宝
の
な
や
み
(
＊
『大
阪
朝

日
新
聞
』

よ
り
)

五
年
お
き

に

一
児
が
理
想
―

一
向
に
顧

み
ら
れ
ぬ
細
民
階
級

の
苦
し
み

ま
づ
開
く
べ
き
は
三

つ
の
誤
解

の
扉
―

二
千

の
非
痛
な
訴
を
手
に

「救

ひ

主
」
安
部
さ

ん
の
歎
き

多
産
防
止
の
意
義

東
京
市

の
施
設
を
喜
ぶ

青
柿
善

一
郎

産
児
制
限

(＊
『
大
阪
朝
日
新
聞
』

よ
り
)

ピ

ン
送
入
は
医
師
法
違
反
に
な
る
か

警
視
庁
某
警
視

衛
生
問
答

答

・
向
井

又
吉

本
会
記
事

第

三
巻
第
三
号

一
九
三
○

(昭
和

五
)
年

三
月
七
日

産
児
調
節
は
天
理
に
そ
む
く
か

(＊
『
山
本
宣
治
全
集
』
第
六
巻

よ
り
)

山
本

宣
治

現
代
人
の
痛
切
な
る
要
求

倉
持
善

三
郎

一
小
学
校
教
師
の
言
―

人
事
で
は
な
い

全
読
者
諸
君
に
訴
ふ
!!

大
川

浩

特
輯
記
事

戦
闘
的
唯
物
論
者
の
山
本
宣
治

安
田
徳
太
郎

革
命
家
情
熱
を
具
え
た
科
学
者

大
山

郁
夫

山
宣
の
想
出

町
田

良
秋

山
宣
の
死
と

一
匹
の
寄
生
虫
の
死

高
倉

輝

産
調
運
動
の
先
駆
者
山
本
宣
治

足
達

三
郎

花
や
し
き
の
宣
ち
や
ん

緑

夢

山
本
宣
治
先
生
と
初
対
面
が
最
後

秋
沢

定
吉

山
本
宣
治
年
譜

真
の
科
学
者
山
宣

河
上

肇

悪
露
に
就

い
て
知
ら
し
て
下
さ
い

一

読

者

和
蘭
に
於
け
る
産
児
制
限
運
動

安
部

磯
雄

避
妊
器
と
し
て
の
子
宮
異
常
位
置
矯
正
器

島
野

亨

産
児
制
限
運
動
と
医
師
の
責
任

Ｗ

Ａ

ブ
ゼ
ー
、
小
川
隆
四
郎
訳

産
児
制
限
の
是
非

量
よ
り
質
の
時
代

瀬
川

昌
世

産
児
調
節
の
実
際
論
ロ

マ
リ
ー

・
ス
ト
ー
プ
ス
、
編
輯
部
訳

産
児
調
節
講
座

誰

に
も
分
る
避
妊

の
医
学
(一)

(
＊
『
婦
人
世
界
』
よ
り
)



野
尻

与
顕

産
児
調
節
講
座
に
就
い
て

編

輯

部

落
ば
籠

精
子
、
卵
子
の
力

成
田

晴
彦

月
経
初
潮
表

衛
生
問
答

答

・
向
井
又
吉
／
北
井
幾
八

法
律
問
答

答

・
森

岩
太
郎

性
交
と
音
声

ハ
ブ

エ
ロ
ツ
ク

・
エ
リ
ス

無
産
階
級
側
か
ら
見
た
る

「産
児
調
節
論
」
の
批
判
と
実
行
策
渡
辺

一
郎

不
自
然
な
ら
ざ
る
産
児
制
限

小
川
隆
四
郎

本
誌
を
継
承
す
る
に
当
り

倉
持
善
三
郎

編
輯
後
記

第
三
巻
第
四
号

一
九
三
〇

(昭
和
五
)
年
四
月
三
日

産
児
制
限
の
実
行
時
代
来
る

大
川

浩

和
蘭
に
於
け
る
産
児
制
限
運
動

安
部

磯
雄

新
旧
の
マ
ル
サ
ス
主
義
/
性
慾
抑
制
の
障
碍
／
自
涜
初
行
者
員
数

節
慾
に
依
る
産
児
調
節
に
就
い
て
―

か
ゝ
る
方
法
が
出
来
る
か

又
良

い
方

法

で
あ
る
か
？

マ
ー
ガ

レ
ツ
ト

・
サ
ン
ガ

ー
、
大
川
浩
訳

英
国
上
院

に
於
け
る
バ

ツ
ク

マ
ス
タ
ー
侯

の
演
説

(
*
バ

ツ
ク

マ
ス
タ
ー
)
、
小
川
隆

四
郎
訳

日
本
産

児
制
限
協
会

の
優
生
児
相
談
所
開
始
／
想
像
妊
娠
と
堕
胎
／
男
女
思
ひ

通
り

の
子
供
を
生
む
方
法

の
科
学
的
研
究

本
誌
資
料
係

五
十
以
後

の
子
持

倉
持
善

三
郎

Ｂ

・
Ｃ
の
必
要
と
堕
胎
に
就
い
て

Ｘ

Ｙ

Ｚ

生

特
別
読
物

産
児
調
節
の
実
際
の
座
談
会

野
尻
与
顕
／
大
川
浩
／
倉
持
善
三
郎
／
向
井
又
吉
／
小
川
隆
四
郎
／
秋
沢
定

吉
／
小
牧
末
子
／
足
達
三
郎
／
井
沢
三
樹

結
婚
と
悪
質
の
遺
伝

皆
川

美
彦

産
児
調
節
講
座

誰
に
も
分
る
避
妊
の
医
学

(＊
『婦
人
世
界
』
よ
り
)

野
尻

与
顕

普
及
会

ニ
ユ
ー
ス

読
者
の
声

簡
単
で
確
実
な
避
妊
法

足
達

三
郎

落
ば
籠

精
子
、
卵
子
の
力
(二)

成
田

晴
彦

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
と
産
児
調
節

そ
の
お
ぼ
え
が
き

井
沢

三
樹

ロ
シ
ヤ
青
年
の
性
道
徳

ム
ス
チ
ス
ラ
ウ
、
ヴ
イ
ア
テ
イ
ツ
チ
、
三
田
馬
太
郎
訳

無
産
階
級
側
か
ら
見
た
る

「産
児
調
節
論
」
の
批
判
と
実
行
策
渡
辺

一
郎

新

マ
ル
サ
ス
主
義

の
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
性

(＊
『山
本
宣
治
全
集
』
第
七
巻
よ
り
)

子
宝

緑

夢

編
輯
室
か
ら

大

川

生

第
三
巻
第
五
号

一
九
三
〇

(昭
和
五
)
年
五
月
三
日

社
説
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
産
児
制
限
運
動

安
部

磯
雄

社
告

産
児
制
限
に
関
す
る
講
演
会

産
児
制
限
評
論
社
事
務
局



如
何
な

る
場
合
婦
人
は
出
産
を
避
く
べ
き
か

マ
ー
ガ
レ
ツ
ト

・
サ
ン
ガ
ー
、
大
川
浩
訳

我
が
国

に
於
て

の
産
調
論

早
坂

二
郎

避
妊
と
貞
操
問
題

Ｘ

Ｙ

Ｚ

生

解

り
易
き
産
児
調
節

の
実
際

Ｆ

Ｓ

Ｒ

結
核
と
妊
娠

(＊
『
臨
床
医
学
』

よ
り
)

岡

寿
郎

産

児
調
節
講
座

薬
物
的
避
妊
方
法

秋
沢

定
吉

産
児
制
限
運
動

ニ
ュ
ー
ス

読
者

の
声

代
理
部
を
利
用
し
て
下
さ

い

落
ば
籠

男
女
児
出
生
考

(一)

成

田

晴
彦

人
工
の
空
気

は
自
然

の
空
気
以
上

サ
ヴ

エ
ー
ト

・
ロ
シ
ア
に
於
け
る
売
淫
に

つ
い
て

井
沢

三
樹

無
産
階
級
側
か
ら
見
た
る

「産
児
調
節
論
」

の
批
判
と
実
行
策

(二)

渡
辺

一
郎

随
筆

屋
根
裏

の
Ｂ
Ｃ

水
村

江

三

一
円
ク
ラ
ブ

大
川

浩

地
底

に
う

め
く
声

菊
池

清
介

結
婚
難

の
時
代

安

岡

雄

三

編
輯
室

か
ら

第
三
巻
第
六
号

〈
三
週
年
記
念
号
〉

一
九
三
〇

(昭
和
五
)
年
六
月

三
日

巻
頭
言

三
週
年
記
念

に
倍
加
運
動
を
起

せ
！

生
活
問
題

の
立
場
か
ら
の
産
児
制
限

安
部

磯
雄

黒
婢
売
却
広
告

(欧
米
百
家
随
筆

よ
り
)

非
科
学
的
な
産
児
制
限
反
対
論
者

に

馬
島

憫

サ
ン
ガ
ー
女
史
と
婦
人
運
動

の
立
場

奥

む
め
お

乳
児
保
護
に
就
て
(一)

私
生
児
問
題

の
解
決
策

野
尻

与
顕

一
分
間

に

一
人
づ

ゝ
人

口
が
殖
え
る

女
性
の
性
感
欠
如
と
夫
婦

の
心
得

(
＊
「真
面
目
な
性
生
活
と
真
面
目
な
性
の

道
」
第
八

・
九
章
よ
り
)

エ
ッ
チ

・
ダ
ブ

リ

ュ
ー

・
ロ
ン
グ

肺
病
患
者

の
妊
娠
中
絶
と
避
妊

長
谷
川
茂
治

産
児
調
節
講
座

薬
物
的
避
妊
方
法

(
前
号
続
き
)

秋
沢

定
吉

産
児
制
限
運
動

ニ
ユ
ー
ス

愛
児
女
性
協
会
産
児
制
限
相
談
所
成
績愛
児
女
性
協
会
産
児
制
限
相
談
所

月
経

に
関
す
る
色

々
の
調
査

柳

広
哲

レ
ン
ト
ゲ

ン
線

に
依
る
避
妊
法

向
井

又
吉

落
籠
籠

男
女
児
出
生
考

(二）

成
田

晴
彦

家
庭

で
容
易

に
出
来
る
洗
滌
薬

の
作
り
方

「産
児
制
限
評
論
」
研
究
部

産
児
調
節
相
談
所

め
ぐ
り

(予
告
)

本

誌

記

者

成
田
晴
彦
氏
歓
迎
会
記

先
輩
同
志
と
相
会
し
て

成

田

晴
彦

禁
慾

の
利
害

に
つ
い
て

マ
リ
ー

・
ス
ト
ー
プ

ス
、
井
沢
三
樹
訳

読
者

の
声

解
り
易
き
産
児
調
節

の
実
際
に
避
妊
器
具
と
し
て
の
黄
金
ピ

ン
Ｆ

．
Ｓ

．
Ｒ

素
人
の
避
妊
ピ

ン
の
挿
入
方
法

野
尻

与
顕

黄
金
避
妊
ピ

ン
の
特
価
提
供
に
就
て

産
児
制
限
評
論
社
研
究
部



随
筆

片
輪
者
の
家

石
原

亮

「
一
円
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

編
輯
室
か
ら

第
三
巻
第
七
号

〈産
児
調
節
大
衆
化
号
〉

一
九
三
〇

(昭
和
五
)
年
七
月
三
日

巻
頭
言

反
対
者
に
乞
ふ

倉
持
善
三
郎

産
児
制
限
と
宗
教

安
部

磯
雄

日
本
に
於
け
る
産
児
制
限

神
近

市
子

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
産
児
制
限

緑

夢

果
し
て
墓
穴
を
掘
る
者
か

中
根
あ
き
の

乳
児
保
護
に
就
て

(
二
)
―

私
生
児
問
題
の
解
決
策

野
尻

与
顕

人
間

の
身
丈
／
地
球
上
人
民

の
飲
水
量

(欧
米
百
家
随
筆
よ
り
)

避
妊
法
は
確
実

に
効
果
が
あ
る
か
？

マ
ー
ガ

レ
ツ
ト

・
サ
ン
ガ
ー

・
大
川
浩
訳

斯
界

の
大
家
野
尻
与
顕
先
生
創
製
婦
人
腟
内
挿

入
座
薬

ホ
ー
プ
／
黄
金
避
妊
ピ

ン

(広
告
)

産
児
制
限
評
論
社
代
理
部

新
婚

の
夫
婦
達

に

ウ
イ
リ
ア
ム

・
ゼ

ー

・
ロ
ビ

ン
ソ

ン

一
夫
多
妻
考

山
本

琴
子

落
ば
籠

男
女
児
出
生
考
(三)

成
田

晴
彦

笑
話

産

児
調
節
実
行

に
就

い
て
の
注
意

一

記

者

海
綿

の
避
妊
法

本
誌
研
究
部

ダ

ッ
チ

・
ペ

ッ
サ
リ
ー
の
避
妊
的
効
果
と
使
用
法

馬
島
ゆ
た
か

解

り
易
き
産
児
調
節

の
実
際

(
三
)

ダ

ッ
チ

・
キ

ャ
ツ
プ

に
就

い
て

Ｆ

・
Ｓ

・
Ｒ

手
軽

る

に
素

人

向

き

の
避

妊

具
ダ

ッ
チ

・
ペ

ッ
サ
リ

ー

(
一
名

コ
ン
ト

ラ
)

別
提
供
―

馬
島
ゆ
た
か
氏
指
導
製
作

(広
告
)産

児
制
限
評
論
社
研
究
部

女
の

一
生

○
○
○
○
子

挿
入
薬
に
依

つ
て
目
的
を
達
す

市
川
ひ
で
子

Ｘ
光
線

の

一
時
的
避
妊
は
生
れ
て
来
る
子
供
に
影
響
は
な
い
か
?

向
井

又
吉

産
児
調
節
誌
上
相
談

(＊
社
告
)

衛
生
問
答

答

・
向

井

産
児
制
限
運
動

ニ
ユ
ー
ス

静
岡
県
支
社
開
設

産
児
制
限
評
論
社

創
作

灰
色
の
憂
鬱

松
原

一
夫

「産
児
制
限
評
論
」
既
刊
目
次
表

編
輯
室
か
ら

第
三
巻
第
八
号

〈避
妊
の
常
識
号
〉

一
九
三
〇

(昭
和
五
)
年
八
月
三
日

巻
頭
言

産
児
調
節
の
提
唱

安
岡

雄
三

性
教
育
と
産
児
制
限

安
部

磯
雄

幸
福
な
る
結
婚
―

夫
婦
達
の
た
め
に

ウ

ィ
リ

ア

ム

・
ゼ

ー

・
ロ
ビ

ン

ソ

ン

母

性

の
立
場

か
ら

の
産

児

制

限

奥

む

め

お

乳
児
保
護
に
就
て

(三
)
―

私
生
児
問
題
の
解
決
策

野
尻

与
顕

九
月
特
別
号
予
告

編

輯

室



Ｂ
Ｃ
同
志
会
準
備
会
生
る

Ｂ
Ｃ
同
志
会
準
備
会

農
村
と
産
児
制
限

松
原

一
夫

日
本
に
於
け
る
産
児
制
限
秘
話
―

先
駆
者
と
し
て
の
加
治
時
次
郎
氏

岡
野
辰
之
介

落
ば
籠
(12)

人

工
流
産

の
話
(三)

成

田

晴
彦

埋
草

(＊
川
柳
)

月
経
と
妊
娠
の
関
係

Ｆ

Ｓ

Ｒ

懸
賞
募
集

本
誌
編
輯
部

ダ

ッ
チ

・
ペ

ッ
サ
リ
ー
の
避
妊
的
効
果
と
使

用
法

馬
島
ゆ
た
か

解

り
易
き
産
児
調
節

の
実
際

(
四
)

薬
物

に
依
る
避
妊

に
就

い
て

(
上
)

Ｆ

・
Ｓ

・
Ｒ

洗
滌
法
に
つ
い
て
―

避
妊
の
為
の
洗
滌
法
は
確
実
か
？

そ
し
て
ど
ん
な
方

法
が

一
番

よ
い
か

一

記

者

ラ
ジ
ウ
ム
の
避
妊
的
効
果

Ｘ
光
線
と

の
相
違

に
就

い
て向
井

又
吉

素
人
に
出
来

る
避
妊
薬
の
作
り
方

本
誌
研
究
部

避
妊
法
と
し
て
の
安
全
期
間
に

つ
い
て

Ｘ

Ｙ

Ｚ

避
妊

の
知
識

に
つ
い
て

マ
リ
ー

・
ス
ト
ー
プ

ス
、
大
川
浩
訳

創

作

お
母

さ

ん

に
差

上

た

い
手
紙

―

ネ

オ

・
レ

ス
ト
リ

ク

シ

ヨ

ン

水
村

江
三

「産
児
制
限
評
論
」
既
刊
目
次
表

本
社
主
催
馬
島
憫
氏
送
別
会
記

産
児
制
限
国
際
会
議
日
本
代
表
と
し
て
出
発
す
る
に
あ
た
り
全
日
本
の
同
志

へ
告
ぐ

馬
島
ゆ
た
か

新
刊
紹
介

マ
リ
ー

・
ス
ト
ー
プ

ス
、
井
沢
三
樹
訳

『
不
滅

の
結
婚
愛
』
／

西
川
義
方

.

額

田
豊
補

『肺
病
全
治

へ
の
早
道
』

第
三
巻
第
九
号

〈
素
人
向
き
の
避
妊
法
号
〉一
九

三
〇

(
昭
和

五
)
年
九
月

三
日

巻
頭
言

医
師
諸
君

に
乞

ふ

倉

持

性
教
育
と
産
児
制
限

(二）

安
部

磯
雄

妊
娠

の
過
程

(上)

妊
娠

の
各
月
の
変
化

Ｍ

・
Ｃ

・
ス
ト
ー
プ

ス
、
大
川
浩
訳

乳
児
保
護
に
就
て
(四)
―

私
生
児
問
題
の
解
決
策

野
尻

与
顕

農
民
は
ナ
ゼ
貧
乏
す
る
乎

倉
持
善

三
郎

青
年
期

の
禁
慾

に
つ
い
て

ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ジ

エ
ー

・
ロ
ビ

ン
ソ
ン

十
月
特
別
号
予
告

編

輯

部

落
ば
籠
(13)

人
工
流
産

の
話
(四)

成
田

晴
彦

素
人
向
き

の
避
妊
法
七
種

婦
人
膣
内
挿
入
座
薬

に
よ
る
避
妊
法

本
誌
研
究
部
記
者

素
人

の

「避
妊
ピ

ン
挿
入
」

の
注
意

野
尻

与
顕

素
人
に
解
る
妊
娠
す

る
日
と
し
な

い
日
に
依
る
避
妊
法
井
上

末
彦

素
人
に
奨

め
る
こ
と

の
出
来
る
避
妊
器
具

「ダ

ッ
チ

・
ペ

ッ
サ
リ
ー
」

尾
崎

豊
子

「海
綿

に
依
る
法

」
―

手
軽

で
安
価
な
素
人
向
き

一

記

者

「
コ
ン
ド

ム
」
を
語

る

淡

海

性

人

世
界
的
発
明
完
成
！

避
妊
器
具

「
セ

コ
ー
ル
」
に
就

い
て



研
究
部
記
者

月
経
が
母
乳

に
及
ぼ
す
影
響

本

誌

記

者

新
刊
紹
介

マ
リ
ー

・
ス
ト
ー
プ

ス
、
馬
島
ゆ
た
か
訳

『
避
妊

の
栞
』
／

カ
ル
ブ

ア
ー
ト

ン
他

編
、
小
泉
鉄
訳

『性
的
解
放
時
代
』
／
佐
藤
寿

『
性
戦
』

Ｂ
Ｃ

ニ
ユ
ー
ス

産
児
調
節
者

の
心
得
べ
き
生
殖
器

の
知
識

足
達

三
郎

薬
剤
を
奨
め
る
二
女
史
を
訪
ふ
記
―

奥
む
め
お
女
史
と
中
根
あ
き
の
女
史

Ａ
記
者
／
Ｂ
記
者

特
別
読
物

人
工
妊
娠
の
理
論
と
方
法
―

子
宝
の
な
い
寂
し
い
夫
婦
達
の
た

め
に

本
誌
研
究
部

第
三
巻
第

一
〇
号

〈
産
児
制
限
総
ま
く
り
号
〉

一
九

三
〇

(
昭
和

五
)
年

一
〇
月

三
日

巻
頭
言

堕
胎
は
正
し
い
産
児
制
限
運
動
の
敵
―

堕
胎
を
撲
滅
せ
よ

大
川

浩

婦
人
運
動
と
産
児
制
限

安
部

磯
雄

産
児
制
限
は
婦
人
問
題
で
あ
る
―

両
親
の
問
題
か
婦
人
の
み
の
問
題
か

マ

ー

ガ

レ

ツ

ト

・

サ

ン

ガ

ー

妊
娠
の
過
程
(下)
―

妊
娠
の
各
月
の
変
化

Ｍ

・
Ｃ

・
ス
ト
ー
プ

ス
、
大
川
浩
訳

落
ば
籠
(14)

人

工
流
産

の
話

(五)

成

田

晴
彦

笑
話
解

り
易
き
産
児
調
節

の
実
際
(５)

薬
物

に
つ
い
て
の
避
妊
法

Ｆ

・
Ｓ

・
Ｒ

妊
娠
調
節
法

の
色

々
と
そ
の
批
判

多
産
地
獄
を
打
破

せ
よ
！

大
川

浩

大
衆
的
な
避
妊
具

「
セ
コ
ー

ル
」

の
特
長
と
使
用
法

野
尻

与
顕

簡
単

で
確
実
な
効
果

は
薬
物

素

人
向
き

で
百
パ
ー
セ
ン
ト
有
効
は
何
？

秋
沢

定
吉

避
妊
器
具

「
セ
コ
ー
ル
」
を
発

明
す
る
迄
―

発

明
者
と
し
て
の
苦
心
完
成

の

喜
び

都
築

豊
吉

「
ツ

ハ
リ
」

に
就

い
て

妊
娠

に
つ
き
物

婦

人

記

者

流
経
秘
薬
―

溺
る
ゝ
者
は
藁
で
も

つ
か
む

倉
持
善
三
郎

私
の
実
行
し
て
ゐ
る
避
妊
方
法

(懸
賞
応
募
)

妻
を
殺
し
又
妊
娠
す
る
迄

坂
本

公
司

ダ

ッ
チ

・
ペ
ッ
サ
リ
ー
で
成
功
？

井

口

芳
子

Ｂ
Ｃ
行
脚

(避
妊
ピ
ン
の
巻
)

避
妊
ピ
ン
が
日
本
に
来
る
ま
で

小
川
隆
四
郎
夫
人

弊
風
を
打
破
す
る
為
に
妊
娠
調
節
相
談
部
開
設
産
児
制
限
評
論
附
属
相
談
部

斯
界
の
権
威
野
尻
先
生
創
製

「
ホ
ー
プ
」
の
効
果
に
つ
い
て

本
誌
研
究
部
記
者

避
妊
器
具

「
セ
コ
ー
ル
」
は
手
軽
で
効
果
確
実
―

断
然
医
学
界
に
問
題
と
な

る

産
児
制
限
評
論
社
研
究
部

完
全
に
避
妊
に
成
功
し
た
話
―

斯
界
の
権
威
野
尻
与
顕
先
生

の
家
庭
を
訪
ふ

の
記

本
誌
婦
人
記
者

産
児
制
限
相
談
所

へ
婦
人
記
者

二
人
の
変
装
探
訪
記

岩

崎

支
社
募
集

産
児
制
限
評
論
社
事
務
局



編
輯
室

か
ら

係

第

三
巻
第

一
二
号

〈産
児
制
限
の
社
会
化
号
〉

一
九

三
〇

(昭
和

五
)
年

一
二
月

三
日

巻
頭
言

Ｂ

・
Ｃ
の

一
九
三
〇
年
を
送
る
！

大
川

浩

労
働
問
題
解
決
策
と
し
て
の
産
児
制
限

に
つ
い
て

安
部

磯
雄

産
制
を
医
学
者

の
手

へ

飯

田

三
美

医
者
は
須
ら
く
社
会
人
た
れ
！
―

産
児
制
限
に
対
す
る
医
師
の
観
点
に
つ
い

て

西

謙

一
郎

手
数

の
掛
ら
ぬ
避
妊
法

避
妊
黄
金
ピ

ン
に
限
る

(本
社
研
究
部
推
奨
)

産
児
制
限
評
論
社
代
理
部

女
性
と
産
児
調
節

(二)

マ
ー
ガ

レ
ツ
ト

・
サ
ン
ガ
ー
、
井
沢

三
樹
訳

Ｂ
Ｃ
雑
談

淡

海

性

人

Ｂ

・
Ｃ
歳
末
漫
談

緑

夢

医
師
と
素
人
側
か
ら
見
た

コ
ン
ド

ー
ム
に
依

る
避
妊
法

大
川

浩

外
国
で
は
避
妊
法
と
し
て
何
が
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
か

古
瀬

長
栄

明
日
の
農
村
と
産
児
制
限

に
就

い
て

三
原

昇
遙

農
村

の
疲
弊
す
る

二
大
原
因
(一)

秋
沢

定
吉

女
性
生
殖
器

の
知
識
と
生
理

ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ロ
ビ

ン
ソ
ン

安
全
！
確
実
！
無
害
！
理
想
的
避
妊
器
具

「
セ

コ
ー
ル
」

の
特
別
提
供

産
児
制
限
評
論
社
研
究
部

「
セ
コ
ー
ル
」

は
何
故
避
妊
効
果
が
あ
る
か

そ
の
特
長
と
使
用
法

Ｆ

・
Ｓ

・
Ｒ

新
年
特
別
号
予
告

凡
て
避
妊

は
使
用
法
を
注
意

せ
よ
―

セ
コ
ー
ル
の
使
用
法
と
注
意

野
尻

与
顕

代
議
士
諸
君
の
産
児
制
限
に
対
す
る
賛
否

(産
児
制
限
評
論
社
編
)

中
谷
貞
頼
／
東
郷
実
／
遠
藤
千
元
／
小
久
江
美
代
吉
／
飯
村
五
郎
／
高
見
之

通
／
平
川
松
太
郎
／
服
部
英
明
／
末
松
偕

一
郎
／
清
水
徳
太
郎
／
真
鍋
儀
十

／
山
崎
猛
／
守
屋
栄
夫
／
岡
野
竜

一
／
高
瀬
梅
吉
／
戸
井
嘉
作
／
古
島
宮
次

郎
／

一
瀬

一
二
／
林
七
六
／
西
脇
晋
／
加
藤
鐐
五
郎
／
兼
田
秀
雄
／
山
桝
儀

重
／
青
木
亮
貫
／
寺
田
市
正
／
小
俣
政

一
／
武
内
作
平
／
桝
谷
寅
吉
／
石
崎

敏
行
／
深
沢
豊
太
郎
／
辻
本
豊
三
郎
／
植
原
悦
二
郎
／
田
中
養
達
／
山
本
厚

三
／
立
川
太
郎
／
池
田
敬
八
／
牧
野
賤
男
／
佐
々
木
芳
照
／
林
平
馬
／
渡
辺

素
邦
／
喜
多
孝
治
／
紫
安
新
九
郎
／
清
家
吉
次
郎
／
宮
沢
裕
／
松
井
邦
治
／

大
崎
清
作
／
戸
部
良
裕
／
小
池
仁
郎
／
服
部
教

一
／
清
瀬
規
炬
雄
／
長
野
総

良
／
星
島
二
郎
／
長
尾
半
平
／
藤
田
若
水
／
小
西
和
／
片
山
哲
／
則
元
由
庸

／
鈴
木
梅
四
郎
／
片
野
重
脩
／
岡
田
春
夫
／
荒
川
五
郎
／
篠
田
有
徳
／
高
山

長
幸

落
ば
籠
(16）

受
胎
の
秘
法
薬
(三)

成
田

晴
彦

特
別
読
物

新
聞
広
告
に
釣
ら
れ
て
Ａ
記
者
と
婦
人
記
者
の
変
装
探
訪

Ａ

記

者

産
児
制
限
評
論
社
支
社

社
内
風
景

岩
崎
／
校
了
の
日
給
仕
／
大
川



改
題

『
産

児

調

節

』

(産
児
制
限
評
論
社
、
産
児
調
節
評
論
社
発
行
)

第
四
巻
第
五
号

一
九
三

一

(昭
和
六
)
年
六
月

一
日

「産
児
調
節
」
展
覧
会
開
催
に
就
い
て

産
児
制
限
評
論
社

巻
頭
言

「産
児
調
節
婦
人
聯
盟
」
創
立
準
備
会

平
野

馨

産
児
制
限
の
優
生
学
的
見
解

安
部

磯
雄

産
児
制
限
の
根
本
的
理
論
に
就
て
―

産
児
調
節
に
関
す
る
問
題

二
・
三

小
池

四
郎

「日
本
産
児
調
節
聯
盟
」
理
事
会

本

誌

記

者

我
国
最
近

の
Ｂ

・
Ｃ
運
動

「産
児
制
限
婦
人
聯
盟
」
準
備
会

の
経
過

本
誌
婦
人
記
者

ス
ト
ー
プ

ス
女
史
曲
線

の
結
婚

に
於
け
る
意
図

(第

一
回
)高

山

敏
夫

ラ
ツ
キ
ー

・
ス
キ

ン
に

つ
い
て

記

者

産
児
調
節

の
知
識
と
実
行
に
就

て

避
妊
実
行
者

の
不
注
意
で
意
外

の
失
敗

杉
山

仲

体
験
か
ら
得

た
科
学
的
な
る
妊
娠
暦
―

コ
ン
ド

ー
ム
礼
賛
と
妊
娠
暦

に
就

い

て

石
川

愚
庵

避
妊
の
研
究
所

々
員
募
集

ラ
ミ
ー
ト
の
避
妊

に
対
す

る
薬
物
的
効
果
―

真
面
目

に
考

ふ
べ
き
産
児
調
節

を
説
く
に
あ
た
つ
て

小
野

政
雄

新
発
見
の
遺
伝
的
避
妊
法

避
妊
の
実
際
法

簡
単
な
る
薬
物
的
避
妊
の
方
法
に
就
て

名
古
屋
長
蔵

晴
彦
性
談

女
を
語
る
③

私
の
心

成
田

晴
彦

最
も
具
体
的
な
避
妊
の
実
際
書

野
尻
与
顕

『避
妊
の
話
』

産
児
調
節
展
覧
会
開
催
の
趣
意

平
野

馨

避
妊
器
具
と
し
て
の
ダ

ッ
チ

・
ペ
ッ
サ
リ
ー

馬
島

憫

特
別
研
究

卵
子
と
精
子
の
話

受
精
に
つ
い
て
の
各
方
面
の
研
究

中
尾

音
吉

特
別
読
物

愛
と
さ
ゝ
や
き
の
哲
学

碧
易

四
郎

全
国
産
児
制
限
相
談
所
め
ぐ
り

(第

二
回
)

細
民
階
級
相
手
で
地
味
な
婦
人
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
相
談
所

主
任

・
中
根
あ

き
の
女
史
は
語
る

(*
中
根
あ
き
の
)

恐
る
べ
き

「月
や
く
」
下
し
を
撲
滅
せ
よ

斯
く
し
て
彼
女
は
ド
ン
底
に

本

誌

記

者

産
児
制
限
界
に
新
ら
し
い
発
見

「
フ
ラ
バ
」
の
薬
物
的
効
果

本

誌

記

者

編
輯
後
記

平
野
/
岩
崎
素
子
/
大
川
浩

第
四
巻
第
六
号

一
九
三

一

(昭
和
六
)
年
七
月

一
〇
日

巻
頭
言

我
国
産
児
調
節
運
動
と
展
覧
会
の
意
義

平
野

馨

産
児
調
節
問
題
の
社
会
的
根
拠

瀬
川

昌
世

B

・
C

・
ス
ナ
ツ
プ

日
本
に
於
て
産
児
調
節
は
必
要
か
?

そ
の
断
片
的
考
察末
広

重
雄

何
た
る
矛
盾
そ
や

疑
は
無
法
無
理
解
な
文
部
当
局
に
依

つ
て
晴
れ
た



秋
沢
明
世
士

農
村
に
産
児
調
節
村
建
設

(高
知
県
)
―

産
児
制
限
運
動
の
困
難

福
永
久
寿
衛

産
児
制
限
婦
人
聯
盟
準
備
会
改
め
無
産
者
産
児
制
限
同
盟
創
立
―

プ

ロ
レ
タ

リ
ア
解
放
の
手
段
を
目
標
に
具
体
的
活
動
に
入
つ
た
同
盟
の
方
向
は

本
誌
婦
人
記
者

晴
彦
性
談

女
を
語

る
(４)
―

つ
き
や
く

成

田

晴
彦

東
京
市
を
中
心
と
し
て
産
児
制
限
業
者
の
鳥
瞰

本
社
調
査
部

産
児
調
節
問
題
の
根
本
的
解
決
策

輸
精
管
結
紮
に
依
る
絶
対
的
避
妊
法
に
つ

い
て
体
験
者
玉
生
虎
雄
氏
と
語
る

玉
生
虎
雄
／
平
野

産
児
制
限
の
全
集
現
る
！
―

展
覧
会
記
念
号
と
し
て
八
月
号
特
輯

生
物
学
的
若
返
り
法
―

臓
器
薬
に
つ
い
て

Ｍ

Ｔ

Ｕ

民
間
避
妊
法
の
考
察

第
二
回

大
川

浩

特
殊
研
究

遺
伝
の
話
―

優
生
学
と
は
何
か

中
尾

音
吉

Ｂ
Ｃ
運
動

ニ
ユ
ー
ス

妊
娠
調
節
の
手
引
き

明
る
い
健
康
な
生
活

へ

(そ
の

一
)岩

崎

敏

京
都
の
産
児
調
節
運
動

川
端

道

一

若
き
姉
妹

へ
贈
る

古
瀬

長
栄

産
児
制
限
評
論
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
発
行
計
画

産
児
制
限
評
論
社
事
業
部

全
国
産
児
制
限
相
談
所
め
ぐ
り
(第
三
回
)

愛
児
女
性
協
会
相
談
所
を
覗
く
／

南
山
荘
通
経
薬
屋

本

誌

記

者

日
本
産
児
調
節
運
動
の
国
際
的
進
出
―

本
社
主
催

・
産
児
調
節
展
覧
会
愈

々

開
催

産
児
調
節
評
論
社

第
五
巻
三
月
号

一
九

三
二

(昭
和
七
)
年

三
月

一
日

結
婚

せ
る
男
女

へ

花
柳
界
の
女
達
は
何
故
妊
娠
し
な
い
か
！
―

避
妊
と
洗
滌

避
妊
剤
と
し
て
の

コ
コ
ア
バ
タ
の
効
用

本
社
研
究
部

日
本
最
古

の
膣
挿

入
薬

「貴
女

の
友
」

産
児
制
限
と
通
経
薬

に
就

い
て

本
社
研
究
部

書
籍
紹
介

マ
リ
ー

・
ス
ト
ー
プ

ス
、
馬
島
ゆ
た
か
訳

『
避
妊

の
栞
』
／

『避
妊

の
研
究
』

馬
島
ゆ
た
か他

小
川
隆
四
郎
氏
の
判
決
―

執
行
猶
予
／
総
選
挙
に
出
馬
し
た
Ｂ
Ｃ
人

編
輯
後
記

第

五
巻
九
月
号

一
九

三
二

(
昭
和
七
)
年
九
月

三
日

「
避
妊
」
の
方
法
に
就
て

(
三
)
―

「避
妊

の
研
究
」

「避
妊
の
栞
」
を
中
心

に
し
て

堕
胎
法
改
正
期
成
聯
盟
の
成
立

情
死
事
件
に
鑑
み
て
堕
胎
法
改
正
期
成
聯
盟
の
成
立
を
喜
ぶ
宮
城
乾
之
助

堕
胎
法
改
正
期
成
聯
盟
の
活
動

本

社

記

者

堕
胎
法
改
正
期
成
聯
盟
の
成
立

某

氏

堕
胎
法
改
正
期
成
聯
盟

避
妊
と
洗
滌

本
社
研
究
部



現
代

日
本

の
救
世
主
!!

権
藤
成
卿
先
生

に
就

て

平
野

馨

第
六
巻
第

二
号

一
九

三
三

(
昭
和

八
)
年

二
月

一
五
日

我

々
は
斯
る
立
場
か
ら
叫
ぶ

「
産
児
調
節
」

は
無
産
階
級

の
も
の

産
児
制
限
評
論
社

ソ
ヴ

エ
ー
ト
に
於
け

る
産
児
制
限
(一)

(『
バ

ス

・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル

・
レ
ヴ

ー
』
か

ら
)

Ｈ

・
Ｍ

・
ス
ト
ー
ン

精
系
結
紮

と
ガ

ス
ニ
ー
氏

安
部

磯
雄

近
世
堕
胎
考

(
一
)

本
庄
道
太
郎

「幸
福
な
る
結
婚
生
活
」

に
対
す

る
批
判

本
庄

道
太
郎
／
足
達
生
／
大
川
浩
／
河
合
生
／

馬
島
ゆ
た
か
／
安
部
磯
雄

若
干

の
避
妊
知
識

ロ
ビ

ン
ソ

ン

本
社
の
躍
進
紙
面
拡
張
―

読
者

一
万
人
を
突
破

産
児
制
限
評
論
社

無
害
で
費
用
の
い
ら
ぬ
乳
酸
避
妊
法

大
川

浩

避
妊
方
法
の
新
知
識
こ
れ
だ
け
知
れ
ば
大
丈
夫
―

野
尻
与
顕
著

『大
衆
的
最

新
避
妊
法
』

本
社
推
奨
書
籍

「月
や
く
」
業
者

の
跋
扈
―

悪
ら

つ
！
合
法

の
法
網
を
く

ゞ
り
民

衆

を

欺

瞞

し
当
局
も
瞞
着
す
近
く
当
局
の
手
入
れ
か

「正
し
い
性
生
活
」
発
禁
―

改
訂
版
が
出
る

結
婚
の
神
秘
を
探
る
―

「幸
福
な
る
結
婚
生
活
」
か
ら

Ｏ

・
Ｍ
バ

ツ
タ

フ
イ

ル
ド

『
幸
福
な

る
結
婚
生
活
』

の
限
定
出
版
発
行
！

第
六
巻
第
四
号

一
九
三
三

(昭
和
八
)
年
五
月
三
日

巻
頭
言

性
教
育
の
必
要
と
産
児
制
限

産
児
制
限
評
論
社

社
会
問
題
と
し
て
の
産
児
制
限

安
部

磯
雄

「幸
福
な
る
結
婚
生
活
」
に
対
す
る
批
評

本
庄
道
郎
／
野
尻
与
顕
／
賀
川
信
義
／
河
合
生

安
部
さ
ん
は
語
る

(＊
安
部
磯
雄
)

美
し

い
誕
生
―

出
産
後
、
彼
女

の
美
し
さ
を
増
し
、
彼
女

の
健
康
を
保
持
す

る

に

は

こ

の
絶

へ
ざ

る

心
掛

け

が

必
要

な

の
で
あ

る

マ
リ

ー

・
ス
ト
ー
プ

ス

婦
人
及
び
産
児
制
限
の
問
題
―

婦
人
の
立
場
か
ら
二
三
金
子
し
げ
り

狂
態
の
社
会

堺

真
柄

支
社
募
集
―

支
社
設
立
の
規
定

日
本
産
児
制
限
運
動
考
―

隠
れ
た
る
運
動
家
斎
藤
乙
吉
先
生
に
つ
い
て

武
井

正
衛

海
外
Ｂ
Ｃ

ニ
ユ
ー
ス

生
殖
作
用
の
学
理
的
説
明
―

神
秘
な
男
と
女
の
か
ら
だ
の
話
本
庄

道
郎

現
代
世
相
に
現
れ
た
堕
胎
罪
の
考
察

徳
田

宗
雄

Ｂ
Ｃ
漫
談
物
語

谷

厚
美

妊
娠
を
早
期
に
知
る
方
法
―

生
物
学
的
診
断
法
の
研
究
賀
川

信
義

避
妊

に
成
功
す
る
秘
訣
―

面
倒
臭
が

つ
て
は
な
ら
ぬ

Ｘ

Ｙ

Ｚ



一
日
三
百
人
づ

ゝ
人

口
増
加

産
め
よ
殖
え
よ
大
東
京

タ

ン
ポ

ン
や

つ
め
紙

で
避
妊
が
出
来

る
か

シ
ル
ク

・
ス
ポ

ン
ヂ
を
談
る

大
川

浩

処
女
生
殖

の
話
―

女
ば
か
り
で
子
が
産
め
る
か

岩
崎

素
子

新
刊
紹
介

石
川
千
代
松

・
識
戸
正
満

『生
物

の
性
愛
と
貞
操
』
／
井
上
寛

『早
婚
と
自

由
産
児
』
／
秋
沢
定
吉

『実
験
産
児
制
限
法
』

若
返
り
法
に
よ
る
避
妊
法
―

医
学
的
絶
対
的
避
妊
法

野
尻

与
顕

手
術

に
よ
る
避
妊

は
無
害

で
あ
る
か

岡
田

精

一

映
画
紹
介

「
オ
ー

・
エ
フ
氏

の
ト
ラ
ン
ク
」

(独

乙
ト
ビ

ス
映
画
特
作
)
／

「血

の
敵
」

(
三
映
社
提
供
)

編
輯
だ

よ
り

第

六
巻
第

六
号

一
九

三
三

(
昭
和

八
)
年
七
月

一
〇
日

巻
頭
言

足
並
を
そ
ろ

へ
て

産
児
制
限
評
論
社

産
児
調
節
時
代
相
―

大
正
八
年
を
中
心
と
し
て

村
上

雄
策

ア
メ
リ
カ
産
児
調
節
聯
盟

の

一
覧

菊
地

敬

二

母
子
保
護
と
産
児
制
限
―

ソ
聯

の
ク
女
史
と
の
対
論

か
ら奥

む

め
お

絶
対
に
避
妊
を
望
ま
れ

る
方

に

如
何

し
て
堕
胎
と
成

る
か

秋
沢

定
吉

バ

ッ
タ
ー
フ
イ
ル
ド
の

『
幸
福
な
る
結
婚
生
活
』

(＊
読
者
批
評
)

奉
天

の
社
会
事
業
施
設
同
善
堂

金
子
し
げ
り

新
刊
紹
介

ヴ

ア
ン
デ

・
ヴ

エ
ル
デ
、
植
次
郎
訳

『
夫
婦
に
於
け

る
受
胎
』
／
浜
田
謙

一

『
絶
対
避
妊
法
』

産
児
調
節

は
婦
人
自
身

の
問
題

加
藤

梅
子

避
妊
薬

の
作
り
方
と
使

ひ
方

Ｏ

Ｍ

・
バ

ツ
タ
フ
イ
ル
ド

天
下
御
免
の
風
俗
奇
習

淡

海

性

人

い
よ
く

値
下
げ
断
行

新
婚
夫
婦
の
避
妊
法
―

始
め
て
結
婚
せ
ん
と
す
る
男
女

へ小
林

填

望
ま
な

い
妊
娠
は
堕
胎
出
来
る
か

Ｈ

Ｙ

Ｚ

正
し

い
キ
ヤ
ツ
プ
の
使

い
方
―

子
宮
帽
と
は
ど
ん
な
も
の
か
井
上

常
之

男
女
生
殖
器
の
生
理
解
剖
―

避
妊
を
望
む
方
の
是
非
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

本
庄

道
郎

成
功

・
失
敗
及
び
そ
の
注
意
―

避
妊
の
実
行

に
当

つ
て

産
児
制
限
評
論
社
研
究
部

読
者

へ
の
お
願

ひ

Ｂ
Ｃ
運
動

ニ
ユ
ー
ス

漫
談

出
来

不
出
来

福
原

雨
六

避
妊
は
効
果
確
実
で
あ
る
―

然
し
そ
れ

に
は
こ
の
用
意
岩
崎

敏

映
画
紹
介

「銀
嶺
征
服
」

(独
逸

ト
ビ

ス
映
画
超
特
作
)

「幸
福
な

る
結
婚
生
活
」
発
売
禁
止
さ

る

(
＊
編
輯
後
記
)



第
六
巻
第
七
号

一
九
三
三

(昭
和

八
)
年
八
月

三
日

〈
本
号
特
輯
〉

働

い
て
ゐ
る
お
つ
か
さ
ん
達

へ
の
手
紙

マ
リ
ー

・
ス
ト
ー
プ

ス
、

産
児
制
限
評
論
社
編
輯
部
訳

こ
の
訳
文

を
出
版
す
る
わ
け

産
児
制
限
評
論
社

編
輯
室

よ
り

大
衆
的
避
妊
器
具

シ
ル
ク

・
ス
ポ

ン
ヂ

の
正
し
い
使

ひ
方

に
つ
い
て

産
児
制
限
評
論
社
研
究
部

第
六
巻
第
八
号

〈
結
婚
と
優
生

・
遺
伝

の
特
輯
号
〉

一
九

三
三

(
昭
和

八
)
年

一
〇
月

三
日

カ
ツ
ト

矢
部

友
衛

功
労
と
権
威
と

(
＊
写
真
)

巻
頭

エ
ツ
セ
イ

大
隈
侯
と
産
児
調
節

高

田
義

一
郎

優
生
学
的
結
婚
統
制
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か

加
用

信
憲

「結
婚
解
消
」
と
愛
情
の
科
学
―

精
神
衛
生
と
在
来
結
婚
観
念
の
清
算

諸
岡

存

人
工
的
に
可
能
な
優
種
児
の
妊
娠

小
倉
清
太
郎

民
族
優
化
と
産
児
調
節
(一)

石
川

光
昭

産
児
制
限
の
認
定
領
域
(一)

名
古
屋
長
蔵

近
親
結
婚
の
善
い
場
合
と
悪

い
場
合

杉
山

仲

血
液
型
と
結
婚
の
問
題

古
川

竹
二

結
婚
に
は
血
液
型
を
斯
く
応
用
す
べ
し

長
尾

美
知

遺
伝

エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア

遺
伝
す
る
も
の
と
遺
伝
し
な
い
も
の

(本
誌

研
究
部
撰
)

永
井
潜
／
橘
覚
勝
／
木
村
哲
二
／
遠
山
郁
三
／
岡
治
道
／
児
玉
昌
／

三
宅
驥

一

日
本
人
に
遺
伝
す
る
畸
形
病
の
表

結
婚
と
優
生
学

新
居

格

創
見

最
も
進
ん
だ
妊
娠
調
節
―

組
織
膜
移
殖

松
尾

宝
作

産
児
調
節
時
代
相
(二)

(承
前
)
―

華
々
し
い
論
争
の
絶
頂

へ

村
上

雄
策

近
代
生
活

の
性
障
碍
と
そ

の
根
源
療
法

玉
生

辰
雄

ソ
ヴ

ェ
ト
の

「結
婚
生
活
」
と

「産
児
調
節

」
(一)

大
竹

博
吉

滅
び
ゆ
く
優
質

の
も

の
と
栄

へ
ゆ
く
悪
質

の
も

の
―

全
人
間

の
素
質

は
濫
り

な
る
結
婚

に
よ
り
今
低
下

し

ゝ
あ
る

平
山

信
子

石
本
静
枝
夫
人
を
迎

へ
て

平
塚

雷
鳥

帰
朝
さ
れ
た
石
本
静
枝
夫
人

(
ア

メ
リ
カ
近
影
)

故
国
に
帰
り
想
ふ
こ
と
―

転
向
期
に
立
つ
産
調
運
動

石
本

静
枝

現
代
の
若
き
男
女
の
結
婚
観

田
中

孝
子

正
し
い
産
児
制
限
普
及
の
道

へ

阿
部

静
枝

内
外

ニ
ユ
ー
ス

処
女
血
清
鑑
定
法

囚
人
に
も
性

の
自
由
を
―

国
民
政
府

の
新
計
画

混
血
は
智
能
は
上
る
が
体
質
が
下
が
る

池
見

猛

日
本
人
と

カ
ナ
ダ

イ

ン
デ

ア
ン
の
祖
先
同

一
説

は
誤
謬
―

古
畑
博
士

の
研

究胎
教

(
一
)

青

木



喇
叺
管
締
結
避
妊
法

保
坂

孝
雄

ロ
ン
ド

ン
に
於
け
る
失
業
者
と
産
児
制
限

社
会
不
適
者
を
絶
滅

国
家
権
力
を
以

つ
て
強
行
―

但
し

「
ナ
チ
ス
」

の

話日
本
女
性
多
産
の
原
因
―

挙
げ
ら
れ
る
原
因
四
つ

鈴
木

甚
吉

分
娩
と
結
核
と
の
関
係

二
十
歳
以
下
の
お
産
は
危
険
―

米
国
の
統
計
的

新
研
究

産
児
調
節
運
動

へ
拍
車
を
か
け
て
！

北

田

一
郎

評
伝メ

ン
デ

ル
と
遺
伝
学

小
酒
井

進
化
学
と
ダ

ー
ウ
ィ

ン

石

川

ガ
ル
ト

ン
と
優
生
学

(＊
『産

児
調
節
評
論
』

よ
り
)

駒

井

創
作

彼
女
等

の
十

五
年

葵

イ

ツ
子

映
画
紹
介

「黒
衣

の
処
女
」
(独
逸

ト
ビ

ス
映
画
社
超
特
作
)

秋

の
良
書
推
薦

平
塚
氏

の

『
雲

・
草

・
人
』
を
よ
む

神
近

市
子

神
近
市
子
氏
著

『
性
問
題

の
批
判
解
決
』
編
者
の
言
葉
と
し
て

中
野

近
恵

最
近

の
Ｂ

・
Ｃ
の
専
門
雑
誌
と
パ

ン
フ
レ
ツ
ト
考

川
端

道

一

私
達

の
ペ
ー
ジ

足
達
生
／
戸

田
生

本
誌
よ
り
読
者

へ
の
要
望

誌
上
病
院
設
立

に
就

い
て

編
輯
だ

よ
り

足
達
生
／

い
さ
む



第

14
巻

・
総

目
次

『
小
家

族

』

(日
本
産
児
調
節
研
究
会
発
行
)

第

一
号

一
九

二
二

(大
正

一
一
)
年
五
月

一
三
日

産
児
制
限
に
就
き
受
取

つ
た
手
紙

安
部

磯
雄

小
家
族
制
の
主
張

布
川

静
淵

予
の
産
児
調
節
意
見

加
治
時
次
郎

本
誌
刊
行
に
就
て

我
人
口
と
食
料
の
調
節

石
本

恵
吉

婦
人
解
放
と
産
児
調
節

石
本

静
枝

産
児
調
節

の
視
界

加
藤

勘
十

産
児
調
節
研
究
会
設
立
趣
意
書
／
会
則

編
輯
者
よ
り
／
投
稿
規
定

『
プ

ロ

Ｂ

Ｃ

(
Ｂ

・
Ｃ

)

ニ

ュ
ー

ス
』

(
無
産

者

産
児
制

限

同
盟
、

プ

ロ
Ｂ
Ｃ
同

盟
発
行

)

第

二
号

一
九

三

一

(昭
和
六
)
年

六
月

二
二
日

創
立
大
会
は
盛
大
に
終

っ
た
―

陣
営
を
確
立
し
て
積
極
的
な
活
動
を
開
始
す

本
同
盟
事
務
所
は
こ

ゝ
だ

プ

ロ
Ｂ
Ｃ
相
談
所
も
同

一
場
所
だ

！

プ

ロ
の
産
児
制
限
展
覧
会
を
や
る
ぞ

積
極
的
に
応
援
し

て
呉
れ
！

組
織
拡
大

に
全
員
総
動
員
だ

第

三
回
中
央
委
員
会

(
＊
通
知
)
／
お
願
ひ
！

号
外

い

一
九

三

一

(昭
和
六
)
年

六
月

二
四
日

ブ
ル
ヂ

ョ
ア
運
動
家
ふ
る
い
あ
が
る
吾
等
の
相
談
所
開
設
―

ド
シ
く

利
用

せ
よ
！

断
然
圧
倒
的
！
此
の
供
給
値
段
を
見
ろ
！

産
児
制
限
運
動
技
術
者
養
成

見
ろ
！
プ

ロ
の
産
児
制
限
展
覧
会



第
五
号

〔
一
九
三

一

(昭
和
六
)
年
〕

報
告

講
演
／
芝
居
の
代
り
に
漫
談
／
Ｂ
Ｃ
対
話
／
座
談
会

プ

ロ
Ｂ
Ｃ
旗

の
目
覚
し
き
前
進
！
―

座
談
会
及
び
講
演
会
の
全
国
的
出
張
／

地
方
同
志

へ
の
依
頼

プ

ロ
Ｂ
Ｃ
展
第

二
回
予
告

！

財
政
部

か
ら

技
術
部

か
ら

第
六
号

〈
Ｂ
Ｃ
展
覧
会
号
〉

一
九

三

一

(昭
和
六
)
年

一
〇
月

一
日

産
児
制
限
展
覧
会
に
参
加
し
ろ
！
―

組
織
的
計
画
だ

労
働
者
券

を
活
し
て
下
さ

い
！
／
会
場
を
探
し
て
呉
れ
！
／
展
覧
会
参
加

の

た
め
に
支
部
会

・
職
場
懇
談
会

・
座
談
会
を
開
け
！

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
の
味
方
と
し
て
性

の
自
由
を
要
求
し
た
ア
ウ
グ

ス
ト

・
フ
ォ
レ

ル
死
す
！

第

七
号

一
九

三

一

(
昭
和
六
)
年

一
〇
月

一
六
日

展
覧
会
が
定

つ
た
―

プ

ロ
レ
タ
リ
ァ
産
児
制
限
展
覧
会
十
月
23
日
24
日
25
日

支
部
は
各
地

に
出
来

る
！
―

北
豊
島
支
部
確
立

プ

ロ
文
化
聯
盟
準
備
会
に
加
入
す

日
本
労
農
救
援
会
組
織
準
備
会
に
出
席
す
！

支
部

か
ら
の
出
張
相
談
は
五
人
以
上
の
場
合
と
定
め
た
！

中
央
委
員
会

の
定
期
廃
止
！

頼
む
！
滞
納
会
費
を
納

入
し
て
呉
れ
！

第

―
一
号

一
九
三
二

(昭
和
七
)
年

四
月

二
〇
日

プ

ロ
Ｂ
Ｃ
の
全
国
的
組
織
確
立
の
為
に
斗

へ
！

組
織

の
基
礎
は
先
づ
班
か

ら
予
告

プ

ロ
Ｂ
Ｃ

ニ
ユ
ー
ス

「大
衆
版
」
発
行

!!

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
聯
盟
弾
圧
！！
―

各
加
盟
団
体
共
同
抗
議

に
参
加
せ
よ
!!

プ

ロ
Ｂ
Ｃ
か
ら
同
志
山
本
検
束
さ

る

同
盟
費

ヲ
納

メ
ヨ

Ｂ
Ｃ
相
談
所
を
各
地
区

に
作
れ
！

地
方
支
部

は
至
急
報
告
を
送
れ
！

書
記
局
か
ら



『産

児

制

限

運
動
』

(無
産
者
産
児
制
限
同
盟
発
行
)

第

一
号

一
九

三

一

(
昭
和

六
)
年
九
月

一
九
日

宣
言

(無
産
者
産
児
制
限
同
盟
創
立
大
会
)

ソ
ヴ

エ
ー
ト
同
盟

に
お
け
る
産
児
制
限
そ
の
他
に
就
て

秋

田

雨
雀

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
解
放
に
於
け

る
産
児
制
限

神
近

市
子

パ

ン
フ
レ
ツ
ト
が
出

る

プ

ロ
Ｂ
Ｃ
と
ブ

ル
ヂ

ヨ
ア
産
児
制
限
は
本
質
的

に
異
る
―

石
本
夫
人
の
論
説

に
駁
す

岩
崎

素
子

産
婆

の
立
場
か
ら
産
児
制
限
を
論
ず

小
林

美
代

プ

ロ
Ｂ
Ｃ
相
談
所
を
利
用
せ
よ
！

綱
領
／
規
約

プ

ロ
Ｂ
Ｃ
活
動
報
告

今
日
迄

の
組
織
活
動

(同
盟

・
組
織
部
)
／
技
術
部
報
告

(
同
盟

・
技
術
部
)

第

二
号

一
九

三

一

(
昭
和
六
)
年

一
二
月

一
〇
日

＊
表
紙
に
は

『プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
産
児
制
限
運
動
』
と
あ
り
。

所
謂
満
洲
事
件
と
産
児
制
限

日
本
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
聯
盟
結
成
と
プ

ロ
Ｂ

・
Ｃ
の
任

ム
に
つ
い
て

ド
イ

ツ
に
於
け
る
Ｂ

・
Ｃ
闘
争

山
本

琴
子

避
妊
の
急
所

は
こ
ゝ

中
根
あ
き
の

ソ
ヴ

ヱ
ー
ト

・
ロ
シ
ア
の
婦
人
労
働
者

職
場
通
信

新
婚

の

一
労
働
者
よ
り
／
相

互
支
持

の
た
め
に

小
供

に
つ
い
て
の
感
想

徳
永

直

デ

マ
を
蹴

っ
て

畠

田

盛
雄

投
書

労
働
者

の
避
妊
法

下
山

計
雄

ム
産
者
産
院
を
作

る
ぞ
！
皆
ん
な
参
加
し
ろ
！

支
部

は
こ
う
し
て
作
れ

第

二
回
テ

ン
ラ
ン
会

の
成
績

プ

ロ
Ｂ
Ｃ
パ

ン
フ
レ
ツ
ト
直
ち

に
申
込

め
！

推
薦
雑
誌

・
新
聞

プ

ロ
Ｂ
Ｃ
相
談
所
案

編
輯
後
記



『
プ

ロ
Ｂ

Ｃ

ニ

ユ
ー

ス
大

衆
版

』

(無
産
者
産
児
制
限
同
盟
発
行
)

第

四
号

〈
大
衆
産
児
制
限
〉

一
九

三
三

(昭
和

八
)
年
七
月

一
五
日

新
ら
し
い
活
動

に
就

い
て

プ

ロ
Ｂ
Ｃ
常
任
委
員
会

編
輯
部
か
ら

海
綿

は
ど
ん
な
に
し
て
使
ふ
か
そ

の
効
果

は
ど
れ
だ
け
あ
る
か

産
児
制
限
が
自
由
で
も
ソ
ヴ

エ
ー
ト
同
盟

で
は
人

口
が
増
加

注
射

一
本
で
男
女
児
が
思

ふ
ま

ゝ
に
妊
娠
出
来

る

月
や
く
屋
訪
問
記

プ

ロ
Ｂ
Ｃ
の
避
妊
法
は
斯
う
し
て
獲
得
す
る

×
×
地
区

×
×
班

実
話

多
産
地
獄
か
ら
救

は
れ
た
八
木
さ
ん

一
家

の
話

(
×
×
区

ニ
ユ
ー
ス
よ

り
)

ど

こ
に
も
な

い
独
特

の
内
容
で
特
輯

号
を
続

々
と
発
行
す
る
ぞ

！

地
方

か
ら
の
た
よ
り

茨
城

一
農
夫
／
プ

ロ
Ｂ
Ｃ
技
術
部
員

『
産
児

調

節

ニ
ユ
ー

ス
』

(日
本
産
児
調
節
婦
人
同
盟
本
部
発
行
)

第

一
号

一
九

三
四

(
昭
和
九
)
年
五
月

五
日

ニ
ユ
ー
ス
発
行

の
挨
拶

日
本
産
児
調
節
婦
人
同
盟

関
西
支
部

安
全
週
期
説
覆
さ
る
―

全
米
産
調
大
会

で

ア
ジ

ア
に
於
け
る
産
調
大
会
準
備
会
―

ロ
ン
ド

ン
で
開
か
る

全
女
性
の
幸
福
の
た
め
に

阿
部

静
枝

今
後
の
発
展
を

山
室

民
子

待
望
の
産
調
相
談
所
生
る
―

石
本
静
枝
氏
を
主
任
と
し
て

産
調
相
談
に
現
は
れ
た
深
刻
な
世
相

産
調
の
意
義
が
如
何
に
大
き
い
か

心
強
く
思
ふ

赤
松

常
子

青
森
地
方
に
相
談
所
設
置

「産

児

調
節

ク
リ

ニ
ツ
ク
」

と

は
何

か
？

―

ク
リ

ニ
ツ
ク
問
答

母
は
叫
ぶ



『
産

調

ニ

ユ
ー

ス
』

(
日
本
産
児

調
節
連

盟
総
務
部
発

行
)

第

一
報

〔
一
九
四
七

(
昭
和

二
二
)
年

一
〇
月
〕

日
本
産
調
連
盟
結
成
大
会

産
調
建
議
は
…

九
月

二
十
四
日
…

サ
ン
ガ
ア
夫
人
…

天
野
医
博

は
…

馬
島
委
員
長
は
…

神
戸

の
産
調
運
動

十
月
十

一
日
に
役
員
会
開
催

『
産

児

制

限
』

(健
康
世
界
社
発
行
)

第

一
巻
第

一
号

一
九
四
七

(昭
和
二
二
)
年

一
〇
月

一
日

(＊
画
)

古
沢

岩
美

産
児
の
設
計

式
場
隆
三
郎

産
児
調
節
は
い
か
に
人
生
を
幸
福
に
す
る
か

馬
島
ゆ
た
か

性
の
調
整

マ
ー
ガ
レ
ツ
ト

・
サ
ン
ガ
ー

あ
と
が
き

天
野

景
康

第
二
巻
第
二
号

一
九
四
八

(昭
和
二
三
)
年
四
月
二
五
日

(＊
画
)

古
沢

岩
美

優
生
法
案
に
就

い
て

馬
島
ゆ
た
か

妊
娠
調
節
法
の
公
式
と
実
施
法

天
野
景
康
／
天
野
文
子

産
児
制
限
と
堕
胎
の
限
界

浅
田

一

受
胎
と
人
工
流
産

の
注
意

中
井
卓
次
郎

母
体
保
護
と
医
学
的
避
妊

中
島
鎌
太
郎

避
妊
器
具
の
種
類
と
批
判

磯

正
盛

誌
上
ク
リ

ニ
ツ
ク

答

・
馬
島
憫
／
中
井
卓
次
郎
／
杉
本
清
治
／
磯
正
盛
／
中
島
鎌
太
郎

新
避
妊
術
Ｍ
Ｈ
式
浸
潤
法

本
庄
道
太
郎

サ
ン
ガ
ー
夫
人
伝

(第

一
回
)

式
場
隆
三
郎

産
制
運
動
展
望

Ｍ

・
Ｓ



『
産

調

時

報

』

(
日

本

産

児

調

節

連

盟

総

務

部

発

行

)

第

一
号

一
九

四
八

(
昭
和

二
三
)
年

一
一
月

一
日

吾
等

の
主
張

馬
島
ゆ
た
か

発
刊

の
言
葉

産
児
調
節
運
動

の
発
展

の
た
め
に

安
部

磯
雄

産
児
調
節
運
動

の
将
来

式
場
隆

三
郎

改
良
ペ

ツ
サ
リ
ー
に
就

て

産
児
調
節

の
急
務
と
婦
人

の
覚
醒

天
野

文
子

産
児
調
節

(＊
詩
)

な
か
や

・
し
げ
る

優
生
保
護
法

(抜
萃
)

Ｊ
．
Ｂ
．
Ｃ
．
Ｌ

ニ
ユ
ー
ス

高

田

連
盟
加
盟
ク
リ

ニ
ツ
ク
の
現
況

第

二
号

一
九

四
九

(
昭
和

二
四
)
年

一
月

一
日

産
調
運
動
の
展
望

馬
島
ゆ
た
か

強
姦
と
人
工
妊
娠
中
絶
―

優
生
保
護
法
第
十
三
条
第

一
項
第
四
号
に
つ
い
て

(
＊
『
日
本
医
事
新
報
』
よ
り
)

産
児
制
限
実
態
調
査
概
要
―

『人

口
問
題
研
究
』
第
五
巻
よ
り

篠
崎
信
男
／
金
子
章
／
小
林
和
正

日
本
の
人
口

橋
本

虎
六

昨
年
の
調
節
運
動
は
如
何
な
る
結
果
を
招
い
た
か

産
調
運
動
の

一
年

お
米
と
赤

ん
坊

産
調
閑
話

Ｊ
．
Ｂ
．
Ｃ
．
Ｌ

ニ
ユ
ー
ス

産
児
調
節

の
方
法
調
査
成
績

"妊
娠
診
断
"
は
百
発

百
中
―

ヒ
キ
ガ

エ
ル
か
ら
研
究

に
成
功

(
＊
『
朝
日
新

聞
』

よ

り

)



『
日
本
産
児
計

画
情
報
』

(日
本
妊
娠
調
節
研
究
所
発
行
)

＊
英
文
欄
は
巻
頭
の
目
次

(
「内
容
」
)
に
沿

っ
た
。

第

一
巻
第

一
号

一
九

五
〇

(昭
和

二
五
)

年

三
月

二
五
日

〈
英
文

欄

〉

発

刊

の
辞

挨

拶

マ
ー
ガ

レ

ッ
ド

・
サ

ン
ガ

ー

祝
辞

Ｃ

．
Ｅ

．

Ａ
．

ウ

ィ

ン
ス

ロ
ー

メ

ッ
セ
ー
ジ

Ｗ

．

Ｓ
．

タ

ン
プ

ソ

ン

メ

ッ
セ
ー
ジ

Ｆ

．
Ｗ

．

ノ
ー

ト

ス
タ
イ

ン

日
本

人

口
の
現
状

館

稔

日
本

妊
娠

調
節

研
究

所
略

史

社
説

産

児

調
節

か
堕

胎

か
？

優

生

保
護

法

(抜

萃
)

戦

後

に

お
け

る
産

制
運

動

の
新

聞

記

録

(
1
9

4

7
―

4
9
)

人

の
声

各

政
党

と

人

口
問
題

(*
B
ir
th
　C
o
n
tr
o
l
　N
u
m
b
e
r
　o
f
　S
e
ik
a
i‐
J
e
e
p
よ
り

抄

訳

)

〈
和

文

欄

〉

挨

拶

マ
ー
ガ

レ

ッ
ト

・
サ

ン
ガ

ー

祝
辞

Ｃ

．
Ｅ

．

Ａ

．
ウ

ィ

ン
ス

ロ
ー

メ

ッ
セ
ー
ジ

ワ

レ

ン

・
Ｓ

・
タ

ン
プ

ソ

ン

メ

ッ
セ
ー
ジ

フ
ラ

ン
ク

・
Ｗ

・
ノ

ー
ト

ス
タ
イ

ン

日
本

の
人

口
と

産

児
計

画

パ

ス
カ

ル

・
Ｋ

・
ウ

ェ
ル
プ

ト

ン

「母
性

相
談

所

」

マ
リ

ー

・
Ｃ

・
ス
ト

ー
プ

ス

瑞

典

に
お
け

る
堕
胎

の
法

制
化

エ
リ
ゼ

・
オ

テ
ゼ

ン
＝

エ
ン
ゼ

ン

ア
メ
リ
カ
に
於
け

る
産
制

の
実
情
―

産
児
制
限
か
ら
家
族
計
画

へ

天
野

文
子

学
術
抄
録

編
集
部
、
天
野
弘
抄

受
胎
調
節
と
開
業
医

(
ア
ラ
ン

Ｆ

グ

ツ
ト

マ
ツ
カ
ー
)
／
座
薬

及
び

ゼ
リ

ー
剤
避
妊
薬

の
効
力

(
Ｎ

Ｊ
．
イ
ー
ス
ト

マ
ン
及

Ｒ
．
Ｅ
．
サ
イ
ベ

ル
ス
)

/
プ

ラ
ス
チ
ツ
ク
製
膣
部
帽

に
よ
る
避
妊

(
ア
ー
ネ

ス
ト

・
グ

レ
ー
プ

エ
ル

ン
ベ

ル
グ
及

ロ
バ

ー
ト

・
Ｌ

・
デ

イ
キ

ン
ソ
ン
)
／
人
工
妊
娠
中
絶

の
社
会

医
学
的
考
察

(柏
原
長
弘
)

タ

ン
プ

ソ
ン
博

士
の

『
太
平
洋
地
域

の
人

口
と
平
和
』

(＊
天
野
景
康

)

Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｑ

ニ
ュ
ー
ス

Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｉ
編
集
室
よ
り

産
制
運
動
の
恐
慌
時
代

？

(
＊
天
野
景
康
)
／

サ
ン
ガ
ー
夫
人
訪
日
拒
否
さ

る
産
調
図
書
室

第

二
巻
第

一
―

二
号

一
九

五

一

(
昭
和

二
六
)
年

六
月

二
五
日

〈
英
文
欄
〉

天
野
氏
夫
妻

の
事
業

に
寄
す

本

田

親
男

六

十

万

の

堕

胎

現

象

(
*

R
e
p
o
rt
　a
t
　th
e
　
1
3
th
　
J
a
p
a
n
　
M
e
d
ic
a
l

C
o
n
g
r
e
s
s
よ
り
抄
訳
)

古

屋

芳
雄

東
洋
婦
人

の
使

用
す

る
膣
隔
膜

の
大
き
さ

(
*
J
B
C
I,
M
o
th
e
r
s
　C
lin
ic
よ
り



訳

載

)

天

野

文

子

断
種

並

人

工
妊

娠

中

絶

報

告

(
1

9

5
0

)

厚

生

省

日
本

の
将

来

(
*
T
h
e
　M

a
lth
u
s
ia
n
よ
り
)

Ｃ

．

Ｖ

．
ド

ラ
イ

ス
テ

ー

ル

占
領
下
日
本
人
の
避
妊
薬
―

発
泡
錠
剤

本

誌

記

者

何
故
イ

ス
ラ

エ
ル
に
離
婚
が
多

い
か

(＊
要
約
)

マ
リ
ー

・
ス
ト
ー
プ

ス
博
士
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

(
＊

マ
リ
ー

・
ス
ト
ー
プ

ス
)

社
説

媾
和
条
約
と

日
本

の
過
剰
人

口

日
本

に
お
け
る
人

口
問
題

の
新
聞
記
録

(
1
9
5
0
年
12
月
―
1
9
5
1
年

6

月
)

抄
録
人

の
声

海
外

よ
り

の

ニ
ュ
ー
ズ
と
通
信

〈
和
文
欄
〉

天
野
氏
夫
妻

の
事
業

に
寄
す

本

田

親
男

ネ

ー
ル
首
相
と
印
度

の
人

口
問
題

(
＊
天
野
景
康
)

産

児
制
限

の
促
進
と
人

口
問
題
解
決

に
関
す

る
新
機
関
設
置

に
関
す

る
請
願

米
国
加
州

マ
リ

ン
郡
家
族
計
画
協
会

よ
り
寄
附
行
為

研
究
論
文
、
通
信
を
募

る

Ｊ
．
Ｐ
．
Ｐ
．
Ｑ
．

ニ
ユ
ー
ス

第

二
巻
第

三

―

四
号

一
九

五

一

(昭

和

二
六
)
年

一
二
月

三

一
日

〈
英

文

欄
〉

"
サ

ン
プ

ー

ン
"
錠
剤

の
避

妊

効
果

那
須

耐
成
／

H
.
N
a
k
a
i／
H

.
K
a
w
a
k
a
m
i

断

種

、
人

工

妊
娠
中

絶

並
死

産
報

告

(
1
9

5
1
年

1
―

6
月
)

厚

生

省

隔
膜

ペ

ツ
サ

挿

入

の
反

転
法

(
*
J
B
C
I,
M
o
th
e
r
s
 C
lin
ic
よ

り
訳

載
)

天
野

景
康
／

天

野
文

子

マ
ー
ガ

レ

ツ

ト

・
サ

ン
ガ

ー
女

史

か
ら

の

メ
ツ
セ

ー
ジ

(
＊

マ
ー
ガ

レ
ツ
ト

・
サ

ン
ガ

ー
)

人

口
問

題

の
解

決
策

(与

論

調
査

)

(
＊
『
朝

日
新

聞
』

よ

り
訳
載

)

日
本

に
お
け

る
避

妊
器

具
類

本

誌

記

者

社

説

人

口
政

策

と

し

て
産

児

調
節

日
本

に
お
け

る
人

口
問

題

の
新

聞
記

録

(1

9
5

1
年

6
―

12
月
)

海

外

よ
り

の

ニ

ユ
ー
ズ

と

通
信

〈
和

文

欄
〉

我

国
人

口
問

題

に
関

し

て
朝

野

の
識

者

に
訴

へ
る

北
岡

寿

逸

サ

ン
ガ

ー
女

史
来

訪

決

ま

る

イ

タ
リ

ア
と

産

児
制

限

(
＊
『
ザ

・
マ
ル

ス
シ
ア

ン
』

よ
り
訳
載

)

イ

タ
リ

ヤ

に
於

け

る
共

産
党

(
＊
『
ザ

・
リ

ス
ナ

ー
』

よ
り
訳
載

)

フ
オ

ー
ド

財

団

に
寄
附

金
申

請

に
関

し

て

ジ

ヨ

ン

・
ガ

ン
サ

ー

の
日
本
人

口
論

(
『
マ
ツ
カ

ー
サ

ー
の
謎
』

よ
り
抜
粋

)



タ

ン
プ

ソ
ン
博
士

の
警
告

!!
―

『
人

口
圧
力
と
平
和
』

(＊
『読
売
新
聞
』

よ

り
抜
粋
)

Ｊ
．
Ｐ
．
Ｐ
．
Ｑ

ニ
ユ
ー
ス

第

三
巻
第

一
―
三
号

一
九
五

二

(
昭
和

二
七
)
年
九
月

三

一
日

〈
英
文
欄
〉

結
婚
者

の
長
寿
に
就

て

館

稔

断
種
、
人
工
妊
娠
中
絶
及
死
産
報
告

(
1
9
5
1
)

厚

生

省

産
児
調
節
世
論
調
査

(
1
9
5
2
)

毎
日
新
聞
社

第
１
回
全
印
度
家
族
計
画
会
議

へ
の
天
野
主
幹

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

(
＊
印
度
Ｐ
Ｆ

Ａ
報
告
書
よ
り
)

(
＊
天
野
景
康
)

Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｉ
請
願

に
対
す
る
ウ

エ
ル
プ

ト
ン
博
士
の
回
答
書

(
国
際
連
合
)

社
説

印
度
に
お
け
る
世
界
人

口
と
家
族
計
画
会
議

日
本
に
お
け
る
人

口
問
題
の
新
聞
記
録

(
1
9
5
2
年

1
―
6
月
)

避
妊
薬

の
生
産
と
販
売
額
報
告

(
1
9
5
1
―
5
2
)

日
本

(＊
独

乙
産
制
連
盟
公
報

『
新
し

い
家
庭
』
よ
り
)
天
野

文
子

世
界
人

口
と
家
族
計
画
会
議

(
＊
「
国
際
人

口
と
家
族
計
画

ニ
ユ
ー
ズ
」
よ
り
)

日
本
産
児
調
節

の
重
要
性

(
＊
『
ニ
ユ
ー

ヨ
ー
ク

・
タ
イ

ム
ス
』

よ
り
)

Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｑ
写
真

画
報

天
野
博
士
歓
迎
午
餐
会
記
録

ミ
ル
ド

レ
ツ
ド

・
ギ

ル
マ
ン

日
本
医
師

曰
く

"
過
剰
人

口
は
赤
化
を
援
く
"

ブ
イ

ラ
デ

ル
フ
イ
ア
家
族
計
画
協
会

天
野
博
士
米
国

へ
来

る
／

Ｃ
Ｂ
Ｓ
放
送

ラ
リ
ー

・
レ
ツ
シ

ユ
ア
氏
日
本

の
人

口

問
題
を
論
ず
／

サ
ン
ガ
ー
夫
人

の
紐
育
市
訪
問

海
外
よ
り
の

ニ
ユ
ー
ズ
を
論
ず

〈
和
文
欄
〉

人

口
問
題
と
移
民

(
＊
『
人

口
と
産
業
時
報
』

よ
り
)

床

次

徳

二

受
胎
調
節

は
人

口
問
題

を
解
決

(＊
『
赤
十
字
家
庭
新
聞
』

よ
り
)

無
経
験
者

は
51
％

知
ら
れ
て

い
な

い
妊
娠
調
節
相
談
所

米
国
視
察
旅
行
日
誌

天
野

景
康

Ｊ
．
Ｐ
．
Ｐ
．
Ｑ
．

ニ
ユ
ー

ス

第
四
巻
第

一
号

一
九

五
三

(昭
和

二
八
)
年

三
月
三
〇

日

〈
英
文
欄
〉

"
子
宮

リ

ン
グ
"

100
例
報
告

土
居

淳

子
宮
内
妊
娠
予
防
法

近
藤

肇

断
種
人
工
妊
娠
中
絶
報
告

(
1
9
5
2
上
半
期
)

厚

生

省

都
会
生
活

に
於
け
る
高

い
産
調
の
実
行
率

篠
崎

信
男

産
調

"
膝
栗
毛
"

日
記
よ
り

(
＊
『
サ

ン
デ

ー
毎
日
』
よ
り
抄
訳
)

石
垣

純

二

日
本

に
は
ソ
連

の
Ｇ
Ｉ
ベ
ビ
ー
無
し

Ｆ
．
ヒ

ン
メ
ル
フ

ェ
ル
ト

"真

に
済

み
ま
せ
ん
、

サ
ン
ガ
ー
夫
人
さ
ま
"

Ｘ

Ｙ

Ｚ

日
本

の
人

口
問
題
解
決

は
？

社
説

世
界
平
和

の
た
め
の
世
界
的
家
族
計
画

Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｑ
写
真

ニ
ュ
ー
ズ

〈
和
文
欄
〉

東
南

ア
ジ
ア
諸
国
を
巡
つ
て
―

第

三
回
世
界
家
族
計
画
会
議

(印
度
便
り
)

マ

ー

ガ

レ

ッ

ト

・
サ

ン

ガ

ー



日
本

に
お
け

る
家
族
計
画
運
動

に

つ
い
て

(毎

日
新
聞
社
人

口
問
題
調
査
会
懸

賞

論
文
)

新
井

昭

一

"家

族
計
画
"
と

い
う
言
葉

Ａ

Ｂ

Ｃ

印
度

に
お
け

る
受
胎
調
節

の
問
題

(
*
A
p
p
ro
a
c
h
e
s
　to
　P
r
o
b
le
m
s
　
of
 H
ig
h

F
e
r
tility
 in
 A
g
r
a
r
ia
n
 S
o
c
ie
tie
s
よ
り
抄
訳
)

Ｎ
．
Ｖ
．
ソ
バ

ニ

イ

ン
ド

の
産
調
問
題

と
避
妊
薬
を
語

る

ギ

ャ
ン
ブ

ル
博
士
を
囲
ん
で

(
Ｊ

Ｂ
Ｃ
Ｉ
座
談
会
)

内
藤
豊
次
／

天
野
景
康
／

シ

・
ジ

ェ

・
ギ

ャ
ン
ブ

ル
／
安
井
修
平
／
古
屋
芳

雄
／
水
野
宏
／
古
沢
嘉
夫

世
界
家
族
計
画
会
議

に
出
席
し
た
四
天
王

Ｘ

Ｙ

Ｚ

家
族
計
画
聯
盟
準
備
委
員
会
な
る

避
妊
法

Ａ
Ｂ
Ｃ

(続
き
)

Ｘ

Ｙ

Ｚ

日
本

人

口
問
題
新
聞
記
録

(昭
和
27
年
9
―
12
月
)

ペ

ッ
サ
リ
ー
の
効
用
／
避
妊
錠

の
悲
劇

(
＊
漫
画
)
A
m
a
n
o

Ｊ
．
Ｐ
．
Ｐ
．
Ｑ
．

ニ
ユ
ー
ズ

第

四
巻
第

二
号

一
九
五
三

(
昭
和

二
八
)
年
六
月

三
〇
日

ど
う
し

て
人

口
が
増
え

る
か
？

〈
英
文
欄
〉

恐
る
べ
き
反
復
堕
胎

の
結
果

(＊
『
サ

ン
デ

ー
毎
日
』
よ
り
訳
載
)

石
垣

純

二

今

日
の
出
生

及
び
産
調
研
究

(
＊
『毎

日
新
聞
』

よ
り
要
約
)

厚

生

省

改
正
優
生
保
護
法

(昭
和

27
年

4
月
、
抜
粋
)

人

口
動
態
報
告

(
昭
和
26
―
昭
和
27
年
)

厚

生

省

人
工
妊
娠
中
絶

及
び
断
種
報
告

(1
9
4
9
―
1
9
5
2
)厚

生

省

社
説

欲
せ
ざ

る
赤

子
と
欲
す
る
赤
子

〈
和
文
欄
〉

国
際
家
族
計
画
連
盟
と

は

(*
英
国
家
族
計
画
協
会

F
a
m
ily
P
la
n
n
in
g
よ
り

訳
載
)

ベ
ラ

・
ホ
ー
ト
ン

子
供

は
財
産

で
は
な

い

家
族
計
画
は
こ
う
し
て

(毎
日
新
聞
社
人

口
問
題

調
査
会
懸
賞
論
文
)

(
*
『
毎
日
新
聞
』
(大
阪
)
よ
り
)

中
田

鈴

『
ア
メ
リ
カ
便
り
』

(
*
米
国
家
族
計
画
聯
盟
発
行

ミ
§

ミ
氏
、
ミ
§
導
8
栽
よ
り

訳
載
)

マ
ー
ガ

レ
ツ
ト

・
サ
ン
ガ
ー
夫
人
よ
り(*

マ
ー
ガ
レ
ツ
ト

・
サ
ン
ガ
ー
)

産
児
調
節

の
傾
向
増
進
す

(
*
英
国

マ
ル
サ
ス
連
盟
発
行

『
註

ミ
貸
魯
ミ
紅
§

よ
り
訳
載
)

避
妊
錠

の
使
用
法
秘
訣

日
本
人

口
問
題
新
聞
記
録

(昭
和
28
年
1
月
―
6
月
)

過
剰
人

口
の
悲
劇

ア
フ
リ
カ

・
マ
ウ

マ
ウ
結
社

の
反
英
テ

ロ
と
産
児
調
節

X

Y

Z

J
P
P
Q

ニ
ユ
ー
ス

第

四
巻
第

三
―
四
号

一
九
五
三

(
昭
和

二
八
)
年

一
二
月
三
〇
日

無
料
贈

呈
=
何
方

に
も
新
旧
入
会
の
方

に
、
受
胎
調
節
指
導
用
セ
ツ
ト
ー
組



〈
英
文
欄
〉

日
本
産
児
計
画
情
報
満
四
年
を
迎
う

Ｘ

Ｙ

Ｚ

人

口
問
題
解
決

に
つ
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
僧
米
国
の
支
持
を
求
む

(
＊
『
毎
日
新

聞
』
よ
り
訳
載
)

断
種
手
術
及
び
人

工
妊
娠
中
絶
報
告

(
昭
和
28
年
前
期
)

厚

生

省

自
然
死
流
産
及
び
人
工
妊
娠
中
絶

(＊
『
日
本
人

の
性
生
活
』
よ
り
訳
載
)

篠
崎

信
男

社
説

国
際
家
族
計
画
聯
盟
批
准
さ

る

〈
和
文
欄
〉

避
妊
技
術
に
お
け
る
人
間
性
要
因

グ

ン
ナ
ー

・
ニ
カ

ン
デ

ル

農
村

に
お
け
る
家
族
構
成
の
実
態
と
家
族
計
画
運
動
の
具
体
策

(毎
日
新
聞
社

人

口
問
題
研
究
会
懸
賞
論
文
)

浜
名

志
松

『
日
本
人

口
』
と
食
糧
と
雇
用
問
題

第

２
回
日
本
人

口
問
題
討
論
会

か
ら

日
本
人

口
問
題
新
聞
記
録

(
昭
和
28
年

7
月
―

11
月
)

旧
約
聖
書

に
学
ぶ
移
住
新
建
国

(
＊
『
力
行
世
界
』
よ
り
)

永

田

稠

国
際
家
族
計
画
聯
盟

目
的
に
関
す
る
声
明
書

(暫
定
的
)

第

４
回
国
際
会
議
盛
大

海
外

ニ
ユ
ー
ズ

Ｘ

Ｙ

Ｚ

Ｊ
．
Ｐ
．
Ｐ
．
Ｑ

ニ
ユ
ー
ス

第

五
巻
第

一
号

一
九
五
四

(昭
和

二
九
)
年

三
月

三

一
日

産
児
調
節

の
手
段
と
し
て
の
断
種
手
術

(特
別
寄
稿
)

ハ
リ

ー

・
ジ

ー

・
グ

ツ
ツ

マ
ン

"
こ
れ
こ
そ
我
が
信
ず

る
と

こ
ろ
"

マ
ー
ガ

レ
ツ
ト

・
サ
ン
ガ
ー

避
妊

の
臨
床
的
効
果

(
＊
第

４
回
国
際
家
族
計
画
会
議
議
事
録
よ
り
訳
載
)

ク
リ

ス
ト
フ
ア

・
テ
イ
ー
ツ

エ

断
種
手
術
と
公
衆

の
理
解

(
*
T
h
e
　E
u
g
e
n
ic
s
　R
e
v
ie
w

よ
り
訳
載
)

ク

レ
ア
レ

ン
ス

・
ジ

エ

・
ギ

ヤ
ン
ブ

ル

永
久
避
妊
法
と
し
て
の
断
種
手
術

(
*
H
u
m
a
n
　S
te
r
iliz
a
tio
n
よ
り
訳
載
)

D
ic
k
in
s
o
n
　a
n
d
　G
a
m
b
le

わ
が
国

に
於
け
る
家
族
計
画
運
動

下
条

康
麿

日
本
家
族
計
画
連
盟
設
立
趣
旨
書
及
び
規
約

日
本
人

口
問
題
新
聞
記
録

(
昭
和

28
年

12
月
)

避
妊
法

Ａ
Ｂ
Ｃ

(
続
き
)

Ｘ

Ｙ

Ｚ

Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｑ

ニ
ユ
ー

ス

第
六
巻
第

四
号

一
九

五
五

(昭
和

三
〇
)
年

一
二
月

三

一
日

〈
英
文
欄
〉

サ
ン
ガ
ー
夫
人

よ
り

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

(
＊
サ

ン
ガ

ー
)

表
紙
裏

ギ
ヤ

ン
ブ

ル
博
士

に
本
研
究
所

"
サ
ン
ガ
ー
杯
"
授
与
さ
る

(
＊
写
真

も
)

第

５
回
国
際
家
族
計
画
会
議
画
報

第

５
回
国
際
家
族
計
画
会
議

(プ

ロ
グ
ラ

ム
)



第

５

回

国

際

家

族

計

画

会
議

決

議

扇

子

フ

ロ
ー

レ

ン

ス

・
ウ

エ

ル
ス

日
本

に

お
け

る
家

族

計

画

運

動

(
＊
C
o
n
te
m
p
o
ra
ry
　J
a
p
a
n
よ

り
)

天

野

文

子

人

口
と

戦
争

(
*
N
ip
p
o
n
　T
im
e
s
よ

り
)

〈
和
文

欄

〉

家

族

計
画

は
世

界

平
和

の
基

礎

マ
ー
ガ

レ
ツ

ト

.
サ

ン
ガ

ー

日
本

人

口
問

題

新

聞
記

録

(昭

和

30
年

7
月

～

12
月

)
,

ラ

ン
バ

ル
教

授

を
悼

む

Ｊ

Ｐ
Ｐ

Ｑ

ニ

ュ
ー

ス

『
研

究

ニ

ュ
ー

ス
』

(
避
妊

研
究

会
発
行
)

第

三
号

一
九

五

一

(
昭
和

二
六
)
年

四
月

避
妊
リ

ン
グ
の
小
史

安

田
徳
太
郎

避
妊
リ

ン
グ
の
成
績

(第

五
回
報
告
)

太
田

典
礼

沃

丁
塗
布
法
と
太
田
式
避
妊
―

リ

ン
グ
に
よ
る
避
妊
実
施

一
ケ
年

吉
田

貢

太

田
式
避
妊

リ
ン
グ

の
成
功
ま
で

(
二
)

太
田

典
礼

太
田
式
避
妊

リ
ン
グ
実
施

の
感
想

石
原

旺

避
妊
法

の
再
検
討
を
提

唱
す
る

(抄
録
)

中
島

精

断
種
と
妊
娠
中
絶

の
数
字

リ

ン
グ

の
あ
る
ま
ま
妊
娠
し
リ
ン
グ
を
引
き
出
し
て
妊
娠
継
続
中

の
例

太

田

あ
と
が
き
／
避
妊
研
究
会
会
員
募
集



『
Ｂ

．

Ｃ

．

ニ

ユ
ー

ス
』

(
バ

ス

コ
ン
研
究
会

発
行
)

〈
＊
号
数
表
記
な
し
〉

一
九

五
二

(
昭
和

二
七
)
年

一
月

あ

い
さ

つ

太
田

典
礼

日
本

の
人

口
問
題

に
対
す
る

ア
メ
リ
カ
の
輿
論

太

田

お
奨
め
し
た

い
リ

ン
グ
式

(『
週
刊
朝

日
』
十

一
月

二
十
五
日
号
特
集

「
科
学

ト
ピ
ツ
ク
ス
」
よ
り
)

安

田
徳
太
郎

避
妊
リ

ン
グ
の
成
績

(第

五
回
報
告
)

太

田

典
礼

リ

ン
グ
使
用
上

の
注
意

太

田

リ

ン
グ

に
対
す
る
反
対

(『
週
刊
朝

日
』
十

二
月
十
六
日
号
よ
り
)

避
妊
リ

ン
グ
と
子
宮
癌

近
藤
こ
ん

一

大
阪
市
立
阿
倍
野
保
健
所
佐
伯
医
師
談

(
『
日
本
医
療
衛
生
新
聞
』

一
月
五
日
号

「保
健
所
探
訪
」

よ
り
)

(*
佐

伯
)

第
五
回
近
畿
東
海
連
合
産
婦
人
科
医
学
会
総
会
演
説
抄
録

太

田
典
礼
／

田
中
雄
吉
／
中
野
理
／
藤
森
速
水
／
池

田
賢
／
石
原
旺
／
木
村

嘉

一
／
近
藤
こ
ん
一

リ

ン
グ
体
験
者

の
声

(『
週
刊
朝
日
』
十

二
月
廿
三
日
号

「読
者
と
編
集
者
欄
」

よ
り
)

あ
と
が
き
―

Ｂ

・
Ｃ

・
研
究
会
員
募
集

山

崎

『
避

妊

研

究

ニ

ユ
ー

ス
』

(
日
本
計

画
出

生
協

会
発

行
)

第
六
号

〈
避
妊
法
批
判
〉

一
九
五

二

(
昭
和

二
七
)
年

三
月

リ
ン
グ
式
避
妊
法
論
を
衝
く

Ｘ
、

Ｙ
、

Ｚ

リ

ン
グ
式
避
妊
法

の
功
罪

に

つ
い
て

野
村

武
夫

ペ

ツ
サ
リ
ー
法
東
京
都

二
百
名
使
用
状
況

高

田

哲
孝



『
母

性

新

聞

』

(関
西
優
生
協
会
、
母
性
新
聞
社
発
行
)

第

一
号

一
九
五
二

(昭
和
二
七
)
年
五
月
五
日

発
刊
の
辞

諸
賢

の
奮
起
を
望
む

柏
原

長
弘

改
正
保
護
法
十
日
よ
り
実
施
―

中
絶
は
医
師
に
任
す

母
性
保
護
医
協
会
の
り
出
す

講
師
派
遣
―

優
生
協
会
で

助
産
婦
も
指
導
員
に
な
る
―

大
阪
府
が
近
く
講
習
開
始

府
人
口
対
策
九
日
委
員
会

近
畿
産
婦
大
会
開
く
―

四
日
和
歌
山
医
大
で

医
師
会
新
役
員
潮
崎
氏
会
長
就
任

太
田
研
究
所
開
設

人

口
衛
生
協
議
会
発
足
す

関
西
優
生
協
会
再
発
足
―

理
事
長
は
柏
原
長
弘
氏

薬
学
講
演
会
盛
況

麻
薬
を
追
加

ベ
ン
新
製
品
完
成

紅
雀

(＊
コ
ン
ト
)

産
児
制
限
の
歴
史
(1)

平
沢

俊
男

優
生
協
会
の
講
演
会
盛
況
―

避
妊
法
オ
ー
ル
ス
タ
ー
産
婆
さ
ん
も
多
数
参
加

太

田
リ

ン
グ
ナ
イ

ロ
ン
化
完
成

谷

口
氏
要
望

ペ

ニ
ス
を
担
ぐ
思
想

淀
川

太
朗

優
生
保
護
法
の
改
正
全
文

社
告

避
妊
用
器
具

・
薬
品
の
御
取
次

関
西
優
生
協
会
事
業
部

大
阪
市
内
著
名
優
生
保
護
法
指
定
医
案
内

優
生
協
会
に
御
加
入
下
さ
い

第
二
号

一
九
五
二

(昭
和
二
七
)
年
五
月
二
〇
日

社
説

"優
保
法
は
改
悪
さ
れ
た
か
"

優
生
保
護
指
導
員
の
養
成
始
る
―

全
講
習
科
目
決
定
す

六
月
初
に
講
習
開

始
せ
ん

薬
剤
師
除
外
に
不
満

改
正
保
護
法

実
施
月
末
に
の
び
る

避
妊
モ
デ
ル
地
区
設
定
―

大
阪
府
人
口
対
策
で
決
る

助
産
婦
会
が
総
会

廿
三
日
に
役
員
も
改
選

こ
の
四
戒
は
守
れ
―

母
医
協
が
指
定
医
に
要
望

近
畿
産
婦
会
盛
況

人

口
対
策
六
月
行
事

助
産
婦
講
習
会

紅
雀

(
＊

コ
ン
ト
)

産
児
制
限

の
歴
史
(2)

平
沢

俊
男

優
生
法
改
正
余
話

知
識
層
の
逆
淘
汰
は
御
免
！
―

谷
口
さ
ん
大
い
に
語
る

人

口
増
加
減
る

五
年
の
労
苦
結
実
―

神
戸
産
児
連
盟
の
発
展



産
制
の
い
ろ
い
ろ

最
適
は
男
精
管
の
結
さ
つ

ヤ
ミ
医
師
大
恐
慌

改
正
で
対
策
に
苦
心

表
彰
に
輝
く
老
花

助
産
婦
会
長
井
野
辺
ケ
イ
さ
ん

西
日
本
産
制
活
澄
-

本
年
度
三
百
万
円
の
予
算

中
絶

の
手
続
に

つ
い
て

ス
ポ

ン
ヂ

に
就

て
(上)

杉
森

司

第
三
号

一
九

五
二

(
昭
和

二
七
)
年

六
月
五
日

産
婦
科
専
門
医
を
新
設
―

学
会
が
具
体
化
に
着
手
す

リ
ン
グ
の
問
題
点

避
妊
か
堕
胎
か
山
村
女
医
大
教
授
語
る

中
絶
報
告
は
暫
定
的
に
旧
様
式

協
会
を
公
益
法
人

へ
―

優
生
協
会
理
事
会
で
決
る

5
月
27
日
改
正
保
護
法
実
施

井
野
辺
会
長
再
選
―

改
選
で
わ
い
た
助
産
婦
大
会

吉
田
委
員
長
慰
労
―

東
指
会
の
例
会

産
児
制
限
の
歴
史
(3)

平
沢

俊
男

小
説
土
か
ら
み
た
堕
胎
―

大
川
氏
に
聞
く

「今
昔
物
語
」

避
妊
知
識

は
労
働
者

に
低
い

子
供

の
日

(
＊

コ
ン
ト
)

ハ
イ
ド

ラ
ジ

ツ
ド

の
正
体
―

ブ

イ
タ
ミ

ン
Ｂ
３
が
主
成
分

性
生
活
の
相
談

答

・
Ｔ
Ｏ
生
／
Ｋ
生

産
婦
学
会
通
牒

徳
川
時
代
の
優
生
法
―

川
柳
か
ら
み
た
あ
れ
こ
れ

生
活

の
苦
し
い
避
妊
の
大
半
が
こ
れ

ス
ポ

ン
ヂ
に
就
て
(中)

杉
森

司

母
性
俳
壇

江
藤

大
嶺

母
性
歌
壇

更
年
悲
哀

高
田

久
子

第

四
号

一
九

五
二

(昭
和

二
七
)
年

六
月

二
〇
日

市
販
で
き
ぬ
避
妊
用
具

リ

ン
グ

・
ベ

ン
等

の
取
扱
要
領
き

ま
る

奈
良
産
婦
医
会
優
生
保
護
法
を
解
明

有
資
格
は

一
割
か
―

屋
上
屋
を
架
す
と
反
対

中
本
氏
が
理
事
長

奥
さ
ん
に
公
休

文
部
省
が
性
指
導
を
や
る

博
士
に
代
る
専
門
医
―

厚
生
省
は
強
行
の
バ
ラ

受
胎
調
節
の
在
り
方

大
川

竜
夫

ク
マ
の
肝
で
死
ぬ

沃
丁
避
妊
法
の
問
題
点
―

一
時
か
永
久
か

永
田

義
淵

産
児
制
限

の
歴
史
(4)

平
沢

俊
男

避
妊
講
演
会
開
く
―

平
均
二
回
の
中
絶

妊
娠
恐
怖
症
の
主
婦

避
妊
知
識
の
低
い
大
阪
―

来
阪
の
沢
せ
つ
子
氏
語
る

廿
七
人
も
生
む

女
学
生

の
ア
ル
バ
イ
ト

増
加
す
る
妊
娠
中
絶
―

今
年
は
百
万
突
破
か
去
年
は
廿
四
年
の
三
倍

府
下
の
中
絶
約
四
万

神
戸
講
演
盛
況

薬
界

進
歩
す
る
薬
の
近
況
②
サ
ル
フ
ア
剤

・
駆
虫
剤
な
ど



性
生
活

の
相
談

答

・
Ｏ

医

師

大

人

の
火
遊

び

第
五
号

一
九

五

二

(昭
和

二
七
)
年
七
月

五
日

イ

ン
ド
で
産
制
世
界
大
会

日
本

に
も
案
内
状
来

る

リ
ン
グ
研
究
会
―

優
生
協
会
で
三
日
開
く

サ
ン
ガ
ー
夫
人
秋
に
来
訪

藤
沢
氏
帰
国
す

薬
局
も
業
務
の
範
囲
で
―

調
節
実
施
の
要
領
決
る

講
習
科
目
決
定
す
―

助
産
婦
卅
三
時
間

産
児
制
限

の
歴
史
(5)

平
沢

俊
男

避
妊
か
堕
脱
か
問
題
の
論
争
点

問
題
は
医
学
的
に
―

太
田
氏
、
山
村
教
授

に
答
う

聖
母
病
院
焼
く

芦
屋
夫
人
も
産
制
に
関
心
―

仏
教
会
館
で
避
妊
講
演

全
村
が
タ
ン
ポ
ン
式
―

宮
城
県
三
名
生
村

進
歩
す
る
薬

の
近
況
③
B
12

・
水
虫

・
利
尿
剤

麻
薬

に

一
年
半

妊
娠
歓
迎

覚

セ
イ
剤
摘
発

リ

ン
グ
使
用
の
経
験

大
川

竜
夫

性
生
活

の
相
談

答

・
Ｏ

医

師

第
六
号

一
九

五
二

(
昭
和

二
七
)
年
七
月

二
〇
日

中
絶
か
ら
避
妊
の
段
階

へ

産
制
の
普
及
に
乗
出
す
―

在
阪
各
婦
人
団
体
が

準
備
中

人
口
衛
生
協
会
設
立

免
許
申
請
を
簡
素
化

北
医
師
会
の
奉
仕

生
活
難
が
原
因

経
済
的
理
由
が
80
％

実
地
指
導
の
認
定

講
習
会
は
民
間
で
出
来
る

条
件
さ
え
あ
れ
ば
個
人
も

可
来
月
中
に
は
実
現
か
―

一
向
に
進
ま
ぬ
指
導
講
習

保
護
法
施
行
規
則
決
る

産
制
の
半
数
は
中
絶
―

一
割
は
二
回
以
上

人
口
対
策
八
月
行
事

薬
液
塗
布
の
経
験
―

西
淀
病
院
産
婦
人
科

中
山

義
雄

届
出

の
形
式
決
る

産
児
制
限
の
歴
史
(6)

平
沢

俊
男

産
制
講
演

の
余
波

芦
屋

で
リ

ン
グ
騒
動
―

営
業
妨
害
と

一
部
が
騒
ぐ

助
産
婦
講
演
会

感
謝
さ
れ
る
リ

ン
グ
―

神
戸
計
画
産
児
診
療
所

の
例

多
胎

は
外
人

に
多

い
―

２
回
の
お
産

で
20
人
生
む

進
歩
す
る
薬

の
近
況
④

ル
チ

ン

・
収
縮
剤

・
メ
チ
オ

ニ
ン

性
生
活

の
相
談

答

.
Ｏ

生

バ
ラ
バ

ラ
二
日
来
阪



第
七
号

一
九

五
二

(
昭
和

二
七
)
年

八
月
五
日

産
制
世
界
大
会

の
準
備
進
む

今
秋
ボ

ン
ベ
ー
で
馬
島
、
太
田
、
柏
原
氏
ら

出
席

食
事
付
千

八
百
円
ホ
テ
ル
も
用
意

世
界

の
人

口
廿

四
億
―

一
分
間

に
四
十

一
人
生
れ

る

産
制

具
体
策
を
決
定

東
淀

川

・
狭
山

・
枚
方

を
モ
デ

ル

大
阪

の
認
定
講
習
は
九
月

新
会
長
に
柏
原
長
弘
氏

大
阪
婦
人
科
医
会
阪
大
で
開
く

保
険
医
の
産
制
講
習

母
性
春
秋

ど
こ
ま
で
続
く
か

"
ス
ポ

ン
ヂ
合
戦
"

Ｂ

・
Ｃ

生

産
児
制
限

の
歴
史
(7)

平
沢

俊
男

人
工
中
絶
は
危
害
が
あ
る
か
―

府
が
柏
原
氏
招
き
講
習
会

堕
し
そ
こ
な

つ
て
捨
子
―

哀
れ
春
を
売
る
母
親

ヴ
イ
ク
ト
リ
ア
女
王
も
産
児
制
限
を
希
望

乳
幼
児
の
看
護
法
(1)
―

体
温
、
脈
の
計
り
方

済
生
会
が
認
定
講
習
を
主
催
―

大
阪
支
部
も
準
備
に
着
手

カ

マ
ド
製
作
者
送
庁

医
業
特
別
所
得
廃
止

「苦
い
米
」
子
を
産
む

第

一

一
号

一
九

五

二

(
昭
和

二
七

)
年

一

一
月

一
日

告世
界
産
児
調
節
会
議
―

印
度
で
11
月
24
日
か
ら
32
ケ
国
代
表
が
出
席

太
田
博
士
等
が
出
席
―

印
度
会
議
に
期
待
す
る

サ
ン
ガ
ー
夫
人
来
る
―

30
年
振
り
で

時
評

人
工
流
産
の
問
題
―

手
術
料
と
悪
徳
医
師

産
児
調
節
が
中
心
―

日
本
人
口
学
会
の
総
会

百
万
弗
事
件

の
ギ

ヤ
ン
ブ

ル
博
士
来
日

海
を
渡
る
リ
ン
グ
―

台
湾
で
も
避
妊
の
研
究

Ｂ
Ｃ
Ｄ

日
本
性
教
育

の
歴
史

(1)
普
遍
化
さ
れ
た

の
は
近
代

夫
の
断
種
は
如
何
が
―

夫
の
断
種

"妻
"
か
ら
み
た
場
合

性
科
学
研
究
所
の
活
躍
―

ま
ず
性
生
活
の
調
査
か
ら

生
れ
出
ず
る
悩
み
―

敗
戦
の
落
し
子
混
血
児

一
体
誰
の
罪
か

性
教
育
全
国
同
盟
―

ス
エ
ー
デ
ン
の
労
働
婦
人

優
生
保
護
相
談
所
の
窓

口
か
ら

受
胎
調
節

中
年
婦
人
は
恥
し
が
り
積
極

的
な
20
才
台

福
岡
博
士
に
聴
く
―

性
教
育
問
題

ア
レ

コ
レ

母
親
ク
ラ
ブ
葛
飾
区
に
誕
生

結
婚

シ
ー
ズ

ン
に
贈
る
―

心
強
い
共
稼
ぎ
夫
婦
働
く
婦
人
こ
そ
よ
き
妻

合
同
結
婚
相
談
所
板
橋
に
誕
生

淋
病
と
結
婚

の
問
題
―

ど
う
切

り
抜
け

る
べ
き

か

知
ら
し
て
お
く
べ
き
初
夜

の
衛
生
―

夫
も
心
せ
よ



コ
ン
ト

こ

の
責

任

代

々
木

新

紹
興
酒
の
別
名
―

童
女
時
代
か
ら
貯
え
る
中
国
の
結
婚
酒

母
性
相
談

答

・
太

田

典
礼

世
界

一
は

エ
ジ
プ

ト
―

結
婚
、
離
婚
、
出
生
と
も

日
本
の
人

口
問
題

学
術
会
議
開
か
る
―

ユ
ネ

ス
コ
特
別
委
員
会

区
社
会
福
祉
会
次
々
に
誕
生

天
野
氏
予
防
課
長
に
―

大
阪
府

太
田
式
ナ
イ
ロ
ン
リ
ン
グ
の
治
験
成
績
を
発
表
―

関
東
地
方
産
婦
人
科
学
会

で
東
京
で
も
講
習
会
―

薬
剤
師
に
産
児
調
節
の

リ
ン
グ
研
究
会
―

治
験
病
院
の

薬
剤
師
に
講
習
―

避
妊
器
具
や
薬
品

沃
丁
避
妊
法
の
弱
点
―

大
阪
婦
人
科
医
会
集
談
会

飲
ん
で
き
く
避
妊
薬

大
阪
府
の
受
胎
調
節
指
導
員
認
定
講
習
―

連
続
開
催

ソ
ー

ハ
に
た
よ
る
低
調
な
農
村

の
産
児
調
節

近
藤
こ
ん

一

珍
問
集

『
避

妊

の
研

究

』

(
太

田
リ

ン
グ
研
究

所
発
行
)

第

一
号

一
九
五

二

(昭
和

二
七
)
年
七
月

二
五
日

よ
う
や
く
盛

ん
に
な

つ
た
学
界

に
お
け
る
避
妊
法

の
検
討

全
国
的

に
高
ま
る
産
児
制
限
運
動

性
病
保
菌
年
令
は

サ
ン
ガ
ー
夫
人
秋

に
来
日

人
工
流
産

の
被
害

に

つ
い
て

太
田

典
礼

今
秋

イ

ン
ド

で
国
際
バ

ス

・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
大
会

有
効
無
害
な
避
妊
法
―

太
田
式
避
妊
リ
ン
グ
の
実
験
談
石
原

旺

ヨ
ー
チ

ン
避
妊
法

は

一
時
的
か
永
久
か

(『
母
性
新
聞
』

四
号

「沃
丁
避
妊
法
の

問
題
点
」
か
ら
抜
萃
)

永
田

茂
淵

リ

ン
グ

の
経
験

奥
田
惣
三
郎

金
属

リ
ン
グ

の
報
告
(1)

逸
見
さ
か
え

ナ
イ

ロ
ン
リ

ン
グ
の
臨
床
的
特
徴

太

田

ナ
イ

ロ
ン
リ

ン
グ
の
完
成

に

つ
い
て

太

田

ナ
イ

ロ
ン
リ

ン
グ
は
変
化
し
な

い

未
産
婦
と

リ

ン
グ

ナ
イ

ロ
ン
リ

ン
グ
の
使
用
技
術

(
『
母
性
新
聞
』
五
号

「
リ

ン
グ
使
用
の
経
験
」

か
ら
抜
萃
)

大
川

竜
夫

フ
オ
ー
ド
財
団
百
万
弗
寄
付
事
件
そ

の
後

リ

ン
グ
に
淋
疾

は
禁
物

太

田



受
胎
調
節
の
実
施
指
導
要
綱

珍
問
集

産
制
運
動
各
地
の
う
ご
き

避
妊
問
題
研
究
会
―

世
田
ケ
谷
産
婦
医

(東
京
都
)

人
工
流
産
後

の
リ

ン
グ
使
用

リ

ン
グ
の
あ
る
ま
ま
妊
娠

し
リ

ン
グ
を
引
き
出
し
て
妊
娠
継
続
中

の
例

近

藤

待
合
室

梅

垣



定
価
―

無
料

I
S

B
N

4
-
8
3
5
0
-
1
3
5
2
-
2

（
全
ω
冊
分
売
不
可
セ
ッ
ト
コ
ー
ド

IS
B
N
4
-
8
3
5
0
-
1
3
4
9
-
2
)

発
行
―

二
〇
〇
〇
年
六
月
二
五
日
発
行

◎

二
〇
〇
〇

性
と
生
殖
の
人
権
問
題
資
料
集
成
解
説

・
総

目
次

・
索
引

発
行
者
―

船
橋
治

発
行
所
―

不

二
出
版

〒

一
一
三
-
〇
〇

二
三

東
京
都
文
京

区
向

丘

一
―

二
―

一
二

電
話
〇

三

(
三
八

一
二
)

四
四
三
三

振
替
〇
〇

一
六
〇
―

二
―
九
四
〇
八
四

組
版
―

埼
玉
福
祉
会
／
ア
ド
バ
ン

印
刷
所

三
進
社

製
本
所
―

青
木
製
本
所

解
説
者
紹
介
―
荻
野
美
穂
(お
ぎ
の
・み
ほ
)

大
阪
大
学
教
員

一
九
四
五
年

中
国
青
島
に
生
ま
れ
る

奈
良
女
子
大
学
大
学
院
博
士
課
程
中
退

主

要

著

作

『
制
度
と
し
て
の
女
』
(
共
著

一

九
九
〇
年

平
凡
社
)

『生
殖
の
政
治
学
―
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム

と
バ
ー
ス

・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
』
(
一

九
九
四
年

山
川
出
版
社
)

『共
同
研
究

男
性
論
』
(共
著

一

九
九
九
年

人
文
書
院
)

松
原
洋
子
(ま

つ
ば
ら
・よ
う
こ
)

お
茶
の
水
女
子
大
学
教
員

一
九
五
八
年

東
京
都
に
生
ま
れ
る

お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
博
士
課

程
修
了

主

要

著

作

『
優
生
学
の
歴
史
と
現
在
』
(仮
題
)

(共
著

近
刊

講
談
社
現
代
新
書
)

「〈
文
化
国
家
〉
の
優
生
法
―
優
生

保
護
法

と
国
民
優

生
法

の
断
層

」

『
現
代
思
想
』
(第

二
五
巻
第
四
号

一
九
九
七
年

青
土
社
)

「中
絶
規
制
緩
和
と
優
生
政
策
強
化

―
優
生
保
護
法
再
考
」
『思
想
』
(第

八
八
六
号

一
九
九
八
年

岩
波
書
店
)

斎
藤

光

(さ

い
と
う

・ひ
か
る
)

京
都
精
華
大
学
教
員

一
九

五
六
年

青
森
県

に
生

ま
れ
る

北
海
道
大
学
大
学
院

・
東
京
大
学
大

学
院

・
修
士
課
程
卒
業

主

要

著

作

「
o
v
e
r
v
i
e
w

セ
ク

シ

ュ
ア
リ
テ

ィ
研

究

の
現
状
と
課
題

」
『
岩
波

講
座
現

代
社
会
学
10

セ
ク

シ

ュ
ア
リ
テ

ィ
の

社
会
学
』
(
一
九
九
六
年

岩
波
書
店
)

「
ク
ラ
フ
ト
=
エ
ビ

ン
グ

の

『
性
的

精
神
病
質
』

と
そ
の
内
容

の
初
期
移

入
史
」
『
京
都
精
華
大
学
研
究
紀
要
』

(第

―
〇
号

一
九
九
六
年
)

「P
sy
c
h
o
p
a
th
ia
 S
e
x
u
a
lis
の
初
邦

訳
に
つ
い
て
―
邦
訳
の
原
典
は
原
著
第

何
版
か
？
」
『
京
都
精
華
大
学
研
究
紀

要
』
(第

一
七
号

一
九
九
九
年
)



Ⅳ

索

引





資料名索引

・数字の表記は、巻数-資 料番号を示す。(編 集部)

あ

愛 国産 児制 限相談所 の道案 内5一51

ア メ リカ産 児制 限運動 の母 サ ンガー夫人 を

迎 え て 日本 の人 口問題 につ いて考 え ま

しょ う12一238

安全確実 妊娠調節 の手 引 図説9一140

〔案 内〕2-21

医学上 よ り見た る産 児制 限 と其方 法

8一127

石崎式妊娠 調節弁 の解説 →受精防止の避妊用

具 石崎式妊娠調 節弁 の解説

遺伝 ・人生 ・随 想24-398

遺伝 と人性17―328

A.Y.式 新産 児調 節法11一210

御祝19一345

欧米避妊方 法批判4―48

応用問答 生殖器健 全法28-464

応用優生学 と妊娠 調節3-41

小川 隆四郎8-118

お知 らせ11一197

御知 らせ とお願 い まで10-178

か

外 国に於 け る断種 法実施 状況(民 族衛生資料

第三号)26―444

解 消声 明書6―90

改正優 生保 護法 →詳解 改 正優 生保 護法

〔回答 〕5一57

懐妊 及避妊 の秘訣1-8

懐妊避妊 自在 法 全(智 慧の庫第四十五号附

録)1-1

〔会 の よびかけ〕9一144

確実 なる避妊 の方法 附断種法(治 し方叢書第

二篇)7-111

家系調査要綱20-359

家族計画相談 カー ド11-202

家族制限法2一13

各国優生 関係法令19一348

家庭 産児制 限の実際10-165

家庭 と性教 育32-484

家庭 の栞 妊娠調節の指針7-104

加盟 申込書7-99

器具薬品 を要 せぬ合法 的避 妊法(近 代生活叢

書第一篇)6-97

北 多摩郡全市 町村 の産 児制 限実 態調査 に関

す る集計結 果表10一154

謹告6―68

熊本県医師会調 熊本県 人 口増 強基本 調査結

果概 要(人 口問題資料第4輯)25-401

熊本 県人 口増 強基本調 査結 果概 要 →熊本県

医師会調 熊本 県人 口増 強 基 本 調 査 結 果

概 要(人 口問題資料第4輯)

計 画産 児 の知 識 と実際(別 冊政界ジープNa1・

受胎調節特集)10―167

計画産 児連 盟神戸 診療所 患者 病 歴 →社団法

人 計画産 児連盟神 戸診 療所患 者病 歴

決議12-241

結婚行 事 改善指 針(結 婚問題資料第一輯)

23一379

結婚新 体制21一369

結婚 読本33一485

結婚 と迷 信20-362

結婚 と癩 病21―365



結婚 二於 ケル健 康 問題 ノ指導 指針21-370

結婚年 齢 と所得 結婚促進に関する資料二(大

東亜建設民族人 口資料二三)23―385

結 婚 のすす め21-364

結 婚報 国懇 話会 々則 附役員名簿23-381

血 族結 婚 につ いて20―358

現 代学 生 の性 行動34-494

現 代性慾 生活 問題30-471

現代避 妊 法早 わか り 附受胎可能期早わか り

暦10-179

県別及び都市町村別 産 児調節 実態 調査 集 計

結果 表 昭和24・25年度全国17県 に於る調査

(人口問題研究所研究資料第76号)11一226

健 民運動(人 口資料第三)23-390

ごあ い さつ11―197

講演 と映 画 の集 い"家 族 計 画普 及 のため に"

11-228

豪華版 産制 コン ドーム カタ ログ7一116

厚 生 省 ・人 口問題研 究所 「産 児制 限 」実 態 調

査結 果速 報(第 二次)に つ いて10-157

幸 福 な家族 計画 受胎調節 と妊娠の正 しい知

識12―236

幸 福 の しるべ11―195

国策産 児調 節 と性常 識7―107

国土 ・人 口・血液21-368

国防 国家 の建設 と結 婚報 国聯 盟 の提 唱

19-344

国民優 生図解21-367

国民優 生 二関 スル法律 案 ノ帝 国議会 二於 ケ

ル審 議 ノ経 過19-349

国民優 生法22-374

国民優 生 法第十 六条 に関す る件(厚 生省発衛

第一二四号)25一403

国民優 生法 中に一条 挿入 に関す る建議 案

25-404

国民 優生法 二関 スル法規 及通 牒 集 附国民

優生法解説23-394

子宝 自在 二造 ル伝 全(官許)1―2

子 宝報 国の栞(母 子保護資料第二輯)23-388

子供 を産 みた くな い方11一199

子 の有 る法無 い法1-5

今 日の 日本 で実 行可能 で割 に確 か な法

2-20

さ

最近 に於 け る結 婚 の傾 向(暫 定稿)結 婚促進

に関する資料三(大 東亜建設民族人 口資料二

五)23-386

最新各種 避 妊実 行法 詳説9-138

財団法人 人 口問題 研 究会会 員 募集26-431

財団法人 人 口問題 研 究会寄 附行 為26―435

財団法人 人 口問題 研究 会 人 口対 策 委 員 会

第一 回総 会議 事速 記録26一437

財団法人 人 口問題 研究 会 人 口対 策 委 員 会

第二 回総 会議 事速 記録26一438

財団法人 人 口問題 研究会 募金 趣意 書

26一432

産 院事 件 に対す る声 明9-141

サ ンガ ー女史 一行 日程表12-240

サ ンガ ー夫 人伝 と産 児調 節展 望9-130

産 児制 限研 究(パ ンフレット第一編)2-24

産 児制 限実態 調査結 果 の概報(人 口問題研究

所研究資料第ニー号)9-136

産 児制 限実態 調査 二関 ス ル 概 況 人 口問題

研究所研究報告会報告概要8―129

産 児制 限相談 所取締 二関 スル概要6-84

産 児制 限大講 演会3一33

産 児制 限 と社 会 主 義(人 口問題研究所研究資

料第四号)8-124

産 児制 限 と性 生活 の実態 的 研 究 下町に於

ける資料10―172

産 児制 限 と避 妊2-15

産 児制 限 と避 妊法7―102

産 児制 限 と婦 人 付サンガー夫人小伝(よ みう

り叢書3)8-119

産 児制 限 と優 生 学(世 界パ ンフ レツ ト通信号



外)2一14

産児制限 二関スル世論 ノ動 向(人 口政策委員

会参考資料)8-122

産児制限 に就 いて8一125

産児制限 の解説9一133

産児制限 の可否(朝 日民衆講座第二輯)5-52

産児制限 の基礎 的理論 新マルサス主義の概

観(人口問題研究所研究資料第十七号)9一131

産児制限 の研究8一128

産児制限 の 自由 と人 口問題調査会設置 に関

す る請願9-143

産児制限 の促進 と人 口問題解決 に関す る新

機 関設置に関す る請願11-206

産 児制 限の促 進 と人 口問題 解決 に関す る新

機 関設置に関す る請願(案)11一192

産 児制 限の正 しい知識10-176

産 児制 限の知識(国 民医学新書)8一120

産児制 限の話 避妊の話6‐93

産児制 限の理論 と実際(社 会問題叢書v)

3一35

産児制限反対論 ・無量 寿経 要論6一88

産児制限批判11―214

産児制 限普及会規約11一193

産 児制 限普及会協議会 御案 内11一191

産児制 限普及会今後 の活動方針(案)

11-191

産児制限普及 会趣 意書11-193

産 児制限普及会 の建議9一150

産 児制 限無産者 同盟規約(草 案)6-74

産児制 限無産者 同盟 創立 大会6-80

産児制 限無産 者 同盟 創立 大会参加 に就 いて

のお願 ひ!6一79

産 児制 限無産者 同盟組織 方針 書6-74

産 児制 限問題概 観(人 口問題研究所研究資料第

十六号)9一135

産 児制限 問題 大講 演会3-29

産 児制 限 問題 の人 口政策 的考 察(人 口問題研

究所研究資料第四三号)10一174

産児制 限問題 の与論調 査(読 売新聞社実施紙

上討論会資料)8-123

産 児制 限論 一名避妊の研究1-7

産 児制 限論(文化パンフレット第二十輯)

2-26

産 児制 限論を諸方面 よ り観察 して(日本産児

調節研究会叢書第一編)2-16

産 児調節運動 に対す る吾等 の態度(案)

9-132

産 児調節実践普 及国民大会開催 につ き御 案

内11-218

産 児調節実態調査 集計 結 果 表 → 県別及び都

市町村別 産 児 調 節 実 態 調 査 集 計 結 果

表 昭和24・25年度全国17県に於る調査(人 口

問題研究所研究資料76号)

産 児調節大講 演会3-31

産 児調節調査 票12―235

産 児調節展 覧会開催 の趣 意6一68

〔産児調 節展覧会 へ の出品の依頼〕6-75

産 児調節 と避 妊5―61

産 児調節 と夫婦性 生活 の実 態 附優生保護

法10―177

産 児 調 節 に 対 す る国 内 の 関心 と普 及 状 態

〔第二回〕12―237

産 児調節 につ いて→世論調査 産 児 調 節 に

つ いて 新世連第3回 調査

産 児調節 につ いて の世 論調査 結果 表 新世

連第三回調査10一161

産 児調 節 の学理 と実 際4-47

産児調 節 の心得7-110

「産 児調節 」の調査 につ いて お願 い12-235

産児調 節 の普及状 況 に関す る調査12-246

産児 調節 の理論 と実際3-32

産 児調節 の理論 と実 際 性生活の合理化(性

科学全集第九編)6-65

産 児調節 は 出来 るか7一101

産 児調節 は なぜ大 切か6-77

産 児調 節婦 人聯盟 規約(創 案)6一70



産 児調節婦 人聯盟趣 意 書6―69

産 児調節婦 人聯盟組 織協 議会 〔呼びかけ〕

6一72

産児 調節婦 人聯盟組 織協 議会順 序6-71

産児調 節法(改 訂再版)9一146

産 児調節 論1一12

産 児調節 論(春 秋文庫31)5一58

産制 及 び移民 問題 を中心 とす る タム ソン博

士 の発 言 とそ の反 響(人 口問題研究所研究

資料第三十八号)10―158

産制 コン ドーム カタ ログ→豪華版 産 制 コ

ン ドーム カタ ログ

〔賛 同 の呼びか け〕6一63

色情狂編 完27―457

色情 と青年28―462

色情 と其衛 生27-460

事業 場 に於 け る結 婚奨 励(結 婚問題資料第二

輯)23-380

指示事項(昭 和六年四月二十八 日於地方長官会

議)〔抄〕有害 避妊 用器具 取締 二関 スル件

6-67

指示事項(昭和六年五月十八 日於警察部長会議)

〔抄〕有 害避妊 用器 具取締 二関 スル件

6-73

思春 期 の性 意識(日 本における性の調査報告大

集第3巻)35-499

実 行す る ことだけ が今 日の産児 調節運 動 で

あ る11一203

〔「実行 方法」を知 りた い人へ の文書 〕2-19

実際 に於 け る避妊 及 び産 児制 限の新研 究

附新夫婦の文化生活(沢 田性 の研究叢書第六

巻)2-17

実地応用 妊娠調節 図解 避妊法 ・人工流産

・

支那事変 に よる出生及死亡 の変化(人 口問題

研究資料一)19一351

社会衛 生学16-324

社 会改 良実論 全1一4

社 会 的色慾 論27一458

借 用書11-198

社団法人 計画産 児 連盟 神 戸 診 療 所 患 者 病

歴11-196

社団法人 日本家族 設 計協 会定 款11-181

社団法人 日本 防貧 協会 運 動方 針 書10-163

趣 意書2-25

十八歳 未満 の子 女 の分 布(人 口問題研究資料

一〇)22-378

主 旨11-188

受精防止の避妊用具 石崎 式妊 娠 調節 弁 の 解

説11―189

受胎 調節 及 び堕胎 に関 す る各 国の態 度並 に

施設 の概 要(人 口問題研究所研究資料第四〇

号)10―168

受 胎調 節 に関 す る世 論調 査(世 論調査報告書

調査番号48)11-227

受 胎 調 節 の 衛 生 教 育 テ キ ス ト(NURSE'S

LIBRARYNa108)12-242

受 胎調 節便 覧10一180

受 胎調 節法 の実 際 受胎調節講習会 ・質疑解説

集12一244

出産力 調査 案要 綱18一342

出産 力調査 結果速 報20-354

出産歴 調査 につ い て12-232

出産歴 調査 の要 領及 び記 入 の仕 方 附産児

調節調査の要領12-234

出産歴 調査 票12一233

出生率 高低 の社会 的要 因 に関す る一 考察

岡山県下における調査(人 口問題研究所研究資

料第八〇号)12-239

出生率 よ り見た る現下 の人 口問題(人 口資料

第二)23-383

純潔教 育34-492

純潔教 育基 本要項 附性教育のあ り方

34-493

詳解 改 正優 生保 護 法26-433

丈 夫な子供 明るい家庭12-250



昭和十五年度 ホ ーム商会取扱 品 目録

7-114

昭和十三年及 昭和十四年各年 男子出生数 ノ

減 ト其 ノ対策 トシテノ死亡率 改善 二就 テ

(人口問題研究資料二)19―352

昭和十三年十二月十七 日開催 民族 衛 生 研 究

座談会速記録(民 族衛生資料第六号)26-446

昭和十四年人 口動態推 計(事 変ガ人ロ現象二

及ボシタル影響二関スル資料一)19一347

昭和28年1月 ～6月 優生保護法 関係統 計(速

報)26一441

諸外 国におけ る産 児 制 限 の普 及 状 況(研 究

資料第三十九号)10-166

食糧危機 と産 児 制 限(人 口問題研究所研究資

料第二号)8-121

食糧 問題 の解決 と して産児制限 の価 値

3一38

〔書状〕11-225

女性文化講 話 入学・青春期 ・結婚 ・優生学 ・母

の再教育18-335

人 口過剰 とその対策 産児制限の理論と実際

9-137

人 口・産業 問題 懇談会記録26-423

人 口食糧 問題調査会 人 口部答 申説 明

1?-331

人 口政策 完→戦後経営 人 口政策 完

人 口政策確立要綱(閣 議決定)(企 画院第三部新

後第二号)20一360

〔人 口対策研究 会設立挨拶 状〕18-333

人 口対策 と して の家族 計画 に関す る参 考資

料26―439

人 口対 策 としての家族計 画に 関す る参 考資

料(附表)26一440

人工妊娠新術1-3

人工妊娠 中絶並 に避妊 手術 の医学 的適応 標

準 に関 す る調査 要綱23-395

人工 妊娠 中絶 の諸 問題 改正優生保護法詳解

11-184

人 口問題22一377

人 口問題研究会会員募 集 →財団法人 人 口

問題研究会会員募集

人 口問題研究会寄附行為 →財団法人 人 口

問題 研究会寄附行為

人 口問題研究会 人 口対策委 員会第一 回総会

議 事速 記録→財団法人 人 口問題 研 究 会

人 口対策委員会第一 回総会議事速 記録

人 口問題研 究会人 口対策 委員会第 二回総会

議 事速 記録→財団法人 人 口問題 研 究会

人 口対策委員会第二 回総会議 事速記録

人 口問題研 究会募金趣 意 書 →財団法人 人

口問題研 究会募金趣 意書

人 口問題 講演集 第十三輯(人 口問題資料第四

十一輯)20一355

人 口問題資 料 Ⅱ25-413

人 口問題 と産児制 限(農村問題叢書)4-45

人 口問題 に関す る意見書11-215

人 口問題 の見地 よ り見た る国民保健 問題

(人口問題資料第二十一輯)18―338

新 人 口政策 基本方 針に関 す る建議25-405

新 マルサ ス主義 → 日本パンフ レットr第一号』

新 マルサ ス主義

人命 のため の一 つの抗議 妊娠中絶に関する

道徳的諸問題26一420

人類 遺伝学 の進 歩(民 族衛生資料第七号)

26-448

人類 の遺伝16-325

人類 の染 色体(民 族衛生資料第一三号)

26-454

図解避妊 読本 幸福な家族設計10-173

図解 ペ ツサ リー式妊 娠予 防法教 本9―151

性 科学(唯 物論全書)34一488

性 科学 の基礎 知識(新 らしい知識講座8)

34-495

請願9一134

請 願書 〔マ ッカーサー宛〕11一209

性 教 育 は どの よ うに行 うか35―498



性教 育 ハ ン ドブ ック 性と性病のはなし

34-489

性教 育要綱 指導者のための34―490

生殖 器健全 法→応用問答 生殖器健 全 法

精神 薄弱 に関す る遺伝 の研究(民 族衛生研究

会資料第二号)26―443

性 的誘 惑 の種 々相 とそ の対策31-479

青 年子 女堕落 の理 由 附其矯救策28―463

青 年 と性 慾30一470

性 の原理31-475

生物 学上 よ り観 た る産 児調節 論(日 本産児調

節研究会叢書第三編)2-22

生物学 上 よ り観 た る産 児調節 論(下)(日 本産

児調節研究会叢書第三編)2-23

性 篇(健 康増進叢書)32一483

声 明書 〔警視総監宛〕6―85

生命 と性 慾30一473

性欲 衛 生論28-465

性慾 研 究 と精 神分析 学30-472

性慾 哲学29-467

性慾 と産 児制 限学術 大講 演会3-36

性慾 の社 会 的考察(新 生協会叢書第三輯)

31-478

性慾 の調節30―474

赤 十字 博物 館報 第弐拾参号 日本民族優生展

号19-350

せ ち辛 い世 の中に7―105

設立 趣意 書9一149

世論調査 産 児調 節 につ いて 新世連第3回

調査10一160

全国助 産婦 並 に産 婦 人科取扱 病産院 の分布

状 況(産 院設置計画基礎調査第一報)24-396

全 国精神 病院 在患者 遺伝調18-340

戦後経営 人 口政 策 完15一319

染 色体 と遺 伝 の関係(民 族衛生資料第一〇号)

26-451

造化機 論 乾・坤27―455

相談券11一200

相談御 案 内7-103

〔相 談所へ の支援要 請〕11-216

増補 優 生結婚23一393

尊属 二対 ス ル 殺傷 罪 其 ノ他 ノ件 依 命 通牒

(内務省秘第一八七七号)1-9

た

第3回 役員会 御知 らせ9-142

第2次(1952年)出 産 力調 査12一245

第2次(昭 和27年)出 産 力 調 査 の速 報(人 口問

題研究所研究資料第87号)12-243

第 四回理事会 報告6―78

多産地 獄 附方法論(産児調節叢書)3一43

多産 亡国論6一66

堕胎 法改正 期成会趣 旨書6―82

堕胎 法改正 期成聯盟 趣 旨書6一86

正 しい受胎 調節法(愛 育の栞1)9-148

正 しい妊娠 調節教本(婦 女界四月号別冊附録)

10一162

誰 に も出来 る産 児調節 の方 法9-147

断種 の理論 と国民優 生法 の解説19一353

断種 法(京 城帝国大学法学会叢刊5)20一363

断種 問題 小論18一339

男女交合得 失 問答27-456

男女児 自由に懐妊 す る法5-55

男女 と天 才28一461

男女之研 究 完 附録性愛論27-459

男女 の性 慾研究 全28-466

チ ヤー ム とモ ーシ ヨン32=482

中央産 児調節相 談所収 支決 算表3一40

中央産 児調節 相談所 第壱 回統 計報告3一39

〔註 文 ハガキ〕10-152

妻 の婚 姻年齢 と出産 力 結婚促進に関する資

料一(大東亜建設民族人 口資料二二)23-384

妻 のた めの性 知識33-487

独逸 に於 け る人類 遺伝 の研究 及び民族衛 生

の現状(民 族衛生資料第十一号)26-452

ドイ ツの健民政 策 と母 子保護 事業25―402



東京都 を中心 とす る産 児制 限 の実態 に関す

る資料(増 補)10-156

闘性術32-480

東北三 県におけ る産 児調 節実態調査票未提

出者の未提 出理 由及び調査 に対す る意 見

の実情 につ いて(人 口問題研究所研究資料第

七三号)11-219

特種 品 目録7―115

独身者 の性生活34-491

取扱品値 段表7―117

な

長野県農村に おけ る受胎 調節指導 につい て

第1報(優 生保護研究会資料第1号)12-249

ナチ ス民族人 口政策摘 要21一371

西多摩 郡(青梅町・霞村)の 産 児制 限実 態 調 査

に関す る集計結 果表(人 口問題研究所研究

報告会報告資料)9一145

日本家族 設計協会定款 →社団法人 日本 家

族設計協 会定款

〔日本産児制限普 及会 ア ンケ ー ト〕11-186

〔日本産児制限普 及会 ア ンケ ー ト〕11-187

日本産児調節 調査会設立 主 旨3一42

日本産児調節 婦人 同盟趣 意書及規 約6一91

日本産児調節 聯盟解消 二関 スル最後 の理事

会記事録其他6-89

日本産児調節聯 盟宣言及 規約6-76

日本産 児調節連 盟の沿革 とそ の業績

11-222

日本 人 口衛生協会 設立記念 シムポ ジ ウムへ

の御 招待26一430

日本人 口衛 生協会 設立趣意 書26一429

日本人 口学会 に於 け るC・J・ ギヤ ンブル博

士の講演26-436

日本 人 口の将 来25-406

日本人 口白書 附最近の主要人口統計26―427

日本人種 改造論15-320

日本人 の性 生活35一496

日本人 を主 と した人間 の遺伝23-391

日本 におけ る産 児制 限 の概観(人 口問題研究

所研究資料第七〇号)11-208

日本 の過剰 人 口解決 に関 しフ ォー ド財 団へ

寄附 申請 参加勧誘先11一224

日本 の過 剰人 口解決 に関 しフ ォー ド財団へ

寄 附申請参加署名者11-225

日本 の過 剰人 口解決 の為 の教 育計 画

11一225

日本 の家庭 に適 した新 しい避 妊法11-194

日本パンフレツ トr第一号』 新 マルサ ス主義

1-11

日本防貧協会運 動方針書 → 社団法人 日本

防貧協会運 動方針書

〔入会 案 内〕3―34

〔入会 の案 内〕11-211

妊産婦保健 関係資料24一397

妊娠及産 二因ル死 亡統計 自明治三十二年至

同四十一年16-322

妊娠 及避 妊 の新研 究1一10

妊娠制 限又 ハ避 妊玉 「ア トシア」ト称 シ販売

スル モ ノ ・義 二付 回答 ノ件1―6

妊娠 中絶(堕 胎、死流産)の 割合 に 関 す る資 料

(人口問題研究所研究資料第四四号)10-169

妊 娠調節 図解→実地応用 妊 娠調節 図解 避

妊法 ・人工流産

妊 娠調節 相談(婦 人衛生読本)8-126

妊娠調節 と性 の科学4―50
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佐 藤 正24-399

沢 田順 次 郎1―10,2-17,15-321,27―459,

29-469,33-486

沢 田正 二 郎32-482

サ ンガ ー,マ ー ガ レ ッ ト1一12,2一13・

27,5一54,9-151

椎 尾 ひ と し6-88

滋 賀 秀 俊12-242

式 場 隆 三 郎9-130,10-167,34-491

志 立 鉄 次 郎8-118

篠 崎 信 男8-129,9-136・145,10-154・

156.166.169.172.177.178,11-219・

220.221.226,35-496.497

篠 原 美 代 子12-249

島 中 雄 三26一448

島 村 俊 彦9一131,10-168

下 光 太 郎6-66

下 田 次 郎31-475

下 村 宏18-338

霜 山 生27-458

荘 田要 二 郎1-7

白石 麒 麟 志8-118

白 石 道 雄8-118

白石 豊35-496・499



白木 正 博21―366

代 田 要8-118

儿 々 子30―474

杉 江 董29-469

杉 田直 樹32―483

杉 野 為 次24‐399

杉 山 重 義3-38

鈴 木 薫1‐7

鈴 木 繁24-399

ス トー プ ス,マ リー5-56

駿 河 尚庸28-465

瀬 木 三 雄8-128,10-173,12-236,

25一402

た

台 陰 居 士1―3

高 口保 明12-248

高 島 米 峰21一369

高 田義 一 郎32一480

高 野 善 一 郎21一369

高 野 六 郎20一355,21一369,26―446・448

高 橋 勝 好11-184,26-433

高 橋 梵 仙10一167

高 橋 寥6-96

田 川 大 吉 郎8―118

滝 川 清10-173

滝 本 二 郎4‐48

竹 内茂 代21-369,25-418,26一448

竹 田津 あ さ6-87

竹 田 津 六 二6一87,8-118,9―140

竹 中 七 郎25一410・414

武 部 啓26-451

武 部 滝 三 郎27-456

建 部遯 吾17-332

館 稔8-128,10-173・179,24-399,

25-406

館 林 宣 夫24一399

田 中 王堂30一474

田 中 香 涯 → 田 中 祐 吉

田 中 耕 太 郎8-125,10-167

田 中孝 子21―369,26一448

田 中 た つ25-404

田 中祐 吉(田 中 香 涯)17一327,27一458,

28-466,31一477

田 中 義 麿24-398

田波 幸 男26-443

谷 口弥 三 郎10-167・170,25-410・411・

414,26-434

谷 野 富 有 夫24-399

谷 村 春 子34-492

谷 本 富27-458

谷 本 梨 庵28-461

田 村 化 三 郎1-5

垂 水 角 蔵8―118

丹 下 坂 宇 良11-216

竹 風 酔 人28-461

千 葉 繁27-455

土 田哲 太 郎24-399

堤 辰 郎5-62

角 田 重 信22―375

坪 井 正 五 郎27一459

ヅ リス デ ル1-7

鶴 島 孝8-118

亭 翁30-474

暉 峻 義 等4一44,5-58,23-392

土 井 十 二22―374

東 郷 青 楓28―461

徳 村 謙 吉18-338

床 次 徳 二26-448

戸 田正 三10―167

戸 田貞 三24-399

土 肥 慶 蔵32―483

富 沢 功35-498

な

永 井 亨11-231,26―427



永 井 潜18-336,25一409・418,32-483,

33-485

中井 博松9-146,12-244

中尾 音 吉7-102

中川紀 元3-30

中川 友長19-352,24-399

中島徳 蔵1一7

中島 竜 太 郎11一182・183

中根孝 之助8一118

中野 理9一138

中村 古峡32-481

中村進 午28-463

中谷驥 一27-460

中山寿 彦25一410・414

南雲 雪 夫11-182・183

名 古屋 三 吉6-66

名 古屋 長 蔵6―66

那 須 耐 成9-146

名村 春 操32-482

新 妻 イ ト10一167

西 川 文 子1-7

西 倉俊 一26-423

西 野 入徳11―214

西 村辰 男6一93

二 宮徳 馬26-423

韮沢 慶 子10一167

根 岸 情 治4一46

根 津 美 基24-399

野 口与一7一104

野坂 竜10一167

野尻 与 顕4-50,7-100,8一118

野 瀬 市 郎6-97

野 田君 子2-24

野 津 謙24―399

は

萩 野 憲祐21―369

長谷 川 月 嶺1-8

長 谷 川 敏 雄10一173

秦 清 三 郎10―170

畑 中 蓼 坡8―118

蜂 谷 貞 子32―484

花 井 卓 蔵15一321

花 房 直 三 郎16-322

花 柳 章 太 郎32一482

羽 田26-423

馬 場 嘉 市32-484

羽 太 鋭 治2-15,29―469,32-482

浜 田 格9―147

早 川 益 甫1一8

林 茂12一239

林 俊 一10―167

林 譲 治10―167・173

林 髞 〔木 々高 太 郎 〕26-448,35-497

林 春 雄19一350,24-399,26-446・447

原 清12-242

原 真 男28-462

般 若 居 士27-458

ビ アズ レー9-130

樋 口武 志8―118

久 永 蓮 江5一55

日比 野 寛28-463

平 井 成28-464

平 井 政 良8-126

平 岡 保 三8一118

平 野 助 三1-1

平 福 百 穂4-49

深 尾 須 磨 子21-369

深 川 タ マ ヱ10-167

福 岡 武 男35-498

福 田 昌 子10-167,25-411,35一497

福 田好 輔6―66

福 原 義 柄16-324

藤 井 久 四 郎10-165

藤 浪 鑑30一470

藤 本 直20-363



藤 森 真 治25一410・414

藤 森 速 水11一229

布 施 亮4-50

二 木 秀 雄10一167

二 村 良 臣24-399

麓 保 孝19-350

古川 栄28-462

古 瀬 安 俊26一446

ヘ ー ガ ル27―458

帆 足 計10一176

保 坂 孝 雄7‐109・111,10一162

暮 村 隠 士 〔久 津 見 蕨 村 〕30-474

堀 秀 彦35一497・498

ボル グス トロ ーエ ム,ト ラ ヴ ァー ス3-38

本 多 竜雄8一124,9―135,10一167・174,

12-237.246,21-371

本 堂 平 四 郎29-469

ま

前 田誠 孝31一479

正 木 亮26-446

馬 島 憫3-35,5-56・61,6-65,8一118・

125,9-144.147,10-167,11-203

松 浦 有 志 太 郎32―483

松 原 健 吉1―1

松 原 久 人26一442・443・446

松 村 介 石30-474

松 村 松 年2-22・23

松 本 寛8―128,10―162・170

松 山 亥 三 雄10―171

松 山 み ど り10―171

真 船 伝 六3-43

三 木 行 治10-173 ,25-412

三 国一 義10-167

水 島 治 夫24-399

道 旗 泰 誠8―118

満 田久 敏26-452

南 崎 雄 七18-338,24-399

美 濃 口時 次 郎22-377,26-423

三 宅 亀 次 郎30-474

三 宅 鉱 一20-356,26―446・448

三 宅 秀27-458

宮 崎 虎 之 助30―474

宮 崎 一6-66

宮 橋 良三32-482

宮 本 欽 司8-118

向 軍 治30一474

村 上 雄 策8-118

村 山愛 民1-3

望 月 衛35-498

本 島善 作8-118

森 山 豊9一148,10一173

や

矢 ケ崎 徳 蔵24一399

入 木 逸 郎26一446

矢 島 敬 二8-118

安 井 洋23-393,26一448

安 田 徳 太 郎34一495

安 田 守 雄24一399

柳 沢 利 喜 雄24一399

矢 野 中11-210

山 内繁 雄16一325

山 川 均3-35

山 崎 清4-49

山 崎 佐8一128

山 添 利 作26-423

山 田秀 次 郎6一95

山 田弁 信21―369

山 中静 也5一54

山 中 篤 太 郎26―423

山根 正 次28―462

山本 杉 子8一125 ,10-167

弓家 七 郎2―14

横 井 春 野7_107

横 田 年8-128



与謝 野 光24-399

吉 岡弥 生21一369

吉 田章 信24一399

良 田圭 子11-190

吉 田秀 夫10-167

吉 益 脩 夫20―356

米 沢 常 道26一446

米 田庄 太 郎30-471

わ

ワイ ニ ン ゲル,オ=ッ トー28一461

渡 辺 霞 亭27-458

渡 辺 定19-350

渡 辺 伸 一10-165

渡 辺 紳 一 郎10-167

渡 辺 武(武 彦)6-66

渡 辺 万 里 江10-175

渡 辺 義 雄22―375
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執筆者名索引(雑誌編)

・本索引は編集復刻版r性 と生殖の人権問題資料集成』雑誌編=第13巻 ・第14巻 収載の雑誌におけ

るそれぞれの執筆者の索引である。『産児制限』(改題=産 児制限評論 ・産児調節)は 第13巻 、ほか

はすべて第14巻 に収載 されている。

・表記の数字は、それぞれの雑誌に準 じ、原本の巻数―号数一頁数、号数―頁数、頁数を表す。原

本にページ表記のない場合は()を 付 した。

・配列は五十音順で、外国人名 も姓を基準 とした。

・編集部で補足 した名前は 〔〕で示 した。(編 集部)

●産児制限(改 題=産 児制限評論・産児調節)

あ

1・M生2一11-47

愛 児 女 性 協 会 産 児 制 限 相 談 所3-6―30

葵 イ ツ 子6-8-80

碧 易 四 郎4-5-60

青 柿 善 一 郎3-2-69

青 木6-8-38

青 木 亮 貫3-12-49

青 野 即 本2―11-2,3-2一5・12

秋 沢 明 世 士4―6一7

秋 沢 定 吉1一2一4,1-4-9,・ ・,1-7-9,

2一10-36,3-2-9,3―3-25,3-4-22,

3一5-29,3一6-24,3-10-35,3-12-27,

6-6-12

秋 田 雨 雀2一11-16

足 達 三 郎(足 達 生)2―11―s7,3-2一26,

3一3-17,3一4-22・39,3―9―52,6一2一3,

6-8-91.93

安 部 磯 雄1一2一2,2-1一2,2―10-1,

2―11―5,3-2-6,3一3-29,3-4-2,

3-5-2,3一6一2,3-7-2,3-8―2,3-9―2,

3-10-2,3一12-2,4―5-2,6一2一2・6,

6-4-2.6

阿 部 静 枝6-8―75

天 野 信 郎1―5-5

荒 川 五 郎3一12-52

飯 田三 美3-12一4

飯 村 五 郎3一12-46

井 口芳 子3-10-45

池 田 敬 八3―12-50

池 田林 儀1一1一5,1-2一6,2-6一4

池 見 猛6-8-30

い さ む6一8-93

井 沢 三 樹3―4―22・48,3-5-41,3一6-52,

3一12一10

石 川6-8一22

石 川 愚 庵4一5‐26

石 川 光 昭6-8-15

石 崎 敏 行3-12一49

石 原 亮3一6―64

石 本 静 枝 〔加 藤 シ ヅ エ 〕6一8―66

石 渡 安 躬1一5-6,1一7-10,2-4-27

市 川 ひ で 子3一7一46

一 記 者 → 本 誌 記 者

一 読 者3 一3-24

一 瀬 一 二3-12 -48

伊 藤2-5一28

井 上 末 彦3-9-33

井 上 常 之6-6-38



井 上 富1-6―14

岩 崎 敏4-6―48
,6-6-55

岩 崎 素 子(岩 崎)3―10-58
,3一12―64,

4-5-69,6-4-49

ヴ イ ア テ イ ツ チ
,ム ス チ ス ラ ウ3―4―50

植 原 悦 二 郎3一12一49

A記 者 → 本 誌 記 者

江 口 渙2-11一62

XYZ生(XYZ)3-4-20
,3-5-14,

3-8-46,6-4-42

HYZ6-6-35

NS生1―4-11

FSR(F・S・R)3-5-22 ,3-6-57,

3-7-38,3-8-30.38,3-10-22
,

3一12-38

MH生1十14

MT2-10-48

MTU4-6-35

エ リ ス
,ハ ブ エ ロ ツ ク3一3-59

遠 藤 千 元3-12-46

大 井 蝶 五 郎3一2-13

0M生1―7-5

大 川 浩(大 川 生 、大 川)3一3―7,3-4-1・

5.22.65,3-5-8.50,3-7-13,

3―8-49,3一9-6,3―10-1・10・24,

3―12-1・18・64,4一5-69,4-6―39,

6一2一3・5,6-4-46

大 崎 清 作3-12‐51

大 滝 正 義(大 滝 、ま さ よ し)1-1-(1)・16,

1-2一(1),1一4一(1)・3,1-5-(1)・2・16,

1-6一(1)・16,1―7-(1)・16,2一1―(1)・16 ,

2―2一(1),2一4-(3)・4,2-5-(3)・4,

2-6-(3)

大 竹 博 吉6一8―56

大 平 宇 公2-11-50

大 宅 壮 一2-11一24

大 山 郁 夫3-3-8

岡 寿 郎3―5-28

岡 治 道6―8一36

岡 田 精 一6一4-55

岡 田 春 夫3-12―52

岡 野 辰 之 介3-8-20

岡 野 竜 一3-12-48

小 川 隆 四 郎(小 川)1一1-6・7,1一2一8・11,

1-5―7,1-6一6,1―7-6,2‐1―6,2一2-2,

2-11-8,3-3-32・64,3-4一13・22

小 川 隆 四 郎 夫 人 〔小 川 寿 々 香 〕3-10―48

沖 山 林 作2-11一39

奥 む め お2一1-10,2―6-12,3一6―10,

3-8―9,6-6一9

小 倉 清 太 郎6一8一10

尾 崎 豊 子3-9-34

小 野 政 雄4―5一34

小 俣 政 一3―12―49

か

係3-10-64

賀 川 信 義6一4-6・36

片 野 重 脩3-12―52

片 山 哲3-12―52

加 藤 梅 子6一6一19

加 藤 鐐 五 郎3一12―48

金 子 しげ り1-2-9,2-6一16,6-4-12,

6-6-15

兼 田 秀 雄3―12―48

神 近 市 子3―7一4,6-8一88

加 用 信 憲6-8―2

河 合 生6一2―3,6―4―6

河 上 肇3―3-41

川 端 道 一4一6-59,6―8―90

菊 地 敬 二6-6-6

菊 池 清 介3-5-51

記 者 → 本 誌 記 者

喜 多 孝 治3-12-50

北 井 幾 入2-11-29,3-3-57

北 田 一 郎6-8-78



木 村 哲 二6一8‐35

清 沢 洌1-4-6

清 瀬 規 炬 雄3-12一51

倉 持 善 三 郎(倉 持)3-2-54,3-3―2・66,

3-4-18.22,3-7-1,3-9-1.14,

3-10-42

黒 岩2―5一29

黒 旋 風2-11-32

警 視 庁 某 警 視3-2-68

KS1-6-11

KO生1―6-4

研 究 部 記 者 → 本 誌 記 者

小 池 四 郎2―6-8,2-10一4,2-11-11,4-5-6

小 池 仁 郎3-12-51

校 了 の 日 給 仕3-12―64

小 久 江 美 代 吉3一12-46

小 酒 井6-8一5

児 玉 昌6-8-37

小 西 和3一12一52

小 林 填6-6-31

駒 井6-8-79

小 牧 末 子2一4-21,2-10-10,3-4-22

駒 込 林 二3-2‐29

コ ロ ン タ イ2-2-9

さ

堺 真 柄2一2-6,2―11一65,6一4-15

坂 本 公 司3-10―44

佐 々 木 芳 照3-12一50

沢 谷 伊 三 郎2-5-26

サ ン ガ ー,マ ー ガ レ ツ ト(サ ン ガ ー)

1-1-6・8,1―2一7,3-2-46,3-4-5,

3-5-8,3-7-13,3-10-5,3-12-10

産 児 制 限 運 動 聯 盟2一5―(1)

産 児 制 限 評 論 会 計 係2-11一 後 付2

産 児 制 限 評 論 社3-7-52,4-5一 前 付4,

4-6-66,6-2-1.4,6-4-(1),6-6-(1),

6-7一 扉

産 児制 限 評 論 社 研 究 部(「産 児 制 限 評 論 」研

究 部)3-6-48・62,3-7=42,

3一10-52,3―12-36,6-6―46,

6-7一折 込 み広 告

産 児制 限 評 論 社 事 業 部4一6-62

産 児 制 限 評 論 社 事 務 局3-5-7,3-10-63

産 児 制 限 評 論 社 代 理 部3-7―17,3―12-9

産 児 制 限 評 論 社 編 輯 部6-7-1

産 児 制 限 評 論 附 属 相 談 部3-10-50

産 児 制 限 普 及 会2―10一 表 紙 裏

紫 安 新 九 郎3-12-50

志 賀 潔3一2一62

篠 田有 徳3一12-53

島野 享(島 野 亨)1一2-10,1-4―10,

3一2-48,3-3-31

清 水 徳 太 郎3-12-47

シヤ ス トリ,ブ ラ ツ ブ2-2―2

少 川1一4一4,1一5一9

末 広 重 雄4-6一6

末松 偕 一 郎3一12一47

杉 田直 樹3-2-60

杉 山 仲4-5-22,6一8-23

鈴 木 梅 四郎3-12―52

鈴 木 甚 吉6-8―71

ス トー プ ス,マ リー(ス トー プ ス,M・C)

3一2一57,3―3-42,3一6-52,3-8―49,

3-9―6,3-10-10,6一4―7,6-7―1

ス トー ン,H・M6-2-2

清 家 吉 次 郎3-12-51

瀬 川 昌 世(瀬 川)2-1-14,3一3一38,4―6-2

た

高 倉 輝 〔タ カ ク ラ ・テ ル 〕3一3一16

高 瀬 梅 吉3一12一48

高 田義 一 郎6一8一1

高 見 之 通3一12―46

高 山 敏 夫4一5-16

高 山長 幸3-12―53



武 井 正 衛6-4一18

武 内 作 平3-12一49

竹 内 茂 代1-6一2

立 川 太 郎3一12-50

橘 覚 勝6一8-34

田 中 孝 子6一8一72

田 中 養 達3一12-50

谷 厚 美6-4-30

玉 生 辰 雄6‐8―54

玉 生 虎 雄4-6-31

淡 海 性 人3―9一41,3-12-13,6―6一27

辻 本 豊 三 郎3-12一49

都 築 豊 吉3-10-38

津 村 秀 男2-10一40

TS生2-11-68

寺 田 市 正3―12-49

戸 井 嘉 作3-12-48

東 郷 実3一12―46

遠 山 郁 三6‐8一36

徳 田宗 雄6―4―26

と し ゑ(と し)2-10一 表 紙,2-11― 表 紙,

3-2一 表 紙

戸 田 生6-8―91

戸 部 良裕3-12-51

な

内藤 初 代1-1-11

永 井 潜6-8-34

中 尾 音 吉4-5-53,4-6-40

長 尾 半 平3-12-52

長 尾 美 知6-8一31

中 谷 貞 頼3―12-46

中根 あ き の3-7-8,4-5一64

中 野 近 恵6-8―89

長 野 総 良3-12-51

名 古 屋 長 蔵4-5-40,6―8一20

成 田 清 → 成 田 晴 彦

成 田 晴 彦(成 田清 、成 田生)1-2-13,

2-2一8,2-4-16・26,2-5-21,2一6一22,

2-10-10,2一11一32,3―2-32・42,

3-3-51,3一4-42,3―5-36,3-6-44・

50,3-7-28,3-8一24,3-9一21,

3-10-16,3-12-54,4-5-43,4-6-23

新 居 格6-8-40

新 妻 伊 都 子1一2-4,1-7一12

西 謙 一 郎3-12-7

西 脇 晋3-12-48

新 渡 戸 稲 造2-2-5

野 尻 与 顕1-1‐2,1-7-2,2―1-4,

2-10一25,3-3-46,3一4-22・33,

3一6-12・60,3-7-9,3-8-11,3一9―10・

28,3-10-32,3-12-42,6-4-6.52

則 元 由 庸3一12一52

は

バ ー,ゼ ー ム ス1一7一8,2―1一8

ハ ー デ ー ,G(ハ ー デ ー,ヂ ー)1一1-7,

1-2-8

長 谷 川 茂 治3-6-22

バ ツ ク マ ス タ ー3一4-13

バ ツ タ フ イ ル ド,0・M6-2-7,6-6―22

服 部 教 一3-12-51

服 部 英 明3一12一47

早 坂 二 郎3-5-12

林 七 六3―12-48

林 平 馬3-12-50

B記 者 → 本 誌 記 者

BC同 志 会 準 備 会3-8-17

平 川 松 太 郎3一12-47

平 塚 雷 鳥 〔平 塚 ら い て う 〕6-8-64

平 野 馨(平 野)4一5一(1)・48・69,4-6-1°

31,5-9-12

平 山 信 子6-8-58

ヒ ル シ ウ フ エ ル ト,マ グ ヌ ス3=2-21

広 津 和 郎2―6―21

深 沢 豊 太 郎3-12-49



福 永 久 寿 衛(福 永)1一1―14,1-2-13,

1-4-8,1―5-11,2-5―28,4一6-14

福 原 雨 六6‐6―52

藤 田 若 水3-12―52

婦 人 記 者3一10一40

布 施 亮1―2―9,2-10-48

布 施 夫 人2―10-49

ブ ゼ ー,WA3-3一32

古 川 竹 二6-8一25

古 島 宮 次 郎3-12―48

古 瀬 生2一11―49

古 瀬 長 栄3-12―23,4-6-60

編 輯 係3一2一5

編 輯 子2-10一(58)

編 輯 室3-8―17

編 輯 部 → 本 誌 編 輯 部

某 氏5一9一6

保 坂 孝 雄6―8-48

星 島 二 郎3一12-52

本 誌 記 者(記 者 、一 記 者 、本 誌 研 究 部 記 者 、A

記 者 、B記 者 、研 究 部 記 者 、本 社 記 者)

1―4―11,2―6-30,2一11-31,3一6一49,

3―7-32,3一8―41,3-9-27・37・38・58・

59.65,3-10-51,3-12-58,4-5-13・

21。66。68,4一6-63,5-9一5

本 誌 研 究 部(本 社 研 究 部)3一7一34,

3-8一45,3-9一61,5―3-4・5,5-9一10

本 誌 研 究 部 記 者 → 本 誌 記 者

本 誌 資 料 係3―4-17・47

本 誌 婦 人 記 者3-10-54,4-5-14,4―6一18

本 誌 編 輯 部(編 輯 部)3―2一21・57,

3-3一42・50,3一8―31,3一9一20

本 社 記 者 → 本 誌 記 者

本 社 調 査 部4-6-28

本 庄 道 太 郎(本 庄 道 郎 、本 庄 生 、本 庄)

1-4-?,1-5-10,1-6-9,1-7-4,

2一1―9・11,2-2―13,2-4-23・26,

6-2一3.,6=4-6・22,6-6―41

本 草 薊 章 生3-2-37

ま

牧 野 賤 男3―12-50

ま さ よ し→ 大 滝 正 義

馬 島 們1-4一2,2-2-2,2-11-26,

3一6-8,3―7-35,3―8―33・62,4―5一50,

5一3-6,6一2-6

桝 谷 寅 吉3-12-49

町 田 良 秋3一3一9

松 井 邦 治3―12―51

松 尾 宝 作6―8-44

松 原 一 夫3―7-53,3-8-18

真 鍋 儀 十3一12-47

水 村 江 三3-5―48,3-8―56

溝 江 亮 一 郎2-4-8,2-5―10

三 田 馬 太 郎3―4-50

皆 川 美 彦3一4-28

三 原 昇 遙3-12-25

宮 川 静 枝1一5-4

宮 城 乾 之 助5-9一4

三 宅 驥 一6一8―38

宮 崎 竜 介2一11一20

宮 沢 裕3-12―51

向 井 又 吉(向 井)2-10―21,3-2―43・71,

3―3―56,3-4-22,3-6一36,3―7―48・49,

3-8-44

村 上 雄 策6-6―2,6一8-49

森 岩 太 郎2-10―54,2一11-68,3-3―58

守 屋 栄 夫3-12―48

諸 岡 存6一8-6

や

矢 島1-5―15

安 岡 雄 三3一5-60,3-8一1

安 田 徳 太 郎3―3―5

柳 広 哲3一6―34

柳 原 白蓮2-10―33



藪 井 竹 庵2一6-19

矢 部 友 衛6-8一 表 紙 ・1

山 崎 猛3一12-47

山 田2-5一29

山 内房 吉2-10一34

山 桝 儀 重3―12一49

山 室 軍 平2-10‐33

山 本 厚 三3一12-50

山 本 琴 子3―7一24

山 本 宣 治3-3一1

行 政 長 蔵2一5-28

ら

緑 夢2―11―55,3-3一21,3-4-59,

3-7-5,3-12-14

ル ブ ラ ン ク,ト ー マ ス ・ジ エ ー2-4-12

ル ブ リ ン ス キ イ,ポ ー ル1-4-4,1―5-9

ロ ビ ソ ソ ン,ウ ィ リア ム ・・ゼ ー(ロ ビ ン ソ ン,

ウ ィ リ ア ム ・ゼ ー 、ロ ビ ン ソ ン,ウ ィ

リ ア ム ・ジ エ ー 、ロ ビ ン ソ ン,ウ イ リ

ァ ム 、ロ ビ ン ソ ソ)3一7一18,

3-8-5,3一9-17,3一12一31,6-2一4

ロ ン グ,エ ヅチ ・ダ ブ リ ュ ー3-6一16

わ

Y、N2―10― 前 付2

渡 辺 一 郎3一3一60,3-4-53,3一5一43

渡 辺 素 邦3-12-50

●r小 家族』

安 部 磯雄1―1

石 本 恵吉1-4

石 本 静枝 〔加藤 シ ヅエ〕1一6

加治時次郎〔加藤時次郎〕1-3

加藤勘十1-7

布川静淵1-2

●r産 児制限運動』

秋 田雨雀1-3

岩崎 素 子1-8

神近 市 子1一6

小林 美 代1-12

下 山計 雄2一11

徳 永 直2-7

中根 あ きの2-4

畠 田盛雄2-9

山本 琴子2-3

●rプ ロBCニ ユ ース大 衆版』

茨城 一農 夫4―4

プ ロBC技 術 部員4-4

プ ロBC常 任 委員会4-1

●r産 児調 節 ニユ ース』

赤松常子1-2

阿部静枝1‐1

日本産児調節婦人同盟1-1

山室民子1-1

●r産 児制限』

浅 田 一2-2-24 天 野 景 康1一1一 裏 表 紙 裏,2-2-4



天 野 文 子2-2-4

磯 正 盛2-2-34・46・47

M・S2一2-裏 表 紙 裏

サ ンガ ー,マ ー ガ レツ ト1一1一 裏 表 紙 裏

式 場 隆 三 郎1一1-(1),2一2一57

杉 本 清 治2―2一45

●r産調時報』

安部磯雄1-2

天野文子1-3

金子 章2-2

小林和正2-2

式場隆三郎1―2

●r日本産児計画情報』

Amano4-1-9.29

天 野 景 康1-1一22・24,2一1～2-18,

2-3～4-27,3-1～3-4・31,4-1一20

天 野 文 子1一1-18,2―1～2-4,

2-3～4-27,3-1～3-9,6-4-84

新 井 昭 一4-1一17

イ ー ス トマ ン,NJ1-1-20

石 垣 純 二4-1一6,4-2一31

ウ ィ ン ス ロ ー,C.E.A1-1=1・13

ウ エ ル ス,フ ロ ー レ ン ス6一4-83

ウ ェ ル フ゜ト ン,パ ス カ ル ・K1-1一15

ABC4-1-19

XYZ4-1-8.24.27,4-2-49,

4-3^-4-51.69,5-1-12

オ テ ゼ ン=エ ン ゼ ン,エ リ ゼ1-1-17

柏 原 長 弘1一1一21

Kawakami,H2一3～4一25

北 岡 寿 逸2-3～4-41

ギ ャ ン ブ ル,シ ・ジ ェ(ギ ヤ ン ブ ル,ク レ ア レ

ン ス ・ジ エ 、Gamble)

4-1-20,5-1-7.8

ギ ル マ ソ,ミ ル ド レ ツ ド3―1～3-13

グ ツ ツ マ ン,ハ リ ー ・ジ ー5-1―1

中 井 卓 次 郎2-2-26・43・44

中 島 鐐 太 郎2-2-31・47・48

古 沢 岩 美1-1― 表 紙,2―2一 表 紙

本 庄 道 太 郎2-2-49

馬 島 憫1-1一(1),2-2―2・43

篠 崎 信 男2-2

咼 田1-4

な か や ・しげ る1-2

橋 本 虎 六2一2

馬 島 個1-1,2-1

グ ツ トマ ツ カ ー,ア ラ ンF1―1-20

グ レ ー フ エ ル ン ベ ル グ,ア ー ネ ス ト1-1-20

厚 生 省2―1～2-5,2-3～4-26,

3一1～3一2,4一1一4,4―2一33・35・36,

4―3～4―53

古 屋 芳 雄2-1～2―2,4一1-20

近 藤 肇4-1-3

サ イ ベ ル ス,RE1一1-20

サ ン ガ ー,マ ー ガ レ ッ ト(サ ン ガ ー,マ ー ガ

レ ツ ト)1-1一1・13,2―3～4―29 ,

4-1―13,4一2-43,5-1-2,

6一4一 表 紙 裏 ・90

篠 崎 信 男4-1一5,4-3～4-54

下 条 康 麿5―1-9

ス ト ー ブ ス゚,マ リ ー ・C(ス ト ー ブ ス゚,マ

リ ー)1-1―16,2―1～2―9

ソ バ ニ,N.V4-1-19

館 稔1-1-3,3―1～3-1

タ ン プ ソ ン,W.S(タ ン フ ソ゚ ン,ワ レ ン ・S)

1一1-2・14

Dickinson5一1-8

テ イ ー ツ エ,ク リス ト フ ア5―1一3

テ イ キ ン ソ ン,ロ バ ー ト・L1―1一20



土 居 淳4一1-1

床 次 徳 二3一1～3―27

ド ラ イ ス テ ー ル,C.V2―1～2-6

内 藤 豊 次4―1-20

Nakai,H2一3～4一25

永 田 稠4―3～4-67

中 田 鈴4-2―40

那 須 耐 成2一3～4-25

ニ カ ソ デ ル ,グ ン ナ ー4一3～4一57

ノ ー トス タ イ ン,F.W(ノ ー トス タ イ ン ,フ

ラ ン ク ・W)1―1-2・14

●r研 究 ニ ュー ス』

石 原 砥3-3

太 田典 礼(太 田)3―1・3・4

中 島 精3-4

● 『B.C.ニ ユ ― ス 』

池 田 賢4

石原 旺4

太 田典礼(太 田)1・2・4

木村嘉一4

近藤 潘一3・4

佐伯3

●r避 妊研 究 ニユー ス』

X,Y,Z6-1

高 田哲 孝6-4

●r母 性新聞』

江 藤 大 嶺3-2

0医 師4-2,5―2

0生6-2

大 川 竜 夫4一1,5―2

太 田典 礼11-3

柏 原 長 弘1-1

関 西 優 生 協 会 事業 部1-2

K生3一2

浜 名 志 松4―3～4-60

ヒ ソ メル フ ェル ト,F4―1-7

ブ イ ラデ ル フ イ ア 家族 計 画 協 会

3-1^-3-14

古沢 嘉 夫4-1-20

ホ ー トン,ベ ラ4一2-39

本 誌 記 者2-1～2-7,2一3～4-31

本 田親 男2一1～2-1・18

毎 日新 聞 社3-1～3一3

水 野 宏4‐1-20

安 井 修 平4-1-20

安田徳太郎3一1

吉田 貢3一2

田中雄吉4

中野 理4

藤森速水4

安 田徳太郎1

山崎〔山崎初三郎〕4

野村武夫6一3

近 藤 潘 一11-4

杉 森 司2-2,3-2

高 田久 子3-2

TO生3-2

永 田義 淵4-1

中 山義 雄6-1

B・C生7-1

平 沢 俊 男1-1,2―1,3-1,4-1,5一1,



6一1,7‐1

淀 川 太 朗1-2

●r避 妊の研究』

石原 旺1一2

逸見 さかえ1-2

梅垣1-4

大川竜夫1-3

代々木新11―3

太 田典礼(太 田)1一1・3

奥 田惣三郎1-2

近藤1-4

永 田茂淵1-2
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